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写真で見る「SIP-adus」

PHOTO GALLERY

2018年度からスタートした
SIP第2期自動運転が取り組んだ
自動運転システムの開発・検証、
実用化に向けた基盤技術開発、
社会的受容性の醸成、国際連携など
その一部をご覧いただこう
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❶国際的に調和した自動運転
社会の実現に向けた国際連携
を目的に国際会議「SIP-adus 
Workshop」を開催。❷中山間
地域における道の駅等を拠点と
した自動運転サービスの視察風
景。❸レベル3の認可を受けた
遠隔型自動運転システムによる
サービスを永平寺町が開始。❹
SIP自動運転が進める自動運転
の取組を活用した自動運転車や
高度運転支援システムおよび安全機能を搭載した車両の試乗会を実施。❺東京
臨海部における自動運転の実証実験始まる。❻令和3年11月から開始される東
京臨海部実証実験の概要を含む、SIP自動運転の取組や次世代衝突被害軽減ブ
レーキ義務化の法改正についてのブリーフィング等も実施した試乗会。❼自動
運転の燃料電池バス「SORA」をバックに。❽より多くの方にSIP自動運転を
理解していただくため、東京モーターショー会期中にシンポジウムを開催。

❶

❽

❷

❻ ❺

❸❹

❼
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PHOTO GALLERY

❾実証実験期間中、羽田空港エ
リアの一部には自動運転バス専
用レーンが設けられた。 10 SIP
第2期自動運転中間成果報告会
開催。 11 ホンダ・レジェンド
の説明をする杉本洋一サブプロ
グラムディレクターと、ライタ
ーの北条かや氏。 12 高速道路
でのトラック隊列走行実証実験
も実施。13 令和元年11月22日、
道の駅かみこあにで自動運転サ
ービス本格導入がスタート。 14 主にメディアを対象とした試乗会では、自動
運転への理解を深めていただくためブリーフィングを実施。15 国内外の自動車
メーカーの協力を得て、試乗会を複数回実施。 16 令和３年3月25日、地域にお
ける自動運転サービスの実用化に向けた連携を強化するための「地域自動運転
サミット」が開催された。 17 観光都市・京都における交通・物流・観光等の
社会課題を、アプリやアイデアで解決する「KYOTO楽Mobiコンテスト」開催。

❾
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18 JR江川崎駅と道の駅よって西土佐間を走行す
る自動運転車両。 19 DIVP®事業化及び会社設立
に関する記者発表会（2022年9月6日）。 20 ホン
ダが技術実証に使用するクルーズをSIP合同試
乗会で展示。 21 2022年度、自動運転に関する
トピックを若い世代と語る「自動運転Liveニュ
ース」を定期的に配信。 22 新型コロナウイルス

（COVID-19）の発症は、実証実験のスケジュー
ルにも影響を及ぼしたが、2023年度で終了する
SIP第2期自動運転はその目標を完遂した。

19
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21

20
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戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）と
は

HISTORY of SIP-adus 

　
科
学
技
術
の
司
令
塔
機
能
を
も
つ
内
閣
府
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
、
府
省
庁
の
枠
や
旧
来
の

分
野
を
超
え
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
創
設
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
そ
れ
が
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
S
I
P
）
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
力
に
リ
ー
ド
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
（
P
D
）
を
中
心
に
産
学
官
連
携
を
図
り
、
基

礎
研
究
か
ら
出
口
ま
で
を
見
据
え
た
一
気
通
貫
の
研
究
開

発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●総合科学技術・イノベーション会議が、社会的に
不可欠で、日本の経済・産業競争力にとって重要な
課題、プログラムディレクター（ＰＤ）及び予算を
トップダウンで決定
●府省連携による分野横断的な取組を産学官連携で
推進
●基礎研究から実用化・事業化までを見据えて一気
通貫で研究開発を推進

SIPの特徴
●課題ごとにPD（プログラムディレクター）を選定。
●PDは関係省庁の縦割りを打破し、省庁を横断す
る視点からプログラムを推進。このためにＰＤが議
長となり、関係省庁等が参加する推進委員会を設置
●ガバニングボード（構成員：総合科学技術・イノ
ベーション会議有識者議員）を随時開催し、全課題
に対する評価・助言を行う
●プログラム統括を設置し、ガバニングボードの業
務を補佐する

実施体制

SIPが取組む課題の一つがSIP-adus。adusとはAutomated Driving for Universal Servicesの略。自動運転を実用
化し普及拡大していくことにより、交通事故の低減、交通渋滞の削減、交通制約者のモビリティの確保、物流・移
動サービスのドライバー不足の改善・コスト低減等の社会的課題の解決に貢献し、すべての人が質の高い生活を送
ることができる社会の実現を目指しています。

SIP第1期自動走行システム／第2期自動運転（システムとサービスの拡張）

［ S I P - a d u s の 歩 み ］
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HISTORY of  SIP-adus 

2014
STAP細胞論文を発表。のちに捏造発覚／
佐村河内守氏のゴーストライター問題／ロ
シアがクリミア併合／韓国で旅客船「セウ
ォル号」が沈没／群馬の富岡製糸場が世界
遺産に登録／集団的自衛権の行使容認を閣
議決定／広島で豪雨による土砂災害／錦織
圭が全米オープンで準優勝／御嶽山が噴
火。57人死亡6人不明／香港で反政府デモ
／LED開発で日本人3人にノーベル物理学
賞／アメリカとキューバ、国交正常化交渉
の開始で合意

2017
森友学園をめぐる問題が発覚／マ
レーシア空港で金正男氏暗殺／将
棋の藤井聡太四段が29連勝で歴
代最多連勝記録を更新／九州北部
豪雨／国連で核兵器禁止条約採択
／陸上男子100メートルで桐生祥
秀が9秒98の日本記録／座間9人
殺害事件／天皇陛下が退位される
日を2019年4月30日と決定

2016
熊本地震／タックスヘイブンの内部
資料「パナマ文書」が流出／オバマ
大統領が広島訪問／イギリスが国民
投票でEU離脱を決定／相模原の障
害者施設で殺傷事件／天皇陛下、退
位のご意向示唆／リオ五輪で過去最
多の41メダル獲得／トランプ氏が
大統領選で勝利／地球温暖化対策の
パリ協定が発効／安倍首相がオバマ
大統領と真珠湾を慰霊訪問

産
学
官
共
同
で
取
り
組
む
べ
き
共
通
課
題（
協
調
領
域
）の
研
究
開
発
を
推
進

SIPはCross-ministerial Strategic Innovation Promotion Programの略
総合科学技術・イノベーション会議が府省・分野の枠を超えて自ら予算配分して、
基礎研究から出口 （実用化・事業化）までを見据えた取組を推進

写真提供：共同通信社

2
0
1
4
年

11
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

2
0
1
5
年	

10
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

2
0
1
6
年	

6
月	

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
基
盤
企
画
株
式
会
社
設
立

11
月	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
S
I
P
）『
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
』　

第
1
回 

市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
開
催

	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

2
0
1
7
年	

1
月	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）『
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
』　

第
2
回 

市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
開
催

2
月	
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）『
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
』 　

第
3
回 

市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
開
催

3
月	

沖
縄
県
南
城
市
で
の
バ
ス
自
動
運
転
実
証
実
験
開
始

	

「
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
」
の
大
規
模
実
証
実
験
開
始

6
月	

新
石
垣
空
港
～
石
垣
市
中
心
部
の
間
で
の
バ
ス
自
動
運
転
実
証
実
験
開
始

	

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
基
盤
株
式
会
社
に
社
名
変
更
し
事
業
会
社
化

9
月	

道
の
駅
「
に
し
か
た
」
を
拠
点
と
し
た
全
国
初
の
実
証
実
験
を
ス
タ
ー
ト

10
月	

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
実
証
実
験
を
開
始

	

沖
縄
県
宜
野
湾
市
及
び
北
中
城
村
に
お
い
て
バ
ス
自
動
運
転
実
証
実
験
開
始

11
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

	

第
45
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
2
0
1
7
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
環
と
し
て
、「
モ
ビ
リ
テ
ィ
と

都
市
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
を
開
催

2
0
1
8
年

2
月	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）『
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
』 　

市
民
ダ

イ
ア
ロ
グ
開
催

	

Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
「
自
動
運
転
の
あ
る
未
来
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス 
あ
ら
ゆ
る
人
に
移
動

の
自
由
を
」
を
開
催
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写真提供：日刊工業新聞／共同通信イメージズ

内閣府中央合同庁舎で東京臨海部
実証実験の説明会が実施された。
実験参加車両を視察する竹本直一
内閣府特命担当大臣

2018
成人式当日に着物着付け業者が夜逃げ。「はれのひ
事件」／森友問題で決裁文書改竄で証人喚問／史上
初の米朝首脳会談／大阪で震度6弱の地震／長崎と
天草地方の潜伏キリシタン関連遺産が世界遺産登録
／西日本豪雨／オウム真理教の松本智津夫元死刑囚
らの死刑を執行／台風21号で関西国際空港が閉鎖
／北海道胆振東部地震で大規模停電／メルケル首相
が党首辞任を表明／日産のゴーン会長が逮捕

2019
大坂なおみが全豪オープン優勝／競泳の池江璃花
子選手が白血病を公表／イチローが現役引退を発
表／新元号「令和」を発表／ノートルダム大聖堂
で火災／「令和」に改元／トランプ大統領が来日
／吉本興業・闇営業問題が発覚／NBAドラフト
で八村塁が日本人初の1巡目指名／京都アニメー
ション放火殺人事件／全英女子オープンで渋野日
向子が初出場で優勝／首里城で火災

4
月	

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
実
証
実
験
を
開
始

10
月	

Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
あ
な
た
と
考
え
る
自
動
運
転
の
安
心
・
安
全
」

の
開
催

11
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

	

沖
縄
に
お
け
る
バ
ス
自
動
運
転
実
証
実
験
の
事
前
走
行
実
施

12
月	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）『
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
』 　

市
民
ダ

イ
ア
ロ
グ
を
香
川
県
小
豆
島
で
開
催

	

道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」
に
お
い
て
長
期
間
の
実
証
実
験
を
開
始

	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）「
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
」
平
成
30
年

度
『
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
』
の
実
証
調
査
地
域
決
定

2
0
1
9
年

1
月	

自
動
運
転
に
関
す
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
」、「
社
会
経
済
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
」
の
分
野

の
共
同
研
究
計
画
を
選
定
（
自
動
運
転
技
術
の
日
独
共
同
研
究
の
強
化
に
つ
い
て
）

	

日
本
初
の
大
型
路
線
バ
ス
に
よ
る
公
道
実
証
実
験
（
沖
縄
県
）

2
月	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム 

市
民
ダ
イ
ア

ロ
グ
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
開
催

4
月	
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
・
カ
ル
リ
チ
ェ
ク
教
育
研
究
大
臣
に
よ
る
表
敬
に
つ
い
て
（
平
井
卓
也
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
）

5
月	

東
京
臨
海
部
実
証
実
験
の
参
加
者
の
決
定

6
月	

自
動
運
転
の
安
全
性
向
上
に
向
け
た
国
際
共
同
研
究
を
強
化
～
内
閣
府
と
ド
イ
ツ
連
邦
教
育
研

究
省
は
日
独
の
研
究
連
携
を
強
化

8
月	

長
野
県
伊
那
市
に
て
「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
の
開
催

9
月	

日
産
自
動
車
株
式
会
社
“
プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
2
・
0
”
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

マ
ッ
プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
高
精
度
3
次
元
地
図
デ
ー
タ（
H
D
マ
ッ
プ
）

が
初
採
用

10
月	

東
京
臨
海
部
に
お
け
る

	

自
動
運
転
の
実
証
実
験
の
開
始

	

東
京
臨
海
部
実
証
実
験
参
加
車
両
の
視
察
（
竹
本
直
一
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）

11
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催　

竹
本
直
一
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
出
席

	

道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」
で
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
本
格
導
入
へ
ス
タ
ー
ト

	

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
自
動
運
転
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

11



2
0
2
0
年

2
月	

「
K
Y
O
T
O 

楽
M
o
b
i
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
～
K
Y
O
T
O
発
の
交
通
環
境
情

報
の
活
用
に
よ
る
観
光
・
交
通
課
題
の
解
決
に
向
け
て
～　

エ
ン
ト
リ
ー
開
始

6
月	

羽
田
空
港
地
域
に
お
け
る
自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
開
始

11
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催　

井
上
信
治
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
出
席

	

東
京
臨
海
部
実
証
実
験
に
お
け
る
自
動
運
転
バ
ス
の
試
乗
（
井
上
信
治
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）

	

『
K
Y
O
T
O
楽
M
o
b
i
コ
ン
テ
ス
ト
』の
最
優
秀
作
品
が
決
定

2
0
2
1
年

1
月	

群
馬
県
前
橋
市
で
「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
を
開
催

3
月	

「
地
域
自
動
運
転
サ
ミ
ッ
ト
」
及
び

	

「
S
I
P
第
２
期
自
動
運
転 

中
間
成
果
発
表
会
」の
開
催

	

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
自
動
運
転
の
実
証
実
験
の
開
始

	
地
域
自
動
運
転
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
出
席
（
三
ッ
林
裕
巳
内
閣
府
副
大
臣
）

	
福
井
県
永
平
寺
町
で
レ
ベ
ル
3
の
認
可
を
受
け
た
遠
隔
型
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
無
人
自

動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

4
月	

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
支
援
す
る
交
通
環
境
情
報
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
M
D 
c
o
m
m
u
n
e
t
R
」
を
一
般
公
開
開
始

	

自
動
運
転
車
（
レ
ベ
ル
３
）
の
試
乗
等
（
井
上
信
治
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）

	

道
の
駅
「
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
」
で
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
導
入
へ

6
月	

「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

	

～
Y
O
K
O
H
A
M
A
に
お
け
る
安
全
・
快
適
な
移
動
の
実
現
に
向
け
て
～

7
月	

2
0
2
1
年
度
東
京
臨
海
部
実
証
実
験
の
参
加
者
を
決
定

	

地
方
部
に
お
け
る
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
、福
岡
県
み
や
ま
市
で
本
格
導
入
へ

	

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
視
野
障
害
と
自
動
運
転
の
交
叉
点
」
を
開
催

9
月	

S
I
P
─
a
d
u
s
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
運
転
免
許
と
視
野
障
害
～
有
病
者
の
運
転
と
就
労
を
考
え

る
」
開
催

	

高
畠
町
に
お
け
る
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
長
期
実
証
実
験
を
開
始

2021
トランプ支持者が連邦議会に突入／バイデン大統領が就任
／田中将大が楽天と契約。日本球界に復帰／大型コンテナ
船がスエズ運河で座礁／競泳日本選手権で池江璃花子が
優勝／松山英樹がアジア人初のマスターズ優勝／熱海で
土砂災害／東京2020オリンピックが開幕／東京2020パ
ラリンピックが開幕／アフガニスタンからアメリカ軍が撤
退／大谷翔平が最終戦で本塁打、シーズン100打点達成／
ZOZO創業者の前澤友作が日本人で初めて民間人宇宙飛行
士として国際宇宙ステーションに滞在／ドイツのメルケル
首相が退任／大阪北新地のビルで放火殺人事件

HISTORY of  SIP-adus 

第1回KYOTO楽Mobiコンテス
トで、ポストコロナにおける新
たな観光・交通の課題の探索と、
その解決に向けたデータ活用の
在り方について議論

道の駅奥永源寺渓流の里（滋
賀県東近江市）は、閉校した
旧政所(まんどころ）中学校
の校舎を再利用し2015年10
月10日にオープン

写真提供：TNS via ZUMA Wire／共同通信イメージズ

2020
イギリスがEUを離脱／新型コロナウィルス
流行で東京五輪の1年延期を決定／新型コロ
ナ感染で志村けん死去／新型コロナで緊急事
態宣言／「あおり運転」を取り締まる妨害運
転罪が施行／レジ袋有料化スタート／安倍首
相が持病の悪化で退陣／劇場版『鬼滅の刃』
が公開／大阪都構想が住民投票で否決／野口
聡一搭乗のアメリカ民間宇宙船打ち上げ／小
惑星探査機「はやぶさ2」のカプセルが帰還

12



10
月	

道
の
駅
「
赤
来
高
原
」（
島
根
県
飯
南
町
）
で
本
格
導
入
へ

11
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

	

S
I
P
自
動
運
転 

東
京
臨
海
部
で
、

	

2
0
2
1
年
度
の
自
動
運
転
実
証
実
験
を
開
始

	

ホ
ン
ダ
が
自
動
運
転
レ
ベ
ル
３
型
式
指
定
を

	

国
土
交
通
省
か
ら
取
得

2
0
2
2
年

1
月	

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
視
野
障
害
と
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム 

～
技
術
の
現
在
地
と
未
来
～
」
開
催

4
月	

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
を
開
催

5
月	

第
1
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

7
月	

第
2
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

	

第
3
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

9
月	

第
4
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

	
D
I
V
P 

® 

事
業
化
お
よ
び
会
社
設
立 

10
月	

S
I
P
─
a
d
u
s 

w
o
r
k
s
h
o
p
開
催

	

広
島
県
庄
原
市
で
「
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
」
を
開
催

	

第
5
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

11
月	

第
6
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

12
月	

第
7
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
配
信

	

「
第
2
回
K
Y
O
T
O
楽
M
o
b
i
コ
ン
テ
ス
ト
」
最
終
選
考
会
・
表
彰
式
を
開
催

	

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
に
向
け
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ー
タ
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
同
時
開
催

　

	

S
I
P
自
動
運
転
で
の
東
京
臨
海
部
実
証
実
験
終
了

2
0
2
3
年	

1
月	

第
8
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
開
催

2
月	

第
9
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
開
催

	

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社
に
社
名
変
更

3
月	

S
I
P
第
2
期
自
動
運
転 

最
終
成
果
発
表
会 

	

「
S
I
P
自
動
運
転
の
成
果
と
そ
の
先
へ
！
」
成
果
展
示
会
＆
自
動
運
転
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

	

第
10
回
自
動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
開
催

2022
トンガで海底火山が噴火／ロシアがウクライナ
侵攻／アカデミー賞でウィル・スミスが平手打
ち／知床半島沖で観光船が遭難／安倍元首相が
応援演説中に銃撃受け死亡／世界陸上100mで
サニブラウンが決勝進出／大谷翔平がベーブ・
ルース以来のシーズン2桁勝利・2桁本塁打／
エリザベス女王が死去／韓国で雑踏事故／サッ
カー・ワールドW杯カタール大会でスペインに
逆転勝利し決勝トーナメント進出

2022年12月23日をもってSIP第2期としての東京
臨海部での実証実験を終了

世界初の自動運転レベル3搭載車
として発売されたホンダ・レジェ
ン ド。「AUTOMATED DRIVE」
のステッカーがレベル3の証

写真提供：共同通信社
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#01

［LEVEL0〜5］自動運転レベルの内容と搭載車種
自動運転の進化の道筋としてレベルが設定されています。

具体的にはレベル0からレベル5までで、レベル2については2段階に分かれているので、合計7つのレベルとなります。
その内容と主な搭載車種をまとめてみました

自動運転技術に関しては、国土交通省が自動運転レベルを、レベル0からレベル5までの6段階に区分
している。現在、自動運転レベル3の「条件付自動運転車（限定領域）」まで実用化が進んでいる。また、
自動車メーカーの中には、自動運転レベル4の「自動運転車（限定領域）」を実現しているところもあり、
限定的に実際に人を乗せて運用した実績があるが、車両としては認可に至っていない

LEVEL 0
運転自動化なし【自動運転する技術が何もない状態】

LEVEL 1
運転支援車【アクセル・ブレーキ操作またはハンドル操作のどちらかが、部分的に自動化された状態】

システムがアクセル・ブレーキ操作またはハンドル操作のどちらかを部分的に行う。衝突被害軽減ブレーキや設定した
車間距離を保ちながら加減速ができるアダプティブクルーズコントロール（車間距離制御装置）など、アクセル・ブレ
ーキ操作の支援、または車線中央付近の走行を維持する車線維持支援機能のようにハンドル操作を支援する。衝突被害
軽減ブレーキの新型車への搭載義務化が始まっており、ほぼすべての新型車に搭載されている。

LEVEL 2
運転支援車【アクセル・ブレーキ操作およびハンドル操作の両方が、部分的に自動化された状態】

システムがアクセル・ブレーキ操作またはハンドル操作の両方を部分的に行う。レベル1の技術を組み合わせてアクセ
ル・ブレーキ操作とハンドル操作の両方を支援する。レベル2までは、ドライバーは常にハンドルを握っている必要が
あり、運転の責任はすべてドライバーが負うため、「自動運転車」ではなく「運転支援車」と呼ばれる。オートパイロ
ットやセルフドライビングといった名称で各社が独自に展開し、一定の条件下では手放し可能としているため「自動運
転」と誤解される部分もある。

  LEVEL 2+
ハンズオフ機能付き

レベル2の運転支援技術が高度化すればハンズオフ運転が可能となり、それをさらに進化させればレベル3となる。ハンズ
オフ機能はレベル2に含まれるが、ハンズオフ機能付きの車両は、従来のレベル2と区別して「レベル2+」「レベル2.5」
と呼ばれることもある。

【主な車両】●トヨタ アドバンストドライブ　搭載車両→レクサスLS、トヨタ　ミライ、トヨタ　ノア／ヴォクシー　●日産プロパイロッ
ト2.0　搭載車両→アリア、セレナ　●スバル　アイサイトX　搭載車両→レガシィアウトバック、レヴォーグ　●BMW　ハンズオフ機
能付き渋滞運転支援機能　搭載車両→3シリーズ、4シリーズ、5シリーズ、6シリーズ、7シリーズ、8シリーズ、X5、X6、X7

LEVEL 3
条件付自動運転車（限定領域）

【特定の走行環境条件を満たす限定された領域において、自動運行装置が運転操作の全部を代替する状態】

決められた条件下で、全ての運転操作をシステムが行う。高速道路など限定された条件下においては自動運転システムによ
る自動運転が行われる。ただし運転自動化システム作動中もドライバーはいつでも運転に戻れなければならない。2021年
3月にホンダが、世界で初めてレベル3の自動運転車として初めて国土交通省から認可を受けた。

【主な車両】●ホンダ　ホンダセンシング　エリート　搭載車両→レジェンド　●メルセデス・ベンツ　ドライブ パイロット  搭載車両
→Sクラス、EQS（オプション設定）

LEVEL 4
自動運転車（限定領域） 

【特定の走行環境条件を満たす限定された領域において、自動運行装置が運転操作の全部を代替する状態】

敷地内や専用道路など限定された領域での決められた条件下で、全ての運転操作を自動化。ドライバーの介在が必要なく、
システムによる自律的な自動運転が可能になり、ドライバーは運転に戻る必要がない。あらかじめ定められた経路を運行す
る場合では、レベル3よりもむしろ現実的であるとも言われる。

LEVEL 5
完全自動運転車　条件なく、全ての運転操作を自動化 

【自動運行装置が運転操作の全部を代替する状態】

ドライバーによる運転操作が不要で、ハンドル・ブレーキペダル・アクセルペダルも不要となる。

SIP-adus  COLUMN
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TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P 自 動 運 転 へ の 思 い

清
水
和
夫
が
聞
く

PART.1

久
間
和
生

田
沼
知
行

吉
田
健
一
郎

久
保
田
秀
暢
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三
菱
電
機
の
副
社
長
か
ら

内
閣
府
へ
と
転
身
し
、
奔
走

─
─
久
間
先
生
は
、
内
閣
府
の
「
総
合

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議

（
C
S
T
I
）」
の
常
勤
議
員
と
し
て
、

S
I
P
の
制
度
設
計
に
携
わ
っ
た
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

久
間　

2
0
1
2
年
3
月
ま
で
三
菱
電

機
の
副
社
長
を
務
め
た
後
、
内
閣
府
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
2
0
1
3

年
3
月
か
ら
2
0
1
8
年
2
月
ま
で

「
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
（
C
S
T
I
）」
の
常
勤
議
員
を

務
め
ま
し
た
。
C
S
T
I
で
は
「
戦
略

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
S
I
P
）」
と
「
革
新
的
研
究
開
発
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I
m
P
A
C
T
）」

と
い
う
2
つ
の
新
た
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
制
度
設
計
に
携
わ
り
、
こ
れ
ら

の
ガ
バ
ニ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
座
長
と
し
て

推
進
し
ま
し
た
。

　

私
は
か
ね
て
よ
り
、
日
本
に
お
け
る

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は

私
自
身
が
、
三
菱
電
機
で
基
礎
研
究
者

と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、「
人

工
網
膜
L
S
I
」
と
命
名
し
た
人
間

の
目
を
模
倣
し
た
半
導
体
デ
バ
イ
ス

を
提
唱
・
開
発
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
出
し
た
か
ら
で
す
。
人
工
網
膜

L
S
I
は
半
導
体
C
M
O
S
技
術
を
用

い
た
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
で
、
世
界
で
初

め
て
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
や
携
帯
電
話
な
ど

の
モ
バ
イ
ル
機
器
に
搭
載
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
9
8
年
の
こ
と
で
す
。
今
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
世
界
中
の
人
々
が

モ
バ
イ
ル
カ
メ
ラ
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
我
々
の
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
へ
の

搭
載
が
、
そ
の
突
破
口
な
の
で
す
。
私

は
、
人
工
網
膜
L
S
I
の
開
発
と
実
用

化
を
通
し
て
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
創
出
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

く
認
識
し
ま
し
た
。

　

人
工
網
膜
L
S
I
の
事
業
化
を
推
進

し
た
の
ち
は
、
先
端
技
術
総
合
研
究
所

久
間
和
生

日
本
か
ら

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

巻
き
起
こ
す

国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
（
農
研
機
構
）
理
事
長

TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P 自 動 運 転 へ の 思 い
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所
長
や
、
常
務
執
行
役
開
発
本
部
長
、

副
社
長
な
ど
、
研
究
開
発
を
中
心
に
三

菱
電
機
の
経
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
山
積
す
る
課
題
解
決
の
た
め

に
は
、
新
産
業
創
出
や
社
会
変
革
に
繋

が
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
を
、
続
々
と
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
C
S
T
I
で
は
、
当

時
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
意
識
が
共
有
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

─
─
2
0
1
3
年
当
時
、
C
S
T
I
で

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

久
間　

一
言
で
い
う
と
、「
日
本
か
ら

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
研
究
開
発
力
を
強

化
し
、
人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
日
本
に
は
多
く
の
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
成
果
が

効
率
的
に
産
業
界
や
社
会
で
実
用
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
省
庁
が
縦
割

り
で
府
省
庁
連
携
や
産
学
官
連
携
が
不

十
分
な
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
な
い
限

り
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
創

出
で
き
な
い
。だ
か
ら
こ
そ「
C
S
T
I

が
真
の
司
令
塔
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
共
通
認
識
が
で
き
た
の

で
す
。

産
業
界
か
ら
も
名
だ
た
る
メ
ン
バ
ー

が
続
々
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

久
間　

日
本
全
体
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
内

閣
府
C
S
T
I
の
役
割
で
す
。
定
期
的

ク
ト
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
S
I
P
）」
と

「
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
I
m
P
A
C
T
）」
で
す
。

「
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

─
─
S
I
P
と
I
m
P
A
C
T
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

久
間　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
二
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
今

あ
る
製
品
の
性
能
向
上
や
コ
ス
ト
削

減
を
着
実
に
推
進
す
る
「
持
続
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
も
う
一
つ

は
、e
¦
m
a
i
l
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、L
E
D
照
明
な
ど
、パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
を
起
こ
し
、
こ
れ
ま
で
と

全
く
異
な
る
新
た
な
製
品
を
創
出
す

る
「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で

す
。
S
I
P
の
主
な
目
的
は
、
日
本
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
産
業
を
継
続
的

に
強
化
す
る
「
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
の
創
出
で
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
I
m
P
A
C
T
は
失
敗
す
る
リ
ス

ク
は
あ
る
も
の
の
、
成
功
す
れ
ば
大
き

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
も
た
ら
す

「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
創
出

で
す
。
S
I
P
と
I
m
P
A
C
T
と
い

う
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
持
続
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
創
出
モ
デ
ル
を
作
り
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
出
し
て
、
産
業
競
争
力
強
化
と

に
開
催
さ
れ
た
安
倍
総
理
を
座
長
と
す

る
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
に
は
、
麻
生
副
総
理
、
菅
官
房
長

官
、
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
、
文
部

科
学
大
臣
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、
総
務
大
臣
な
ど
の
関
係

閣
僚
が
委
員
と
し
て
出
席
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
安
倍
総
理
は
C
S
T
I
へ
の
理

解
が
深
く
、
我
々
の
計
画
を
熱
心
に
聴

い
て
、
常
に
「
し
っ
か
り
と
推
進
し
て

く
だ
さ
い
」
と
背
中
を
強
く
押
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣

は
、
現
在
の
群
馬
県
知
事
の
山
本
一
太

氏
で
し
た
。
山
本
大
臣
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、
C
S
T
I
議
員

に
は
私
の
ほ
か
に
、
常
勤
議
員
と
し
て

原
山
優
子
氏
（
現
東
北
大
学
名
誉
教

授
）
や
、
非
常
勤
議
員
と
し
て
橋
本
和

仁
氏
（
現
科
学
技
術
振
興
機
構
理
事

長
）、
内
山
田
竹
志
氏
（
現
ト
ヨ
タ
会

長
）、
中
鉢
良
治
氏
（
元
ソ
ニ
ー
社
長
）

な
ど
、
学
術
界
・
産
業
界
を
代
表
す
る

メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

倉
持
隆
雄
統
括
官
（
現
C
R
D
S
副
セ

ン
タ
ー
長
）、
山
岸
秀
之
審
議
官
（
現

旭
化
成
専
務
執
行
役
）
な
ど
、
優
秀
な

担
当
官
も
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
経
団
連
や
産
業
競
争
力
懇
談
会

（
C
O
C
N
）
な
ど
産
業
界
の
全
面
的

な
協
力
も
あ
り
、
C
S
T
I
で
の
議
論

は
ど
ん
ど
ん
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

た
だ
、
最
大
の
課
題
は
C
S
T
I
の
主

張
を
各
省
庁
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
突
破
口
と
し

て
、
C
S
T
I
自
ら
が
予
算
を
持
ち
、

C
S
T
I
な
ら
で
は
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

財
政
健
全
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
未

来
へ
の
投
資
を
行
う
。
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
経
済
安
全

保
障
や
食
料
安
全
保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
し
、
持
続
可
能
で
安
全
安
心

な
国
民
生
活
の
実
現
を
目
指
す
の
で
す
。

S
D
G
s
や
S
o
c
i
e
t
y
5
・
0

の
実
現
に
も
繋
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

─
─
S
I
P
と
I
m
P
A
C
T
は
同
じ

枠
組
み
で
、
常
に
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
か
。

久
間　

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

を
目
的
と
し
た
I
m
P
A
C
T
は
、
失

敗
を
恐
れ
ず
意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
16
課
題
を
採
択

し
ま
し
た
。
一
方
、
S
I
P
は
持
続
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目
的
と
し

て
、
日
本
の
経
済
成
長
や
社
会
課
題
の

解
決
に
不
可
欠
な
11
課
題
を
選
び
ま
し

た
。
S
I
P
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
（
P
D
）
や
C
S
T
I
の
担
当
官

の
皆
さ
ん
に
は
「
S
I
P
は
11
課
題
の

全
て
を
成
功
さ
せ
る
（
11
勝
0
敗
を
目

指
す
）」
と
宣
言
し
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
リ
ソ
ー
ス
投

入
を
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
偏
重

す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
く
、
適
切

な
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。
日
本
国
と

し
て
も
企
業
と
し
て
も
、「
ヒ
ッ
ト
を

打
ち
続
け
る
」
と
い
う
意
味
で
の
持
続

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
比
率
を
高
く

す
る
べ
き
な
の
で
す
。
例
え
ば
民
間
企

業
は
9
割
以
上
を
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
投
入
す
べ
き
で
す
。
特
に
経
営

状
態
が
芳
し
く
な
い
企
業
が
破
壊
的
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
志
向
す
る
の
は
リ
ス
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ク
が
大
き
す
ぎ
る
。
逆
に
、
大
学
や
国

立
研
究
所
は
リ
ス
ク
を
取
れ
ま
す
か
ら
、

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
比
率
を
高

め
る
べ
き
で
す
。

「
S
I
P
は
、
C
S
T
I
が
司
令
塔
機

能
を
発
揮
し
、
府
省
庁
連
携
・
産
学
官

連
携
で
基
礎
か
ら
実
用
化
ま
で
一
気

通
貫
す
る
研
究
開
発
モ
デ
ル
」
で
す
。

C
S
T
I
が
設
定
し
た
11
課
題
に
対
し

て
、
優
れ
た
提
案
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

で
き
る
人
材
を
P
D
と
し
て
選
出
し
ま

し
た
。

　

P
D
の
責
任
は
大
き
く
、
産
業
界
の

競
合
各
社
や
、
学
術
界
の
先
生
方
を
束

ね
て
い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
産

業
界
か
ら
は
、
当
該
分
野
で
高
い
技
術

力
と
事
業
実
績
に
加
え
、
例
え
ば
自
動

車
分
野
な
ら
ト
ヨ
タ
、
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ら
三
菱
電
機
な
ど
、
そ

の
分
野
で
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
競
う

会
社
で
現
役
の
役
員
ク
ラ
ス
の
人
材
を

選
び
ま
し
た
。
学
術
界
か
ら
も
、
研
究

実
績
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
加
え
、
特

に
事
業
化
に
意
欲
が
あ
る
人
材
を
選
び

ま
し
た
。
結
果
的
に
S
I
P
第
１
期
の

P
D
は
「
産
業
界
か
ら
5
名
、
学
術
界

か
ら
か
ら
6
名
」
と
な
り
ま
し
た
。
実

に
半
数
を
、
産
業
界
出
身
者
が
占
め
て

い
た
の
で
す
。

今
、
振
り
返
っ
て
感
じ
ら
れ
る

初
代
Ｐ
Ｄ
、
渡
邉
氏
の
大
き
な
功
績

─
─
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
１
期
「
自
動
走
行
シ
ス

テ
ム
」
の
P
D
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

顧
問
だ
っ
た
渡
邉
浩
之
氏
で
し
た
。

久
間　

渡
邉
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
社
会
を
変
え
よ
う
と
す
る
熱
意
に
強

烈
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
し
、
今
で
も

尊
敬
し
て
い
ま
す
。
知
り
合
っ
た
の

は
2
0
0
6
年
、
産
業
競
争
力
懇
談

会
（
C
O
C
N
）
の
実
行
委
員
だ
っ
た

と
き
の
こ
と
で
す
。
当
時
、
ト
ヨ
タ
の

役
員
か
つ
技
監
と
し
て
、
ま
さ
に
世
界

で
「
ミ
ス
タ
ー
自
動
走
行
」
と
い
う
名

で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
は
ト

ヨ
タ
の
た
め
な
ど
と
は
、
一
言
も
お
っ

し
ゃ
ら
な
い
。「
日
本
か
ら
自
動
車
に

よ
る
死
亡
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
が

目
標
だ
」
と
、
常
に
社
会
の
安
全
を
第

一
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
が

P
D
を
務
め
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
全

自
動
車
メ
ー
カ
や
電
装
品
メ
ー
カ
、
地

図
メ
ー
カ
な
ど
が
S
I
P
に
参
画
し
た

と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

渡
邉
さ
ん
が
考
案
し
た「
協
調
領
域
」

と
「
競
争
領
域
」
の
切
り
分
け
も
見
事

で
し
た
。「
協
調
領
域
」
と
は
、
例
え

ば
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
や
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
な
ど
、
車
ご
と
に
変
わ
っ
て
は

い
け
な
い
共
通
分
野
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
対
し
「
競
争
領
域
」
は
、
例
え
ば

搭
載
カ
メ
ラ
で
外
部
を
認
識
判
断
す
る

技
術
、
そ
れ
か
ら
操
作
性
、
カ
メ
ラ
情

報
と
地
図
情
報
の
自
動
運
転
へ
の
利
用

法
な
ど
、
各
社
が
独
自
の
戦
略
と
技
術

開
発
を
行
う
部
分
で
す
。
こ
の
棲
み
分

け
を
渡
邉
さ
ん
が
決
め
て
、
2
代
目

P
D
と
な
る
葛
巻
清
吾
さ
ん
が
具
体
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
渡
邉
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
途
中
で
病
に
倒
れ
ら
れ
ま
し

た
。
入
院
中
の
病
院
か
ら
、
2
か
月

に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
た
S
I
P
｜

a
d
u
s
の
戦
略
会
議
に
出
席
さ
れ
た

と
き
の
こ
と
を
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
渡
邉
さ
ん
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

大
き
な
図
を
描
き
、「
渡
邉
さ
ん
の
考

え
る
自
動
走
行
の
構
想
」
を
レ
ク
チ
ャ

ー
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
議
員
と
し
て
出

席
し
て
お
り
、
会
議
終
了
後
に
渡
邉
さ

ん
を
お
見
送
り
し
ま
し
た
。
内
閣
府
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
で
「
久
間
さ
ん
、
後

の
事
は
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。「
私
の
後
任
は
葛
巻
に
任

せ
て
ほ
し
い
。
彼
は
、
私
の
考
え
や
自

動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
あ
る
べ
き
姿
を
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
」
と
も
。
そ

し
て
、
し
っ
か
り
と
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
。
構
想
力
も
技
術
力
も
熱
意
も
、

そ
し
て
人
望
も
兼
ね
備
え
た
方
で
し
た
。

私
も
渡
邉
さ
ん
の
後
任
は
葛
巻
さ
ん
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
初
代
の
渡
邉
さ
ん
、

２
代
目
の
葛
巻
さ
ん
の
力
で
、
日
本
の

自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
立
ち
上
げ
が
で

き
た
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
渡
邉
さ
ん
は
余
人
を
以
っ
て
代
え

が
た
い
方
で
す
ね
。
私
も
、
彼
に
「
フ

ラ
ン
ス
革
命
を
起
こ
せ
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。「
自
動
車
メ
ー
カ
の
た
め
で
は
な

く
、
市
民
の
た
め
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
作

る
の
だ
」
と
。

ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
進
む

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
お
か
げ
で
産
学
官
が
一
体

久
間　

S
I
P
で
は
「
真
の
府
省
庁
連

携
・
産
学
官
連
携
」
を
追
求
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
か
つ
て
の
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比
べ
て
圧
倒
的
に

府
省
庁
連
携
と
産
学
官
が
一
体
に
な

っ
た
」
と
思
い
ま
す
。
産
学
官
連
携

は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体

連
合
会
の
協
力
に
よ
り
、
産
業
界
が

本
格
的
に
参
画
し
た
こ
と
が
大
き
か

っ
た
。
学
術
界
だ
け
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
行
し
、
研
究
成
果
を
産
業
界
が
引

き
取
る
の
で
は
遅
い
の
で
す
。
両
者
が

対
等
な
立
場
で
、
一
緒
に
取
り
組
ん
だ

か
ら
こ
そ
「
基
礎
研
究
か
ら
実
用
化

ま
で
一
気
通
貫
で
行
う
」
と
い
う
独
自

の
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
重
要
課
題
に
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
戦
略
実
現
へ
の
貢
献
と
、

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
実
現
へ
の
突

破
口
を
開
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
C
S
T
I
の
議
員
、
統
括
官
、

審
議
官
の
真
剣
な
対
応
と
、
学
術
界
・

産
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
有
能
な
P
D
の

存
在
が
、
S
I
P
の
推
進
力
と
な
り
ま

し
た
。
P
D
の
皆
さ
ん
に
は
、
出
口
戦

略
が
明
確
で
具
体
的
な
K
P
I
を
入
れ

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
S
I
P
の
参
加
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
責
任
を
も
っ
て
果
た
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
初
策
定
の
計
画
書
が
全
て
で

は
な
く
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
出
す
べ
く
開
発
項
目
、
参
加
者
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
柔
軟
に
変
更
で

き
る
管
理
体
制
も
成
功
要
因
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
公
平
な
評
価
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

て
、
そ
の
評
価
結
果
を
翌
年
の
予
算
に

反
映
す
る
仕
組
み
も
プ
ラ
ス
に
働
い
た

と
思
い
ま
す
。

TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P 自 動 運 転 へ の 思 い
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さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
感
で

実
用
化
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

─
─
「
府
省
庁
連
携
で
出
口
戦
略
を
明

確
に
す
る
」
と
い
う
S
I
P
の
仕
組
み

で
す
が
、
日
本
は
米
国
と
比
べ
て
、
ま

だ
ま
だ
ス
ピ
ー
ド
感
が
足
り
な
い
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

久
間　

S
I
P
第
１
期
は
、
か
な
り
の

ス
ピ
ー
ド
で
や
っ
た
つ
も
り
で
す
。
全

般
的
に
は
期
待
ど
お
り
の
実
用
成
果

が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
実
用
化
の
詰

め
が
少
し
甘
い
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

S
I
P
¦
a
d
u
s
に
関
し
て
は
、
充

分
な
実
用
成
果
と
高
い
技
術
成
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
本
格
的
無
人
運

転
と
そ
の
普
及
に
向
け
て
は
、
更
な
る

安
全
性
の
検
証
と
規
則
改
革
、
社
会
的

受
容
性
の
醸
成
が
必
要
で
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
連
携
の
強
化
も
必
要
で
し
ょ
う
。

─
─
先
生
は
2
0
1
3
年
か
ら
10
年
間
、

C
S
T
I
と
農
研
機
構
で
科
学
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
人
々
の
意
識
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。

久
間　

産
学
官
と
も
意
識
は
か
な
り
変

わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
20
～

30
年
間
で
、
日
本
の
産
業
競
争
力
も
研

究
開
発
力
も
大
き
く
低
下
し
て
い
ま

す
。
今
や
、
日
本
が
復
活
で
き
る
か
ど

う
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
科
学
技
術
の
重
要
性
も
認
識
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
産
学
官
が
こ
の
危
機
的

状
況
を
認
識
し
、
多
く
の
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
産
業
界
や
社
会
で
の
実
用

化
が
必
須
と
い
う
意
識
も
高
ま
り
ま
し

た
。
S
I
P
第
１
期
は
5
年
間
で
基
礎

か
ら
実
用
化
ま
で
の
一
気
通
貫
を
目
標
、

少
な
く
と
も
実
用
化
の
目
途
を
立
て
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
が
、
S
I
P
以

外
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
実
用

化
時
期
を
明
確
に
し
て
、
出
口
重
視
の

研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
い
う
考
え
方

は
、
か
な
り
浸
透
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
5
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
10
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後
に
実
用
化
と
い
う
目
標
を
設
定
す

る
こ
と
で
、
研
究
者
の
緊
張
感
を
持
続

で
き
る
し
開
発
効
率
も
高
ま
る
の
で
す
。

─
─
最
終
的
に
は
、
S
I
P
の
よ
う
な

枠
組
み
が
な
く
と
も
、
各
省
庁
が
自
律

的
に
横
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

久
間　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
例

え
ば
、
経
済
産
業
省
が
手
を
挙
げ
た
ら
、

他
省
庁
が
連
携
し
て
資
金
を
持
ち
寄
っ

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
し
か

し
日
本
の
場
合
、
組
織
が
出
来
る
と
縦

割
り
に
な
っ
て
し
ま
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
既
存
の
縦
割
り
組
織
を
崩
す
の
は
、

非
常
に
難
し
い
。
組
織
を
解
体
し
て
ゼ

ロ
か
ら
作
り
直
す
の
も
難
し
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
内
閣
府
C
S
T
I
の
存
在
価

値
が
あ
る
の
で
す
。
強
い
司
令
塔
機
能

を
発
揮
し
て
、
日
本
再
生
の
た
め
の
科

学
技
術
政
策
を
策
定
し
、
産
学
官
連
携
、

府
省
庁
連
携
で
C
S
T
I
独
自
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
の
で
す
。
こ
の

仕
組
み
を
作
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
改
良
し
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

2013年3月から2018年2月まで「総合科学技術・イノベーショ
ン会議」常勤議員として、科学技術・イノベーション政策の企画
立案及び総合調整に従事し、国家プロジェクトSIP、ImPACTの
創設と推進、Society5.0のコンセプト構築等に貢献
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内
閣
府
の
企
画
官
と
し
て

S
I
P
の
創
成
期
に
関
わ
る

─
─
S
I
P
第
1
期
の
創
成
期
の
お
話

を
、
当
時
内
閣
府
の
企
画
官
だ
っ
た
田

沼
知
行
氏
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
沼
さ
ん
は
総
務
省
か
ら
内
閣
府
に
出

向
さ
れ
、
S
I
P
初
期
の
取
り
ま
と
め

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

田
沼　

私
は
2
0
1
3
年
の
夏
に
内
閣

府
で
働
く
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら

15
年
夏
ま
で
約
2
年
間
、
S
I
P
に

関
わ
り
ま
し
た
。
当
初
は
10
課
題
あ

り
、
そ
の
課
題
ご
と
に
担
当
す
る
企
画

官
や
参
事
官
な
ど
の
ポ
ス
ト
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
は

S
I
P
¦
a
d
u
s
と
も
う
一
つ
、
海

洋
資
源
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。

─
─
内
閣
府
に
移
る
前
は
、
ど
の
よ
う

な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

田
沼　

内
閣
府
の
前
は
、
総
務
省
の
移

動
通
信
課
と
い
う
と
こ
ろ
で
携
帯
電
話

が
使
う
電
波
の
確
保
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
、
総
務
省
の

担
当
者
と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（Intelligent 

T
ransport System

s

：
高
度
道
路
交

通
シ
ス
テ
ム
）
の
分
野
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
２
０
０
１
年

の
省
庁
再
編
前
で
い
う
5
省
庁
、
省
庁

再
編
後
は
建
設
省
と
運
輸
省
が
く
っ
つ

い
た
4
省
庁
（
国
家
公
安
委
員
会
［
警

察
］・
国
土
交
通
省
（
以
下
、
国
交
省
）・

経
済
産
業
省
・
総
務
省
）
が
集
ま
っ
て
、

Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
会
合
が
開
か
れ
て
い
た
の

で
す
。

TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P 自 動 運 転 へ の 思 い

田
沼
知
行
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Ｄ
と
一
歩
一
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に
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と
の
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携

国
立
研
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開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
N
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バ
ー
セ
キ
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管
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キ
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I
T
S
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

５
省
庁
間
の
連
携

─
─
I
T
S
の
名
の
も
と
に
、
府
省
連

携
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

田
沼　

そ
う
で
す
。
I
T
S
そ
の
も
の

は
1
9
9
3
年
か
ら
、
省
庁
再
編
前
の

5
省
庁
が
連
携
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

た
だ
連
携
と
は
い
っ
て
も
、
省
庁
再
編

前
は
各
省
の
独
立
性
が
高
く
、
な
か
な

か
物
事
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
2
0
0
1
年
1
月
に
省
庁
再
編
が
行

わ
れ
、
新
し
く
内
閣
官
房
が
発
足
。
内

閣
官
房
が
全
体
を
束
ね
る
役
割
を
担
う

よ
う
に
な
り
、
政
府
が
I
T
S
も
含
め

た
交
通
シ
ス
テ
ム
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
、
そ
う
い
っ
た
政
策
を
内
閣

官
房
が
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
る
形

で
、
毎
年
の
よ
う
に
計
画
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
で
き
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
内
閣

府
が
２
０
１
４
年
に
Ｓ
Ｉ
Ｐ
を
立
ち
上

げ
た
の
で
す
。
一
つ
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
内
閣
府
が
予
算
を
持
っ
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
点
。
そ
こ
で 

関
係
省
庁
の「
真

剣
度
」
が
上
が
っ
た
と
い
う
と
語
弊
が

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
予
算
で
こ

う
い
う
こ
と
や
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
歩
踏
み

出
し
た
形
で
各
省
庁
が
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
、
S
I
P
の
ひ
と
つ
大
き

な
役
割
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─
─
省
庁
再
編
と
い
う
大
き
な
政
府
組

織
の
変
化
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
あ
る
意

味
、
必
然
的
に
S
I
P
が
創
出
さ
れ
た
。

田
沼　

そ
う
い
う
目
で
見
る
と
、
Ｉ
Ｔ

Ｓ
で
の
5
省
庁
連
携
が
始
ま
っ
た
の
が

1
9
9
3
年
。
省
庁
再
編
が
2
0
0
1

年
に
行
わ
れ
、
S
I
P
が
2
0
1
4
年

に
始
ま
っ
た
の
で
、
だ
い
た
い
10
年
ぐ

ら
い
の
ス
パ
ン
で
少
し
ず
つ
、
政
府
と

し
て
の
新
た
な
取
組
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
見
る
と
牛
の
歩
み

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
府
省
連
携
へ
向

け
て
本
当
に
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
進

ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

S
I
P
誕
生
の
背
景
に
は

内
閣
府
の
機
能
強
化
の
一
面
も

─
─
そ
れ
で
田
沼
さ
ん
は
、
総
務
省
か

ら
内
閣
府
に
出
向
さ
れ
、
S
I
P
の
初

代
の
取
り
ま
と
め
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
ね
。

田
沼　

S
I
P
が
立
ち
上
が
っ
た
背
景

に
は
、
省
庁
再
編
以
降
も
、
各
省
庁
が

バ
ラ
バ
ラ
で
連
携
が
取
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
内
閣
府
が
政
府

全
体
を
取
り
ま
と
め
る
役
割
は
担
っ
て

い
た
も
の
の
、
ま
だ
機
能
的
に
は
弱
か

っ
た
。
そ
こ
で
内
閣
府
の
機
能
を
強
化

す
る
一
環
と
し
て
、
S
I
P
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
大
き
な
流

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
は
科
学
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
分
野
ご
と
に
本
部
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
部
間
で
連
携

が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
背
景
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
の
中
で
も
司

令
塔
連
携
会
議
な
ど
が
立
ち
上
が
り
、 

政
府
と
し
て
の
一
体
感
や
、
科
学
技
術

の
分
野
を
ま
た
ぐ
よ
う
な
連
携
、
さ
ら

に
は
政
策
と
科
学
技
術
の
連
携
も
強
化

し
て
い
か
な
い
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

生
ま
れ
な
い
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
、

S
I
P
と
い
う
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

で
き
た
ん
で
す
ね
。

Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
か
ら
続
く

渡
邉
初
代
P
Ｄ
と
の
関
わ
り

─
─
そ
れ
で
2
0
1
4
年
に
S
I
P
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
私
に
は
渡
邉
浩

之
初
代
P
D
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
か
ら
、
2
0
1
4
年
の
3
月
ご

ろ
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
S
I
P
が

正
式
に
立
ち
上
が
る
数
か
月
前
の
こ
と

で
す
。
田
沼
さ
ん
と
渡
邉
さ
ん
と
の
繋

が
り
は
ど
う
で
し
た
か
？

田
沼　

渡
邉
P
D
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
の
会
長
を
ず
っ
と
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｓ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の

活
動
に
は
、
私
も
総
務
省
の
立
場
か
ら

関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

─
─
I
T
S 

J
A
P
A
N
は
、
ト
ヨ

タ
名
誉
会
長
の
豊
田
章
一
郞
さ
ん
を
中

心
に
立
ち
上
が
っ
た
組
織
だ
と
聞
い
て

い
ま
す
。
初
代
会
長
は
豊
田
章
一
郎
さ

ん
で
、
そ
の
次
の
会
長
が
当
時
ト
ヨ
タ

の
技
術
部
専
務
、
後
に
技
監
と
な
ら

れ
る
渡
邉
浩
之
さ
ん
。
こ
の
I
T
S 

J
A
P
A
N
は
業
界
横
断
的
な
組
織
な

の
で
、
自
動
走
行
を
議
論
す
る
に
は
都

合
が
よ
い
場
所
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
と
い
う
こ
と
で
S
I
P
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
が
、
最
初
は
大
変
だ
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。

田
沼　

ま
ず
、
10
課
題
ご
と
に
「
こ
う

い
う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
い
う
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計
画
を
取
り
ま
と
め
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
取
り
ま
と
め
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
P
D
と
し
て
取
ら
れ
る
の
が
、

自
動
走
行
で
は
渡
邉
さ
ん
で
し
た
。
内

閣
府
か
ら
は
課
題
ご
と
に
、
私
の
よ
う

な
企
画
官
や
参
事
官
が
割
り
当
て
ら
れ
、

関
係
省
庁
と
の
間
で
調
整
す
る
サ
ポ
ー

ト
役
を
担
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
も
各
省

庁
が
予
算
を
取
っ
て
、
他
の
省
庁
と
連

携
し
て
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
み
た
い
な
話
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
の
S
I
P
で
は
取
り

ま
と
め
る
と
こ
ろ
（
内
閣
府
）
が
お
金

を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
差
配
す
る
権

限
を
役
人
で
は
な
く
、
民
間
か
ら
来
た

方
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
非
常
に
重
要
で
し
た
。

─
─
今
、
田
沼
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
は
す
ご
く
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す

ね
。
予
算
配
分
に
は
権
限
と
責
任
が

伴
い
ま
す
。
当
時
よ
く
聞
い
た
の
は

「
D
A
R
P
A
（
米
国
国
防
高
等
研
究

計
画
局
）
を
参
考
に
し
よ
う
」
と
。
米

国
の
D
A
R
P
A
の
よ
う
に
、
民
間
出

身
の
P
D
に
権
限
と
責
任
を
与
え
、
出

口
戦
略
を
最
初
に
し
っ
か
り
考
え
て
お

く
。
今
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
仕
組
み

だ
と
思
い
ま
す
。

民
間
出
身
の
Ｐ
Ｄ
を
悩
ま
せ
た

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
有
の
事
情

─
─
10
課
題
の
P
D
に
は
大
学
の
先
生

も
い
れ
ば
、
企
業
の
代
表
者
も
い
て
、

共
通
項
は
「
役
人
で
は
な
い
」
点
で
す
。

田
沼
さ
ん
た
ち
は
、
P
D
が
や
り
や
す

い
よ
う
に
内
閣
府
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を

TOMOYUKI TANUMA

さ
れ
た
の
で
す
ね
。

田
沼　

立
ち
上
げ
当
初
は
や
は
り
、
企

業
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
各
省
庁

の
調
整
が
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

各
省
庁
に
あ
る
程
度
責
任
を
持
っ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
P
D
が
1
0
0
%
思
う

と
お
り
に
で
き
る
か
と
い
う
と
、
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
ご

理
解
い
た
だ
く
の
に
、
当
初
は
苦
労
し

た
と
い
う
か
、
だ
い
ぶ
お
叱
り
を
受
け

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
渡
邉
P
D
か

ら
す
る
と
、
も
っ
と
や
り
た
か
っ
た
と

い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

─
─
具
体
的
に
は
書
け
な
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
伺
い
し
て

も
い
い
で
す
か
。

田
沼　

具
体
的
に
言
う
と
、
P
D
が
や

り
た
い
こ
と
に
予
算
を
つ
け
た
く
て
も
、

そ
れ
を
各
省
庁
が
支
え
て
く
れ
る
と
は

限
ら
な
い
の
で
す
。
各
省
庁
は
お
金
を

使
う
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

あ
る
程
度
き
ち
ん
と
使
う
こ
と
を
考
え

る
と
「
こ
の
1
年
間
で
は
無
理
で
す
」

と
か
「
内
容
を
こ
の
よ
う
に
変
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
で
き
ま
す
」
と
い
っ
た
こ

と
を
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

企
業
な
ら
「
上
司
も
こ
う
し
ろ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
だ
し
、
予
算
も
つ
い
て
い

る
し
、
何
と
か
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と

な
る
度
合
い
が
強
い
と
思
う
の
で
す
が
、

各
省
庁
の
場
合
は
ど
う
し
て
も
、
各
所

の
都
合
を
反
映
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
「
A
省
庁

に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
雰
囲
気
か
ら
す
る
と
、
彼

【当時】内閣府　政策統括官付参事官付企画官（科技イノベーション担当）付企画官
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ら
が
首
を
縦
に
振
る
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
と
か
、
お
そ
ら
く
無
理
だ
と
言
う
と

思
い
ま
す
よ
、
と
い
う
の
が
現
実
と
し

て
あ
る
ん
で
す
ね
。

国
土
交
通
省
と
警
察
庁
の
は
ざ
ま
で

次
第
に
目
標
の
明
確
化
を
実
現

─
─
第
1
期
の
最
後
の
2
0
1
8
年

に
、
国
交
省
自
動
車
局
か
ら
保
安
基
準

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
ま
し
た
。
あ
の

こ
ろ
、
保
安
基
準
は
欧
州
と
の
基
準
調

和
が
あ
る
の
で
、
国
交
省
は
共
同
議
長

国
を
取
り
に
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
道
交
法
の
警
察
庁
は
交

通
事
故
が
心
配
な
の
で
、
最
初
は
自
動

運
転
に
対
し
て
慎
重
で
し
た
ね
。
一
方

で
経
済
産
業
省
は
、
世
界
と
戦
う
に

は
自
動
走
行
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
視

点
で
、
推
進
役
で
し
た
。
2
0
1
7
年
、

2
0
1
8
年
こ
ろ
、
法
改
正
に
あ
た
っ

て
い
ろ
ん
な
省
庁
の
立
場
が
違
う
中
で
、

田
沼
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
お
立
場
で
し

た
か
？

田
沼　

私
と
し
て
は
最
大
限
、
P
D
の

思
い
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い
で
や

っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
ま
さ
に
お
っ
し

ゃ
る
と
お
り
で
、
特
に
規
制
を
持
っ
て

い
る
規
制
官
庁
二
つ
（
国
交
省
と
警
察

庁
）
が
、
P
D
の
思
わ
れ
て
い
る
ペ
ー

ス
で
動
く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

─
─
私
も
推
進
委
員
会
で
、「
せ
い
ぜ

い
頑
張
っ
て
高
度
な
レ
ベ
ル
2
ぐ
ら
い

で
は
な
い
か
」
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
た
だ
久
間
先

生
は
「
そ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
」
と
。
渡
邉

P
D
も
口
を
そ
ろ
え
て
、「
蟻
の
一
穴
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
が
こ

の
く
ら
い
明
確
な
考
え
を
示
す
と
、
会

議
全
体
の
熱
が
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
ね
。
渡
邉
Ｐ
Ｄ
た
ち
の

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、
自
動
車
メ

ー
カ
の
各
代
表
者
が
本
気
で
喧
々
諤
々

の
議
論
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
保
安
基

準
や
道
路
交
通
法
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
も
前
向
き
な
意
見
が
出

て
き
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
4
月
1
日

に
は
道
路
交
通
法
と
保
安
基
準
が
改
定

さ
れ
、
同
年
11
月
に
は
ホ
ン
ダ
の
レ
ジ

ェ
ン
ド
が
型
式
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

当
初
の
約
束
ど
お
り
2
0
2
0
年
度
に

レ
ベ
ル
3
の
市
販
車
が
で
き
、
渡
邉
Ｐ

Ｄ
の
「
2
0
2
0
年
の
東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
を
一
里
塚
と
す
る
」
と
い
う
遺

志
が
実
行
で
き
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
に
は
な
じ
ま
な
い
」

議
論
当
初
に
出
た
様
々
な
意
見

田
沼　

渡
邉
P
D
が
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

ご
不
満
を
お
持
ち
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
な
と
思
う
の
は
、
自
動
走
行
は
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比
較
す
る
と
、
や
や

特
殊
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

純
粋
に
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も

言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
各

省
庁
が
ル
ー
ル
を
変
え
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
部
分
が
は
る
か
に
多
か
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
を
よ
く
ご
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
方
と
、「
研
究
開
発
を
主
と

す
る
S
I
P
に
は
な
じ
ま
な
い
」
と
い

う
方
と
の
間
で
、
か
な
り
評
価
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
あ
る
課
題
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

具
体
的
に
言
う
と
語
弊
が
あ
り
ま
す
が
、

政
府
の
中
で
も
評
価
が
か
な
り
分
か
れ

て
い
た
。
し
か
し
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
、

逆
に
そ
こ
が
政
府
で
取
り
組
む
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
、
取
組
に
合
わ
せ
て
ル
ー
ル

を
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
大
き

な
成
果
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

─
─
最
終
的
に
は
評
価
委
員
の
う
ち
、

か
な
り
多
く
の
方
か
ら
二
重
丸
を
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
合
同
試
乗

会
が
あ
っ
て
、
先
生
方
に
も
実
際
に
乗

っ
て
も
ら
っ
て
成
果
を
体
験
し
て
い
た

だ
い
た
結
果
、「
自
動
走
行
で
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
」

と
。

田
沼　

自
動
走
行
の
成
果
が
、
世
の

中
で
ち
ゃ
ん
と
使
わ
れ
る
、
そ
の
可

能
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、「
な
る
ほ

ど
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
が

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
前
へ
進
む

─
─
S
I
P
の
予
算
は
自
動
車
メ
ー
カ

の
研
究
開
発
費
と
比
べ
れ
ば
少
な
い
で

す
が
、
い
ろ
ん
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
が

強
い
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
気
持
ち
を
ひ

と
つ
に
し
、「
協
調
と
競
争
」
と
い
う

言
葉
で
民
間
企
業
を
口
説
い
て
い
く
手

法
が
当
た
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
沼　

省
庁
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
行

動
を
か
な
り
変
え
た
と
い
う
意
味
で
も
、

意
義
は
大
き
い
で
す
よ
ね
。
資
金
が
確

保
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の
背

中
を
押
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

─
─
推
進
委
員
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
そ
の
後
の
飲
み
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
こ
こ
で
物
事
が
決
ま
っ

た
部
分
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

田
沼　

立
ち
上
げ
の
こ
ろ
は
、
私
も
渡

邉
Ｐ
Ｄ
か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
何
度

か
ご
案
内
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
渡
邉
Ｐ
Ｄ
は
お
酒
が
お
強
い
で
す

よ
ね
。

─
─
S
I
P
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

に
官
僚
も
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
、
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
話

は
逸
れ
ま
し
た
が
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
世

界
は
ま
す
ま
す
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
早

め
て
い
ま
す
。
田
沼
さ
ん
か
ら
見
た
、

今
後
の
展
望
を
伺
っ
て
も
い
い
で
す
か
。

田
沼　

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
は
、
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
S
I
P
で
も
交
通
シ
ス
テ
ム
の
話

が
ま
さ
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
の
超
高
齢
社
会
で
免
許
返
納
も
増
え

る
と
な
れ
ば
、
従
来
の
自
家
用
車
に
代

わ
る
移
動
手
段
が
な
い
人
た
ち
の
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
4
人
乗
り
の
車
だ
け
で
な

く
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
小
型
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
ね
。
こ
こ
数
年
で
見
て
も
、

E
V
対
策
関
連
が
か
な
り
充
実
し
て
き

て
い
て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
電
気
を

チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
環
境
も
少
し
ず
つ
整

っ
て
き
て
い
ま
す
。
都
市
部
だ
け
で
な

く
地
方
で
も
、
小
型
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

中
心
に
、
誰
も
が
気
軽
に
移
動
で
き
る

よ
う
な
ツ
ー
ル
が
普
及
し
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
。
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2
0
1
3
年
、S
I
P
前
夜
に
開
催

さ
れ
た
安
倍
総
理
の
試
乗
会
を
担
当

─
─
吉
田
さ
ん
は
S
I
P
第
1
期
が

ス
タ
ー
ト
し
た
2
0
1
4
年
か
ら

2
0
1
6
年
の
夏
ま
で
、
経
済
産
業
省

（
以
下
、
経
産
省
）
の
代
表
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
最
初
に
S
I
P
に
つ
い
て

聞
い
た
と
き
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た

か
。

吉
田　

私
は
S
I
P
が
始
ま
る
ち
ょ
う

ど
1
年
前
の
夏
に
、
経
産
省
製
造
産
業

局
自
動
車
課
の
電
池
・
次
世
代
技
術
・

I
T
S 

推
進
室
長
に
着
任
し
ま
し
た
。

電
気
自
動
車
や
自
動
運
転
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
自
動
車
の
世
界
を
大
き
く
変
え

そ
う
な
興
味
深
い
技
術
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
た

だ
、
自
動
運
転
に
つ
い
て
言
う
と
、
当

時
は
G
o
o
g
l
e
の
自
動
運
転
へ
の

取
組
な
ど
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ
、
世
間

の
関
心
も
高
ま
る
一
方
で
、
自
動
車
メ

ー
カ
さ
ん
に
は
今
ほ
ど
の
熱
気
は
ま
だ

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
印
象

で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
各
社
は
そ
れ
ぞ

れ
技
術
開
発
を
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
、
業
界
の
み
な
ら
ず

我
々
も
含
め
、
ま
だ
ま
だ
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
成
立
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と

多
く
の
関
係
者
は
思
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
折
、
2
0
1
3
年
の
11
月
9

日
、
国
会
前
庭
（
南
地
区
）
周
囲
の
一

般
道
で
安
倍
総
理
に
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、

日
産
の
自
動
運
転
技
術
を
体
感
し
て
い

た
だ
く
試
乗
会
を
企
画
す
る
こ
と
に
な

吉
田
健
一
郎

日
本
の
自
動
運
転
技
術
を

世
界
の
最
先
端
へ

経
済
産
業
省
　
地
域
経
済
産
業
政
策
統
括
調
整
官

（
併 

内
閣
官
房 

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局 

審
議
官

  
併 
内
閣
府 

地
方
創
生
推
進
事
務
局 

審
議
官
）
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り
ま
し
た
。
準
備
の
時
間
が
限
ら
れ
る

中
で
、
3
社
と
も
大
変
に
ご
苦
労
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
各
社
の
車
で
実
際

に
前
庭
を
周
回
し
、
日
本
の
高
度
な
自

動
運
転
技
術
を
安
倍
総
理
に
直
接
体
感

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

─
─
安
倍
総
理
は
、
ど
の
よ
う
な
感
想

を
？

吉
田　

3
社
の
車
に
乗
ら
れ
て
、
車
内

等
で
各
社
の
ト
ッ
プ
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

も
じ
っ
く
り
お
話
を
さ
れ
「
素
晴
ら
し

い
技
術
だ
」
と
。「
さ
す
が
日
本
の
技

術
は
世
界
一
。
日
本
を
世
界
で
最
も
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
や
す
い
国
に

し
た
い
」
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
、
そ
の
後
の

S
I
P
自
動
運
転
を
は
じ
め
と
す
る
政

策
推
進
に
も
繋
が
る
、
非
常
に
象
徴
的

な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
私
は
、
経
産

省
と
し
て
自
動
運
転
の
産
業
政
策
を
ど

う
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
自
分
な
り
に

ず
い
ぶ
ん
考
え
ま
し
た
。
自
動
運
転
と

い
う
新
技
術
は
自
動
車
の
み
な
ら
ず
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
世
界
を
根
本
か
ら
大
き

く
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
中

で
、
自
動
車
産
業
も
変
化
す
る
で
し
ょ

う
。
海
外
で
は
G
o
o
g
l
e
な
ど
の

異
業
種
も
ど
ん
ど
ん
参
入
し
て
い
ま
す
。

総
理
の
試
乗
会
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に

日
本
の
自
動
運
転
技
術
は
世
界
最
先
端

で
、
自
動
車
メ
ー
カ
各
社
は
技
術
を
競

い
合
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
か
つ
て

他
分
野
で
技
術
力
の
あ
る
日
本
企
業
が

海
外
の
後
塵
を
拝
し
た
苦
い
経
験
も
あ

り
ま
す
。
自
動
運
転
が
普
及
し
て
い
っ

た
と
き
に
日
本
の
重
要
産
業
で
あ
る
自

動
車
産
業
が
引
き
続
き
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
政
策
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
よ
く
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
2
0
1
4
年
の
年
明
け

あ
た
り
か
ら
、
S
I
P
の
立
ち
上
げ
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
自
動
運
転
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
非
常
に
大
き
く
、
経
産
省
だ

け
で
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
各
省
連
携
・
官
民
連
携
の
下
で

必
要
な
取
組
を
議
論
し
て
い
こ
う
と
い

う
S
I
P
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、

自
動
運
転
に
も
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て

い
た
だ
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
強
く

思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
の
進
化
に
お
い
て
は

「
競
争
と
協
調
」
が
欠
か
せ
な
い

─
─
経
産
省
で
産
業
政
策
を
担
当
さ
れ

る
中
で
、
S
I
P
が
始
ま
る
前
か
ら
自

動
運
転
に
関
し
て
は
様
々
な
思
い
を
抱

い
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

吉
田　

私
が
経
産
省
で
自
動
車
産
業
を

担
当
す
る
自
動
車
課
に
配
属
さ
れ
た
の

は
、
実
は
こ
れ
が
2
回
目
で
し
た
。
1

回
目
は
、
橋
本
龍
太
郎
大
臣
と
カ
ン
タ

ー
U
S
T
R
代
表
の
日
米
自
動
車
交

渉
が
行
わ
れ
た
少
し
後
の
1
9
9
6
年

こ
ろ
で
、
自
動
車
産
業
の
状
況
は
全
く

違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
も

様
々
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、

日
本
に
お
け
る
自
動
車
産
業
の
重
要
性

は
自
分
な
り
に
理
解
し
て
い
た
つ
も
り

で
し
た
し
、
だ
か
ら
こ
そ
自
動
運
転
と

い
う
新
し
い
技
術
が
出
て
き
た
際
は
本

当
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
べ
き

か
深
く
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

産
業
政
策
を
議
論
す
る
中
で
、
よ
く

出
て
く
る
の
が
「
競
争
と
協
調
」
と
い

う
論
点
で
す
。
各
社
は
日
ご
ろ
か
ら
競

い
合
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
線
引
き
は

な
か
な
か
難
し
い
。
ま
た
、「
協
調
」

に
つ
い
て
は
規
格
や
規
制
も
深
く
絡
ん

で
お
り
、
他
省
庁
と
の
議
論
が
不
可
欠

で
す
。
役
所
が
バ
ラ
バ
ラ
で
取
り
組
ん

で
い
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
日
本

の
自
動
車
業
界
は
厳
し
い
競
争
の
中
で

発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
動
運
転
の

よ
う
な
新
し
い
技
術
へ
の
対
応
に
お
い

て
は
協
調
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
省
庁
・
業
界
横
断
的
な
仕
組
み
で
あ

る
S
I
P
が
始
ま
っ
た
と
き
は
本
当
に

タ
イ
ム
リ
ー
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

─
─
S
I
P
で
最
初
に
設
定
さ
れ
た
10

課
題
の
一
つ
が
自
動
運
転
で
し
た
が
、

初
代
P
D
の
渡
邉
浩
之
さ
ん
に
は
力
強

く
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
。

吉
田　

渡
邉
P
D
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
し
た
。

今
で
も
し
っ
か
り
と
記
憶
に
残
っ
て
い

ま
す
が
、
渡
邉
P
D
は
繰
り
返
し
自
動

運
転
に
よ
っ
て
「
交
通
事
故
死
者
数
の

削
減
に
貢
献
し
よ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
そ
う
し
た
強
い
信
念

に
基
づ
き
、
個
々
の
組
織
の
利
害
調
整

を
超
え
た
発
想
で
役
所
と
民
間
を
ま
と

め
て
い
く
一
貫
し
た
姿
勢
が
あ
り
ま
し

た
。

　

私
も
こ
れ
ま
で
色
々
な
部
署
を
経
験

し
ま
し
た
が
、「
連
携
し
よ
う
」
と
言

っ
て
も
な
か
な
か
、
具
体
的
な
話
に
な

る
と
簡
単
で
は
な
い
の
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
に
自
動
運
転
の
産
業
政
策

を
や
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
経
産
省

だ
け
で
個
々
に
関
係
各
省
や
産
業
界
と

連
携
を
模
索
す
る
や
り
方
で
、
本
当
に

ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
へ
民
間
か
ら
渡
邉
P
D
を

リ
ー
ダ
ー
に
、
清
水
さ
ん
を
含
め
多
く

の
関
係
者
に
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、
官

民
横
断
的
に
自
動
運
転
に
関
す
る
取
組

を
議
論
す
る
と
い
う
S
I
P
の
仕
組
み

が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

協
調
領
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た

レ
ベ
ル
３
に
必
要
な
高
精
度
地
図

─
─
吉
田
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
第

1
期
の
前
半
は
、
高
精
度
地
図
に
関
す

る
議
論
が
最
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。
た

と
え
ば
±
5
㎝
の
精
度
な
の
か
、
±
10

㎝
な
の
か
、
最
初
は
メ
ー
カ
に
よ
っ
て

方
針
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
が
、
自
動
車

工
業
会
な
ど
も
含
め
て
考
え
方
の
整
理

を
し
「
協
調
で
行
こ
う
」
と
な
り
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
事
業
会
社
も
で
き
、

出
口
と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
ま
し

た
ね
。
あ
の
高
精
度
地
図
が
な
け
れ
ば
、

レ
ベ
ル
3
の
達
成
は
難
し
か
っ
た
で
し

ょ
う
。

吉
田　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

は
、
協
調
領
域
を
い
か
に
具
体
化
し
て

い
く
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
高
精
度
地
図
の
重

要
性
は
皆
さ
ん
の
間
で
共
通
認
識
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

具
体
的
な
と
こ
ろ
に
な
る
と
協
調
は
難

し
い
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
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そ
ん
な
中
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
議
論
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
。
も
ち
ろ
ん
、
S
I
P
が

な
く
て
も
自
動
運
転
向
け
の
高
精
度
地

図
の
開
発
は
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、

S
I
P
は
効
率
的
な
進
め
方
に
大
い
に

貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
S
I
P
で
協
調
で
き
る
と
こ

ろ
を
関
係
者
で
議
論
で
き
た
こ
と
は
大

変
貴
重
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─
─
S
I
P
の
協
調
領
域
だ
か
ら
こ

そ
、
幅
広
く
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
高
精

度
地
図
が
作
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
に
は
静
的
情
報
と
動

的
情
報
が
階
層
構
造
と
し
て
組
み
込
ま

れ
、
3
階
建
て
、
4
階
建
て
の
生
き
た

地
図
情
報
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
単
に
自
動
で
車
を
走

ら
せ
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
を
見

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
も
使
え
る
の

で
、
災
害
時
や
防
災
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
と
い
う
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田　

そ
う
で
す
ね
。
構
想
は
ど
ん
ど

ん
膨
ら
み
、
車
を
超
え
て
ど
の
よ
う
な

使
い
方
が
あ
る
か
を
大
い
に
議
論
し
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
の
高
精
度
地
図
な
の

で
、
社
会
全
体
で
活
用
で
き
る
も
の
に

し
て
、
将
来
的
に
コ
ス
ト
も
シ
ェ
ア
で

き
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自

動
車
産
業
に
閉
じ
な
い
議
論
が
で
き
た

こ
と
、
そ
の
点
で
も
S
I
P
は
貴
重
な

場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

府
省
連
携
に
よ
っ
て
で
き
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

─
─
吉
田
さ
ん
は
2
0
1
5
年
に
始

ま
っ
た
「
自
動
走
行
ビ
ジ
ネ
ス
検
討

会
」
で
も
経
産
省
の
事
務
局
を
務
め
ら

れ
、
多
く
の
議
論
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
で
議
論
さ
れ
た

こ
と
が
毎
年
「
官
民
I
T
S
構
想
・
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
記
載
さ
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
憲
法
の
よ
う
に
上
手
く

作
用
し
ま
し
た
。

吉
田　

S
I
P
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
省

庁
連
携
の
重
要
性
を
さ
ら
に
強
く
実
感

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

国
交
省
自
動
車
局
と
も
ご
相
談
し
て
、

経
産
省
と
国
交
省
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
局

長
や
自
動
車
メ
ー
カ
幹
部
、
有
識
者
の

皆
さ
ん
が
参
加
す
る
「
自
動
走
行
ビ
ジ

ネ
ス
検
討
会
」
と
い
う
会
議
を
設
置
し

ま
し
た
。“
ビ
ジ
ネ
ス
”
と
つ
け
た
の

は
、「
出
口
で
の
事
業
化
を
目
指
そ
う
」

と
い
う
共
通
の
思
い
で
議
論
す
る
場
を

作
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

─
─
自
動
運
転
に
関
す
る
取
組
に
は
、

通
信
か
ら
保
安
基
準
、
保
険
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
、
法
律
一
つ
と
っ
て
み
て

も
様
々
な
要
素
が
絡
ん
で
き
ま
す
し
、

幅
広
い
人
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
か

ら
ね
。

吉
田　

そ
う
で
す
ね
。
自
動
車
メ
ー

カ
だ
け
で
は
な
く
、
T
i
e
r
2
や

T
i
e
r
3
も
含
め
様
々
な
関
係
者
を

巻
き
込
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
将
来
像
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
競
争
・
協
調
分
野

に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
描
く
将
来
像
も
違
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
し
、
ま
だ
自
動
運

転
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
に

は
時
間
が
か
か
る
と
考
え
る
方
も
多
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ビ
ジ
ネ
ス

検
討
会
と
い
う
議
論
の
場
が
で
き
、
具

体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
で
「
こ
の
こ
ろ
に
は
実
現

さ
せ
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
雰
囲
気

づ
く
り
や
認
識
共
有
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
た
と
し
た
ら
、
と
て
も
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

─
─
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
自
動
運
転
と

い
う
共
通
目
的
に
加
え
、
自
動
運
転
に

よ
る
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
皆

が
「
と
に
か
く
交
通
事
故
を
ゼ
ロ
に
し

た
い
」
と
い
う
思
い
を
共
有
し
て
い

ま
し
た
。
S
I
P
が
始
ま
る
以
前
の

2
0
1
3
年
当
時
は
年
間
約
4
4
0
0

人
も
の
方
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
命
を
奪
っ
て

い
る
工
業
製
品
は
自
動
車
以
外
に
な
い

と
。
そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

渡
邉
Ｐ
Ｄ
は
、
な
ん
と
か
し
て
交
通
事

故
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
で
も
、
各
自
動

車
メ
ー
カ
の
ト
ッ
プ
が
こ
の
大
義
に
ア

グ
リ
ー
し
て
い
ま
し
た
ね
。

吉
田　

そ
れ
ぞ
れ
別
の
会
社
で
事
業
戦

略
も
異
な
る
皆
さ
ん
が
集
ま
る
上
で
、

協
調
の
議
論
を
す
る
た
め
の
大
義
は
非

常
に
重
要
で
し
た
。
渡
邉
P
D
が
提
示

さ
れ
た
「
交
通
事
故
を
減
ら
す
」
と
い

う
大
義
は
、
官
民
が
完
全
に
共
有
で
き

る
も
の
で
し
た
ね
。

「
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
使
え
る
か
」

次
第
に
変
わ
っ
た
全
員
の
目
線

─
─
と
は
い
え
、
当
初
「
本
当
に
で
き

る
の
？
」
と
い
う
よ
う
な
、
や
や
懐
疑

的
な
空
気
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
あ
る
時
点
か
ら
「
や
る
な
ら
一

緒
に
や
ろ
う
」
と
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
安
倍
総
理
の
影
響
で
し
ょ

う
か
。

吉
田　

ま
さ
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
の
S
I
P
の
方
向
性
と
し
て
官
民

が
共
通
の
目
標
を
目
指
し
て
全
体
で
や

っ
て
い
く
と
い
う
点
が
明
確
だ
っ
た
こ

と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
自
動
運
転

技
術
を
導
入
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
て
、
例
え
ば
交
通
事
故
を
減
ら
す
と

い
う
大
義
に
向
け
て
、
参
加
者
全
体
が

「
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
技
術
を
使
え
る

の
か
」
と
い
う
立
場
か
ら
議
論
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

─
─
2
0
1
8
年
に
「
自
動
運
転
に
係

る
制
度
整
備
大
綱
」
が
出
て
、
保
安
基

準
と
道
交
法
を
セ
ッ
ト
で
改
正
し
な
け

れ
ば
と
い
う
機
運
が
で
き
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
法
改
正
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
渡

邉
Ｐ
Ｄ
の
設
定
さ
れ
た
マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン
ど
お
り
2
0
2
0
年
度
に
ホ
ン
ダ
が

レ
ジ
ェ
ン
ド
で
、
自
動
運
転
レ
ベ
ル
3

の
型
式
認
定
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
ね
。

吉
田　

官
民
全
体
で
、
最
初
か
ら
「
自

動
運
転
を
ど
う
使
っ
て
い
く
の
か
」
と

い
う
議
論
が
で
き
た
の
は
、
S
I
P

の
大
き
な
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
4
月
に
は
、
レ
ベ
ル
4
の

運
行
許
可
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
道

路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

個
人
的
に
は
、
こ
ん
な
に
世
の
中
が
早

く
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
や
や
驚

い
て
い
る
く
ら
い
な
の
で
す
が
、
本
当

に
関
係
す
る
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
取
組

を
進
め
て
こ
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
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自
動
運
転
車
の
さ
ら
な
る
普
及
に
は

社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
方
法
が
重
要

─
─
す
で
に
市
場
に
は
、
自
動
運
転
レ

ベ
ル
2
、
レ
ベ
ル
3
の
車
が
続
々
と
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
11
月

時
点
で
レ
ベ
ル
３
は
ホ
ン
ダ
の
レ
ジ
ェ

ン
ド
１
車
種
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
レ

ベ
ル
2
の
運
転
支
援
領
域
で
は
高
度
な

自
動
ブ
レ
ー
キ
、
高
齢
者
に
多
い
ペ
ダ

ル
踏
み
間
違
え
対
策
な
ど
、
か
な
り
の

高
レ
ベ
ル
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
経
産

省
の
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
制
度
（
※
）
で

も
、
次
世
代
の
安
全
性
に
優
れ
た
車
を

推
奨
し
て
お
り
、
多
く
の
人
に
活
用
さ

れ
た
よ
う
で
す
ね
。

吉
田　

と
は
い
え
消
費
者
に
は
、
ま
だ

ま
だ
自
動
運
転
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
、

情
報
が
十
分
に
は
届
い
て
い
な
い
よ
う

に
も
個
人
的
に
は
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、

レ
ベ
ル
2
を
超
え
る
自
動
運
転
の
消
費

者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
取
組
が
進
む
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

─
─
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
レ
ベ
ル

3
に
対
し
て
は
ま
だ
ま
だ
「
運
転
中
に

テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
る
こ
と
の
、
何
が
い

い
の
？
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

吉
田　

そ
こ
に
つ
い
て
、
自
動
車
メ
ー

カ
を
は
じ
め
供
給
サ
イ
ド
が
さ
ら
に
工

夫
し
、
上
手
く
伝
え
て
い
け
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
メ
ー
カ
間
の
競
争
領
域
だ
け

で
は
な
く
、
業
界
全
体
の
協
調
領
域
と

し
て
レ
ベ
ル
２
、
レ
ベ
ル
３
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
車
を

運
転
す
る
人
だ
け
が
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
利

用
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
幅
広
い
議
論
や
伝
え
方
の
工
夫
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら

社
会
全
体
の
未
来
を
描
き
た
い

─
─
S
I
P
は
今
年
度
で
第
2
期
が
終

了
し
、
今
度
は
第
3
期
が
始
ま
り
ま
す
。

第
3
期
は
自
動
運
転
と
い
う
よ
り
、
ス

マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
観
点
で

も
う
少
し
広
く
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に

移
行
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
役

所
と
民
間
の
横
連
携
に
よ
る
取
組
は
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
S
I
P
自

体
の
意
義
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

吉
田　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
世
界
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
、
産
業
政
策
も
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
「
社
会

全
体
を
ど
う
し
て
い
く
か
」
と
い
う
観

点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
一
企
業
、

一
省
庁
の
単
位
で
議
論
す
る
の
は
土
台

無
理
な
話
で
す
か
ら
、
S
I
P
の
よ
う

な
議
論
が
続
い
て
い
く
の
は
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
自
動
車
だ
け

で
な
く
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
幅
広
い
次

世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
も
議
論
の
対
象
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
こ
の
十

年
弱
で
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
ね
。

─
─
現
在
、
吉
田
さ
ん
は
地
方
創
生
に

携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
地

方
部
で
の
M
a
a
S
に
は
レ
ベ
ル
4
の

自
動
運
転
も
関
わ
っ
て
き
そ
う
で
す
ね
。

吉
田　

現
在
の
部
署
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

の
力
で
地
方
の
社
会
課
題
の
解
決
や
魅

力
向
上
の
取
組
を
加
速
し
、
地
方
創
生

を
進
め
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
」
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
特
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
で
は
、

例
え
ば
地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
ど
う

確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
点
か
ら
、
自

動
運
転
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

─
─
ま
だ
ま
だ
自
動
運
転
の
世
界
は
、

第
1
章
が
終
わ
っ
た
段
階
で
す
。
こ
れ

か
ら
大
き
な
社
会
の
変
化
に
繋
が
る
、

ま
さ
に
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
後
継
の
皆
さ

ん
に
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
田　

最
初
に
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
渡
邉
P
D
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
S
I
P
に
よ
っ
て
自
動
運
転
の
取

組
は
非
常
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ス
タ
ー

ト
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
関
係
の
皆

さ
ん
の
継
続
的
な
ご
努
力
に
よ
っ
て
成

果
は
着
実
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
世
界
的

に
見
て
も
、
自
動
運
転
に
お
い
て
日
本

の
自
動
車
産
業
、
あ
る
い
は
国
全
体
と

し
て
も
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
示
せ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
自
動
運
転
の
活
用
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
社
会
全
体
と
し
て
の
活
用

の
本
格
化
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
発
展
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
、

S
I
P
の
よ
う
な
横
断
的
な
議
論
の
場

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
日
本
の
強
み
と
な
り
、
さ
ら
な

る
成
果
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【当時】経済産業省　製造産業局 自動車課 電池・次世代技術・ITS 推進室長
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国
際
ル
ー
ル
づ
く
り
で
実
感
し
た

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
重
要
性

─
─
久
保
田
さ
ん
は
、
2
0
1
4
年
に

S
I
P
第
1
期
が
立
ち
上
が
る
以
前
か

ら
、
自
動
運
転
の
国
際
基
準
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
自
動
運
転
は

新
し
い
世
界
で
す
か
ら
、
日
本
も
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
ル
ー
ル
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
ん
な
意
気

込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
ず
は
当
時
の

お
話
か
ら
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

久
保
田　

私
は
2
0
0
6
年
ご
ろ
か

ら
、
国
土
交
通
省（
以
下
、国
交
省
）

の
自
動
車
局
技
術
政
策
課
で
、
安
全
運

転
を
支
援
す
る
「
先
進
安
全
自
動
車

（
A
S
V
）
推
進
計
画
」
の
基
準
づ
く

り
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
自
動
ブ
レ
ー
キ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
国
内
ル
ー

ル
で
は
「
自
動
ブ
レ
ー
キ
で
車
を
完
全

に
止
め
て
は
い
け
な
い
」
の
が
基
本
で

し
た
。
運
転
者
が
A
S
V
を
過
信
す
る

か
ら
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
す
。
そ

れ
で
、
前
の
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
際
の
被

害
は
軽
減
し
つ
つ
、
最
後
は
ぶ
つ
か
り

TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P 自 動 運 転 へ の 思 い

久
保
田
秀
暢

自
動
運
転
の

国
際
基
準
づ
く
り
に
尽
力

国
土
交
通
省
　
自
動
車
局
　
技
術
・
環
境
政
策
課
長
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と
い
う
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
止
ま

っ
て
い
る
対
象
物
や
人
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
よ
り
も
、
渋
滞
で
ノ
ロ
ノ
ロ
走
っ
て

い
る
前
の
車
に
追
突
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
危
険
だ
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、

日
本
は
渋
滞
で
止
ま
っ
て
い
る
車
に
ぶ

つ
か
る
こ
と
や
、
歩
行
者
と
の
追
突
を

気
に
し
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　

喧
々
諤
々
の
議
論
を
し
た
結
果
、
最

終
的
に
は
「
止
め
る
」
と
い
う
基
準
が

で
き
ま
し
た
。
我
々
が
「
ド
ラ
イ
バ
の

過
信
が
起
こ
る
」
と
い
う
デ
ー
タ
を
明

確
に
示
せ
な
か
っ
た
の
も
理
由
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
今
見
れ
ば
結
果
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
方
が
正
し
か
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ

の
過
信
は
起
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
自
動
運
転
と
い

う
も
の
が
世
に
出
る
前
夜
か
ら
、
自
動

ブ
レ
ー
キ
の
安
全
基
準
を
作
る
国
際
的

な
議
論
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

際
に
私
が
感
じ
た
の
は
、
同
じ
自
動
ブ

レ
ー
キ
で
も
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

考
え
方
が
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
日
本
が
し
っ
か
り
エ
ビ
デ
ン
ス

を
取
っ
て
デ
ー
タ
を
出
し
て
い
か
な
い

と
、
日
本
の
実
情
に
合
わ
な
い
国
際
基

準
が
で
き
て
し
ま
う
と
痛
切
に
感
じ
ま

し
た
。

自
動
操
舵
に
関
す
る
国
際
基
準
を

ド
イ
ツ
と
共
に
な
っ
て
改
正

─
─
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す

る
国
際
ル
ー
ル
も
そ
う
で
す
が
、
国
際

会
議
で
は
し
っ
か
り
し
た
事
実
に
基
づ

な
さ
い
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ

た
の
で
す
。

─
─
当
時
の
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
は
、
技

術
的
に
は
も
ち
ろ
ん
完
全
な
自
動
ブ
レ

ー
キ
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
が
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
「
止
ま
ら
な

い
自
動
ブ
レ
ー
キ
」
を
作
っ
て
売
り
出

し
ま
し
た
ね
。

久
保
田　
そ
う
で
す
。し
か
し
２
０
０
８

年
、ボ
ル
ボ
が
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

S
a
f
e
t
y

（
衝
突
回
避
・
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
シ

ス
テ
ム
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
自

動
ブ
レ
ー
キ
は
「
車
を
完
全
に
止
め
る
」

も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
考
え
方
は
基

本
的
に
「
運
転
者
の
過
信
は
起
き
な
い
」

と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
ま
す
。
日
本

と
は
逆
で
す
ね
。

　

ち
ょ
う
ど
私
は
2
0
0
8
年
の
夏
か

ら
、
自
動
車
基
準
認
証
国
際
化
セ
ン
タ

ー
（
J
A
S
I
C
）
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
所

長
と
し
て
、
日
本
を
代
表
し
て
国
連
欧

州
経
済
委
員
会
の 

Ｗ
Ｐ
29 

に
お
け
る

自
動
車
の
基
準
調
和
活
動
に
参
画
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
前
年
ご
ろ
か
ら
、
国

連
で
も
「
大
型
車
の
自
動
ブ
レ
ー
キ
の

国
際
基
準
を
作
ろ
う
」
と
い
う
議
題
が

持
ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時

行
わ
れ
た
の
が
「
自
動
ブ
レ
ー
キ
で
車

を
完
全
に
止
め
る
の
か
否
か
」
と
い
う

議
論
で
す
。

　

日
本
は
「
ド
ラ
イ
バ
が
自
動
ブ
レ
ー

キ
を
過
信
す
る
か
ら
、
最
終
的
に
は
前

の
車
や
モ
ノ
に
ぶ
つ
か
る
べ
き
だ
」
と

提
案
し
た
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢

は
「
過
信
に
繋
が
る
デ
ー
タ
な
ど
存
在

し
な
い
の
だ
か
ら
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
を

し
っ
か
り
効
か
せ
て
止
め
る
べ
き
だ
」

く
証
拠
を
示
し
て
、
タ
フ
な
交
渉
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

久
保
田　

当
時
（
2
0
1
1
年
ご
ろ
）

は
ま
だ
自
動
運
転
の
議
論
は
全
く
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
0
1
2

年
、
ち
ょ
う
ど
S
I
P
の
準
備
を
し
始

め
た
こ
ろ
か
ら
G
o
o
g
l
e
の
自
動

運
転
カ
ー
が
話
題
に
な
り
、
世
界
中
で

自
動
運
転
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
私
も
ち
ょ
う
ど
2
0
1
2
年
か
ら
、

自
動
車
局
の
技
術
政
策
課 

技
術
企
画

室
長
と
し
て
国
際
会
議
に
出
席
す
る
ポ

ス
ト
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
日

本
で
も
海
外
で
も
「
な
ぜ
そ
も
そ
も
手

放
し
運
転
を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」

と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で

し
た
。

　

日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ン
ド
ル
か

ら
手
を
離
せ
る
機
能
、
自
動
で
ハ
ン
ド

ル
を
操
作
す
る
機
能
は
道
交
法
違
反
だ

と
皆
が
思
っ
て
い
ま
し
た
。
道
交
法
違

反
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
国
交
省

が
「
自
動
操
舵
は
ド
ラ
イ
バ
の
過
信
を

招
く
か
ら
い
け
な
い
」
と
考
え
て
い
る

と
、
誰
も
が
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

─
─
実
際
に
そ
の
よ
う
な
基
準
は
ど
こ

に
も
書
い
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

皆
が
「
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
は
悪
だ
」
と
思

っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

久
保
田　

我
々
国
交
省
だ
け
で
な
く
、

警
察
も
当
時
は
そ
う
思
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。
た
だ
、
国
際
的
に
は
自
動
操
舵

の
国
際
基
準
（
Ｒ
79
）
に
は
「
ハ
ン
ド

ル
は
自
動
で
操
作
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
禁
止
規
定
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
一
方
で
、
自
動
運
転
の
機
運
は
高

ま
っ
て
い
る
。
当
時
、
私
が
出
席
し
て

い
た
自
動
車
基
準
調
和
世
界
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｗ
Ｐ
29
）
の
分
科
会
で
も
、
こ
の

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
中

の
自
動
車
メ
ー
カ
か
ら
「
自
動
操
舵
に

か
か
わ
る
基
準
を
何
と
か
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で

す
。
そ
れ
で
2
0
1
3
年
に
行
わ
れ
た

会
議
の
後
、
ド
イ
ツ
人
の
官
僚
と
夕
食

を
食
べ
な
が
ら
「
一
緒
に
議
長
を
や
ろ

う
か
」
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
日

独
が
共
同
議
長
と
な
り
、
Ｗ
Ｐ
29
内
に

「
自
動
操
舵
専
門
家
会
議
」
が
設
立
さ

れ
、
Ｒ
79
の
改
正
に
向
け
た
議
論
が
本

格
化
し
た
の
で
す
。

─
─
そ
う
し
た
議
論
が
、
自
動
運
転
の

下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

久
保
田　

そ
の
と
お
り
で
す
。
自
動
ハ

ン
ド
ル
の
議
論
を
始
め
る
と
、
途
中
か

ら
ブ
レ
ー
キ
や
ア
ク
セ
ル
は
こ
う
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
論
点
も
欠
か
せ
な
い
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。「
ハ
ン
ド
ル
が

自
由
に
操
作
で
き
て
、
何
か
あ
っ
た
際

に
は
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を
自
動
制

御
す
る
」
と
な
っ
た
ら
「
も
う
こ
れ
は

自
動
運
転
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
そ
れ
で

ド
イ
ツ
人
と
議
論
す
る
う
ち
に
「
Ｒ
79

の
改
正
で
は
な
く
、
新
し
い
基
準
を
ち

ゃ
ん
と
作
ろ
う
」
と
方
向
性
が
固
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

─
─
そ
れ
が
2
0
1
3
年
ご
ろ
か
ら
で

す
ね
。
僕
の
記
憶
で
は
、
2
0
1
3
年

に
日
本
で
I
T
S
国
際
会
議
が
行
わ
れ
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
G
M
）
の

ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ッ
プ
氏
が
「
自
動
運
転

の
レ
ベ
ル
」
の
定
義
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
後
2
0
1
4

年
に
S
I
P
が
立
ち
上
が
り
、
初
代
の
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渡
邉
P
D
が
「
2
0
2
0
年
に
自
動
運

転
レ
ベ
ル
3
を
実
現
す
る
」
と
宣
言
し

ま
し
た
ね
。

久
保
田　

Ｒ
79
の
改
正
時
に
も
、
レ
ベ

ル
の
議
論
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
ん
な
機
能
が
あ
れ
ば
、
レ
ベ
ル
2
の

車
で
も
レ
ベ
ル
4
の
ご
と
く
、
運
転
者

が
サ
ボ
ら
ず
に
自
動
運
転
を
継
続
で
き

る
の
か
。
結
果
と
し
て
レ
ベ
ル
2
で
は

「
人
が
主
体
と
し
て
運
転
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
を
車
側
が
検
知
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
つ
け
な
い
限
り
、
ハ
ン
ズ

フ
リ
ー
運
転
を
認
め
な
い
」
と
い
う
基

準
が
で
き
た
の
で
す
。

日
独
に
共
通
し
て
い
た
の
は

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
な
ど
へ
の
危
機
感

─
─
当
時
は
欧
米
の
自
動
車
メ
ー
カ
だ

け
で
な
く
、G
oo
g
le
や
Ap
p
le

も
次
々
に
自
動
運
転
車
の
開
発
計
画
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。
国
際
ル
ー
ル
づ

く
り
の
最
前
線
に
い
た
久
保
田
さ
ん
と

し
て
は「
日
本
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」

と
い
う
思
い
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
？

久
保
田　

当
時
は
二
つ
の
危
機
感
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
動
ブ
レ
ー
キ

の
議
論
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
考
え

て
い
た
こ
と
で
す
が
、
せ
っ
か
く
日

本
が
高
度
な
自
動
運
転
車
を
作
っ
て

も
、
日
本
に
合
っ
た
デ
ー
タ
や
基
準

を
作
ら
な
い
と
国
内
の
道
路
す
ら
走
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
国
際
基

準
を
し
っ
か
り
押
さ
え
な
い
と
、
I
T

業
界
に
自
動
車
業
界
が
飲
み
込
ま
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感

で
す
。
と
い
う
の
も
、
自
動
車
メ
ー
カ

に
は
1
0
0
0
万
回
に
1
回
、
1
億
回

に
1
回
の
事
故
も
起
こ
さ
な
い
よ
う
な

高
い
安
全
基
準
が
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、

I
T
企
業
に
そ
こ
ま
で
の
安
全
基
準
が

あ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

日
本
で
は
現
在
、
毎
年
約
3
0
0
0

名
も
の
方
が
交
通
事
故
で
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
長
年
か
け
て
減
っ
て
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
何
千
人
と
い
う
方
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
工
業
製
品

は
自
動
車
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
初
代

P
D
の
渡
邉
さ
ん
も
心
を
痛
め
て
い
た

こ
と
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
自
動
車
メ

ー
カ
に
は
高
い
安
全
思
想
が
根
付
い
て

い
る
わ
け
で
す
。
I
T
業
界
な
ら
、
パ

ソ
コ
ン
が
フ
リ
ー
ズ
し
て
も
O
S
を
再

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
い
い
し
、
電
源

を
切
っ
て
再
起
動
す
れ
ば
い
い
、
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
ら
対
策
ソ
フ
ト
を
入

れ
れ
ば
い
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
自
動
車
が
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま

う
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
事
故
が
起
き

て
し
ま
う
。
自
動
運
転
機
能
に
フ
リ
ー

ズ
は
許
さ
れ
な
い
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
こ
と
も
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
の
高
い
レ
ベ

ル
で
安
全
基
準
を
作
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

　

当
時
（
2
0
1
3
年
ご
ろ
）
は
、
ド

イ
ツ
も
日
本
と
同
じ
危
機
感
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。
両
国
と
も
産
業
の
中
心
に

自
動
車
が
あ
り
、
I
T
が
弱
い
と
こ
ろ

が
似
て
い
ま
す
。
日
本
と
ド
イ
ツ
で
は

長
年
、
自
動
車
と
い
う
工
業
製
品
が
中

心
に
あ
り
、
ブ
レ
ー
キ
や
タ
イ
ヤ
な
ど

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
そ
の
周
辺
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
自
動
運

転
機
能
も
、
い
わ
ば
自
動
車
メ
ー
カ
の

付
属
品
の
よ
う
な
も
の
。

　

し
か
し
G
oog
le
や
A
p
p
l
e

な
ど
の
I
T
企
業
か
ら
す
れ
ば
、
真
ん

中
に
I
T
が
あ
り
、
自
動
車
は
そ
の
周

辺
に
あ
る
携
帯
電
話
や
家
電
、
医
療
な

ど
と
同
列
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
単
な
る
一

サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
駄
目
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

議
論
は
、
ド
イ
ツ
人
と
よ
く
し
て
い
ま

し
た
ね
。
や
や
そ
れ
ま
す
が
、
最
近
よ

く
い
わ
れ
る
「
M
a
a
S
」
も
、
真
ん

中
に
自
動
車
が
来
る
か
I
T
産
業
が
来

る
か
で
、
描
か
れ
る
未
来
は
全
く
違
う

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
I
T
に
強
い

ア
メ
リ
カ
で
は
自
動
車
産
業
中
心
に
考

え
に
く
い
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
国
際
競

争
力
の
話
で
も
あ
り
ま
す
。

─
─
日
本
と
ド
イ
ツ
の
共
通
点
は
、
敗

戦
国
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
戦
後
に

航
空
事
業
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
た
め
に
、
最
高
の
頭
脳
が
航
空
産
業

か
ら
自
動
車
産
業
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
。

久
保
田　

私
は
決
し
て
、
I
T
産
業
を

衰
退
さ
せ
た
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
自
動
運
転
の
新
し
い
時
代
に
、

ど
こ
よ
り
も
強
い
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
の
安
全
思
想
を
活
か
す
べ
き
だ
と
思

う
の
で
す
。

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
っ
て

２
０
２
０
年
に
レ
ベ
ル
3
が
実
現

―
S
I
P
が
始
ま
り
「
2
0
2
0
年
に

自
動
運
転
レ
ベ
ル
3
を
実
現
す
る
」
こ

と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
の
、

当
時
の
自
動
車
メ
ー
カ
か
ら
す
れ
ば

「
ど
こ
ま
で
安
全
に
す
れ
ば
い
い
の
か
」

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
1
0
0

％
安
全
は
理
論
的
に
不
可
能
だ
と
し
て

も
、
99
・
9
9
9
…
％
、
ど
の
レ
ベ
ル

で
安
全
を
目
指
す
べ
き
か
は
各
社
悩
ん

で
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
久
保
田
さ
ん
か
ら
引
き
継
い

だ
佐
橋
真
人
室
長
が
、
2
0
1
8
年
に

「
自
動
運
転
車
の
安
全
技
術
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
国
が

明
確
に
「
こ
こ
ま
で
で
い
い
よ
」
と
示

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
メ
ー
カ
は
安
心

し
て
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

久
保
田　

当
時
は
ま
だ
国
際
会
議
で
議

論
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
し
た
が
、

そ
の
内
容
を
咀
嚼
し
て
当
時
の
佐
橋
室

長
が
示
し
た
の
が
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
す
ね
。

HIDENOBU KUBOTA

TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P 自 動 運 転 へ の 思 い
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─
─
結
果
と
し
て
2
0
2
0
年
11
月
11

日
、
ホ
ン
ダ
の
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
が
世

界
初
と
な
る
レ
ベ
ル
3
自
動
運
転
車
の

型
式
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
2
0
1
2
年
に
G
o
o
g
l
e
が

自
動
運
転
車
を
発
表
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

メ
ー
カ
も
追
随
す
る
中
で
、
日
本
は
当

初
コ
ン
サ
バ
な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

久
保
田
さ
ん
の
お
か
げ
で
空
気
が
変
わ

っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

日
本
は
発
言
こ
そ
保
守
的
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
意
外

に
も
革
新
的
で
す
。
自
動
ハ
ン
ド
ル
の

議
論
を
日
独
で
始
め
た
2
0
1
3
年
ご

ろ
、
ア
ウ
デ
ィ
は
「
2
0
1
5
年
に
レ

ベ
ル
3
の
車
を
出
す
か
ら
、
早
く
こ
の

基
準
を
作
っ
て
く
れ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時「
レ
ベ
ル
3
の
車
を
作
る
」

と
宣
言
し
て
い
た
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
は
ゼ
ロ
で
し
た
が
、
結
果
を
見
れ
ば

2
0
2
0
年
に
ホ
ン
ダ
が
世
界
初
の
レ

ベ
ル
3
「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
を
発
売
。
ア

ウ
デ
ィ
は
未
だ
に
レ
ベ
ル
3
の
車
を
出

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

当
時
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
動
車
メ
ー

カ
に
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
は

日
本
が
早
か
っ
た
。
か
つ
て 

“
世
界
で

最
も
厳
し
い
排
ガ
ス
規
制
” 

と
い
わ
れ

た
米
国
の
マ
ス
キ
ー
法
を
、
ホ
ン
ダ
が

世
界
で
初
め
て
ク
リ
ア
し
た
よ
う
に
、

日
本
は
真
面
目
に
や
り
始
め
る
と
早
い

の
で
す
。

国
際
的
な
枠
組
み
づ
く
り
へ
の

た
ゆ
ま
ぬ
活
動
が
必
要
不
可
欠

─
─
S
I
P
は
国
際
競
争
力
的
に
も
多

く
の
成
果
を
残
し
ま
し
た
が
、
今
後
の

課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

久
保
田　

日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
が
作

る
車
の
8
割
は
海
外
生
産
と
輸
出
で
、

日
本
国
内
で
製
造
さ
れ
て
国
内
を
走
っ

て
い
る
車
は
わ
ず
か
2
割
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
際
的
に
認
め
ら

れ
る
安
全
基
準
な
り
を
作
っ
て
い
か
な

い
と
、
日
本
の
メ
ー
カ
は
存
在
し
続
け

ら
れ
な
く
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
常
に
弛
ま
ぬ
努
力
と

い
う
か
、
弛
ま
ぬ
活
動
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
国
際
的
な
枠
組
み
で
デ

フ
ァ
ク
ト
を
作
る
こ
と
に
長
け
て
い
ま

す
か
ら
、
彼
ら
と
切
磋
琢
磨
し
て
や
っ

て
い
く
こ
と
は
日
本
の
自
動
車
産
業
に

と
っ
て
不
可
欠
で
し
ょ
う
ね
。

　

自
動
運
転
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
軌

道
に
乗
り
、
国
際
会
議
で
の
日
本
人
議

長
の
数
も
2
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
電
気
自
動
車
に
関
す

る
ル
ー
ル
作
り
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

国
と
し
て
も
、
現
在
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
良
さ
を
見
直
す
べ
き
だ
と

提
案
し
た
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
E
V
や

そ
れ
に
用
い
る
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
電
池

の
安
全
基
準
を
日
本
主
導
で
作
っ
て
い

く
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
、

国
際
的
な
枠
組
み
作
り
を
リ
ー
ド
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

【当時】国土交通省　自動車局　自動車局技術・環境政策課長／国際業務室長　自動車局技術企画室室長
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セ
ン
サ
ー
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

大
規
模
な
実
験
エ
リ
ア
が
出
現

　

安
全
で
快
適
な
自
動
運
転
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
東
京
臨
海
部
に
お
け
る

実
証
実
験
が
２
０
１
９
年
10
月
15
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
２

期
自
動
運
転
（
シ
ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ
ス

の
拡
張
）
と
し
て
、
一
般
道
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
か
ら
の
信
号
情
報
や
高
速
道
路

へ
の
合
流
支
援
情
報
等
を
活
用
し
た
イ

ン
フ
ラ
協
調
型
の
自
動
運
転
技
術
が
、

内
閣
官
房
、
内
閣
府
、
警
察
庁
、
総
務

省
、
経
済
産
業
省
お
よ
び
国
土
交
通
省

の
主
導
の
も
と
、
国
内
外
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
、
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
、
大

学
等
計
29
機
関
の
参
加
を
得
て
、
試
さ

れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
実
験
で
は
、
臨
海
副
都
心

地
域
、
羽
田
空
港
地
域
に
お
い
て
、
高

精
度
3
次
元
地
図
情
報
や 

Ｉ
Ｔ
Ｓ
無

安全で快適な自動運転社会の実現へ

東京臨海部実証実験
交通環境情報を活用したインフラ協調型の高度な自動運転の実現を目指し

2019年10月から始まった東京臨海部実証実験。
国内外の自動車メーカ、自動車部品メーカ、大学、ベンチャー等の参加によって

有用性の検証が行われ、大きな成果を得ることができました東京臨海部の特徴的な３つの地域で、自動運転実
現に向け最低限必要な交通環境情報を生成・配信
するしくみを構築して、実証実験を行いました

輸入車メーカや大学も参加し、インフラ
協調システムの有用性を検証しました
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線
路
側
機
に
よ
る
信
号
情
報
等
を
提
供

す
る
環
境
を
整
え
て
、
実
際
に
得
ら

れ
た
情
報
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
し

た
。
よ
り
現
実
的
な
デ
ー
タ
を
採
る
た

め
に
、
羽
田
空
港
と
臨
海
副
都
心
を
結

ぶ
首
都
高
速
道
路
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
路
側
無
線
装
置
に
よ
り
本
線
を
走
行

す
る
車
両
に
関
す
る
情
報
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ

ー
ト
の
開
閉
に
関
す
る
情
報
を
自
動
運

転
車
に
提
供
す
る
環
境
を
構
築
し
ま
し

た
。
ま
た
羽
田
空
港
に
お
い
て
は
、
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
用
の
磁
気
マ
ー
カ
、

公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
（PT

PS: 
Public T

ransportation Priority 
System

s

）、
仮
設
バ
ス
停
、
バ
ス
専

用
レ
ー
ン
等
を
整
備
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
収
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世

界
有
数
の
大
都
市
で
あ
る
東
京
に
お
け

る
、
実
交
通
環
境
下
で
世
界
的
に
も
類

を
見
な
い
、
国
際
的
に
オ
ー
プ
ン
な
産

学
官
連
携
の
公
道
実
証
実
験
は
、
国
際

標
準
活
動
に
も
資
す
る
取
組
と
な
り
ま

し
た
。

実施日：2020年9月1日
内容
・臨海副都心地域で金沢大学・菅沼直樹教授による実証実験の内容、実験車両についてのレクチャー
・羽田空港（首都高）合流支援現地視察
・羽田空港地域で行われている自動運転バス（SORA）の体験試乗
・羽田イノベーションシティ内での質疑応答

登壇者　葛巻清吾プログラムディレクター
　　　　菅沼直樹教授（金沢大学）
　　　　南方真人（東京臨海部実証実験リーダー）

メディアを対象に東京臨海部実証実験取材会を実施

SIP自動運転では、高度な自動
運転の実現に向けて、「交通環
境情報構築と活用ロードマッ
プ」を策定し、第1期から研究
開発及び、実証実験を通じて標
準化・実用化に取り組みました
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Ｖ
２
Ｎ
を
利
活
用
で
き
る
環
境
と

車
両
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
活
用

　

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
東
京
臨
海
副

都
心
、
首
都
高
速
等
に
て
、
Ｖ
2
Ｎ

（V
ehicle to N

etw
ork

）
に
よ
る
交

通
環
境
情
報
の
生
成
、
配
信
等
に
係
る

実
証
実
験
を
行
い
、
22
機
関
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

車
両
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
活
用
し
た
車

線
別
渋
滞
情
報
、
気
象
情
報
、
模
擬
緊

急
走
行
車
両
情
報
、
信
号
情
報
を
提
供

し
、
順
次
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
し

た
。
ま
た
、
東
京
臨
海
部
実
証
実
験
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
臨
海
副
都
心
地
域

を
中
心
に
仮
想
空
間
に
よ
る
安
全
性

評
価
環
境
を
構
築
し
た
実
証
実
験
を
、

２
０
２
２
年
4
月
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
東
京
臨
海
部

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
実
証
実
験
に
参

加
し
た
、
各
機
関
の
試
験
車
両
の
総
走

行
距
離
は
、
延
べ
約
12
万
㎞
に
及
び
ま

し
た
。

交通環境情報のさらなる広範囲での利用促進に向けて、
これまでに整備してきた高精度3次元地図情報や、狭域
通信（V2I）による信号情報や合流支援情報配信等によ
る情報に加え、新たに公衆広域ネットワーク（V2N）
を利用した交通環境情報を配信、利活用可能な実験環境
を整え、より多様なユースケースにおける検証を実施し
ました。

【新たな交通環境情報】車両プローブ情報を活用した車
線別道路交通情報、気象情報、模擬緊急走行車情報、信
号情報など

学校法人幾徳学園 神奈川工科大学、BIPROGY株式会社及び三菱
プレシジョン株式会社を中心とするDIVPR コンソーシアムが参画
し、産学官のオールジャパン体制で「仮想空間における安全性評価
環境の構築」に取り組んできました。その実証実験で活躍した車両
の展示、リアルタイムでの映像配信の様子がSIP-adus合同試乗会
で披露されました。

V2N（公衆広域ネットワーク）による
交通環境情報配信

DIVPRコンソーシアムは
リアルタイムで映像を投影

高度な運転支援や自動運転社会に向けた
情報利活用の安全性を評価

東京臨海部実証実験

様々な交通環境下で再現性の高い安全性評価を検証するため、リアルな
環境における実験評価と代替可能な、実現象と一致性の高いシミュレー
ションモデル（走行環境-電波伝搬-センサ）を特徴とする、臨海副都心地
域を中心とした仮想空間における検証プラットフォーム DIVP®（Driving 
Intelligence Validation Platform）の構築に取り組み、「走行環境-電波伝
搬-センサ」モデルによるシミュレーションの有用性を検証しました。

仮想空間による安全性評価環境の構築
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東京臨海部実証実験に参加した車両には、東京臨海部実証実験コンソーシアムから専用
の機器が貸与されました（実験用車載BOX型PC、GNSS受信機、高度化ビーコン対応
ETC2.0車載器、信号情報提供用ITS無線車載機）。金沢大学が使用する車両にはカメラ
や複数台のLiDARが装着され、様々なデータを収集。東京臨海部実証実験に積極的に
参加しました。

金沢大学はレクサスRXで
臨海部実証実験に参画
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地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

　

2
0
1
7
年
か
ら
中
山
間
地
域
に
お

け
る
道
の
駅
等
を
拠
点
と
し
た
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
が
始
ま
り
ま

し
た
。
道
の
駅
は
全
国
に
１
２
０
４
か

所
（
2
0
2
3
年
2
月
末
現
在
）
設
置

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
中
山
間
地

域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
病
院
・
診
療

所
や
役
場
機
能
な
ど
、
生
活
に
必
要
な

施
設
が
近
接
し
て
い
る
道
の
駅
に
バ
ス

停
（
高
速
バ
ス
、
路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

多
く
、
地
域
の
生
活
や
交
通
の
拠
点
性

を
有
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

一
方
で
道
の
駅
の
多
く
は
中
山
間
地

域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
の
便
が
悪

く
、
マ
イ
カ
ー
が
な
け
れ
ば
移
動
が
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
高
齢

者
に
よ
る
事
故
の
割
合
が
高
く
、
免
許

を
返
納
す
る
傾
向
も
高
く
な
り
、
移
動

の
自
由
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
中
山
間
地
域
の
人
流
・
物
流
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
標
に
実
証
実
験
が

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

実
証
実
験
を
通
じ
て
、
①
日
常
の
生

活
の
足
の
確
保
（
買
物
、
病
院
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
等
）、
②
物
流
の
確
保
（
宅

配
便
、
農
作
物
の
集
出
荷
等
）、
③
地

域
の
活
性
化
（
観
光
、
働
く
場
の
創
出

等
）
な
ど
、
地
域
生
活
を
維
持
し
、
地

方
創
生
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
路
車

連
携
の
移
動
シ
ス
テ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
道
の
駅
「
か
み
こ
あ
に
」

（
秋
田
県
）
と
道
の
駅
「
奥
永
源
寺
渓

中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス

実証実験から実装へ
地域の環境に合わせたサービスを導入

高齢化や過疎化が進む中山間地域では移動の手段を確保するのも容易ではない。
公共交通網が整っておらず、通院や役場、日々の買い物へ出掛けるのに苦労する地域もある。

そうした交通制約者を支えようと、国土交通省、経済産業省、内閣府は
自動運転サービス導入に向けた取組を続けてきた。
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流
の
里
」（
滋
賀
県
）、
道
の
駅
「
赤
来

高
原
」（
島
根
県
）、「
み
や
ま
市
役
所 

山
川
支
所
」（
福
岡
県
）
に
お
い
て
自

動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
運
行
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
運
行
管

理
シ
ス
テ
ム
の
改
良
、
道
路
構
造
や
他

の
交
通
へ
の
影
響
、
地
域
環
境
（
気
象
、

通
信
条
件
）、
コ
ス
ト
、
社
会
的
受
容
性
、

地
域
へ
の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
今

後
も
サ
ー
ビ
ス
実
装
地
域
が
増
え
そ
う

で
す
。

山形県高畠町では病院、調剤薬局、スーパ
ー、役場をルートに設定して実証実験を行
った。地域によっては路線バスで自動運転
実証実験を実施したり、県などの自治体が
主導で実証実験に臨むことも多い

地域住民の生活を支える

2021年7月19日に本格運行を開始した福岡
県みやま市。特徴は、道の駅を拠点とせず、
クリーンエネルギー施設とコミュニティ施設

（廃校になった小学校を活用）を拠点として
いる点だ。自動運転車両の充電にもこのクリ
ーンエネルギーが一部使われている。愛称名
はオレンジスター号。利用客の利便性を考え、
まちの活性化に繋げる。

みやま市役所 山川支所
オレンジスター号走る

自動運転サービス実装地域

道の駅赤来高原（島根県飯南町）では2017
年11月に短期間の自動運転実証実験を実施。
走行環境や社会的受容性、地域への効果など
について検証し、さらに2020年９月から40
日間行った実証実験では道路空間等の整備、
地域の実情に応じた運行管理システムやビジ
ネスモデルの構築に向け検証。2021年10月
に本格運行をスタートさせた。

道の駅赤来高原
子どもたちにも人気

自動運転サービス実装地域

技術面やビジネスモデル等に関する実験結果
を踏まえ、全国初となる自動運転サービスを
2019年11月30日、道の駅 かみこあに（秋
田県北秋田郡上小阿仁村）でスタートした。
導入当初は一部レベル４区間も設定（現在は
レベル2）。積雪時でも電磁誘導線上を走行
できることが確認されており、地域住民の移
動を支えている。

道の駅かみこあに
サービス実装第１号

自動運転サービス実装地域

自動運転サービスの導
入を目指す自治体担当
者や民間事業者に対す
る問い合わせ窓口「ジ
ドサポ」を開設
https://www.hido.
or.jp/jidosapo/

37



現
地
を
訪
ね
る
こ
と
で
見
え
た

移
動
に
対
す
る
課
題
と
期
待

　

2
0
2
1
年
か
ら
、
北
は
秋
田
、
南

は
沖
縄
ま
で
足
を
運
ん
で
試
乗
。
自
治

体
や
運
行
事
業
者
な
ど
、
自
動
運
転
に

関
わ
る
方
に
お
話
を
伺
い
、
W
e
b
サ

イ
ト
や
Y
o
u
T
u
b
e
で
そ
の
様
子

を
発
信
し
て
き
た
。

　

滋
賀
県
東
近
江
市
の
道
の
駅
「
奥
永

源
寺
渓
流
の
里
」、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
拠

点
と
し
た
福
岡
県
み
や
ま
市
、
島
根

県
飯
南
町
の
道
の
駅
赤
来
高
原
、
秋
田

県
上
小
阿
仁
村
の
道
の
駅
か
み
こ
あ
に
、

山
形
県
高
畠
町
、
沖
縄
県
中
部
の
北
谷

町
、
愛
媛
県
の
伊
予
市
、
和
歌
山
県
太

地
町
な
ど
、
各
地
域
は
抱
え
る
課
題
に

対
し
て
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を

進
め
て
い
た
。

　

ど
の
地
域
も
印
象
的
で
あ
っ
た
が
、

中
で
も
、
滋
賀
県
の
東
近
江
市
、
和
歌

山
県
太
地
町
、
栃
木
県
A
B
Ｃ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
J
R
西
日
本
と
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
に
よ
る
取
組
が
興
味
深
か
っ
た
。

　

滋
賀
県
東
近
江
市
と
和
歌
山
県
太
地

町
は
、
ラ
ン
ド
カ
ー
を
使
っ
た
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
の
定
期
運
行
を
始
め
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
地
域
の
共
通
点
は
、

走
行
ル
ー
ト
に
道
幅
が
狭
い
区
間
が
あ

る
こ
と
。
狭
い
道
で
も
走
行
で
き
る
車

両
を
探
し
て
い
た
点
だ
。
ラ
ン
ド
カ
ー

楠田悦子が見た
「日本全国の自動運転」

Kusuda Etsuko
SIP-adusの広報支援を行ってきたSIP-caféでは、モビリテ
ィジャーナリストの楠田悦子氏と共に、自動運転実証実験を
行っている全国各地へ出向き、実際に試乗して現地の方の声
を聞いた。その中で印象に残った地域はどこだろうか

奥永源寺渓流の里
（滋賀県東近江市）

道の駅奥永源寺渓流の里を拠点と
した自動運転サービスに乗ってみ
た。2021年4月23日から本格運
行した地域として注目されてい
る。地元住民のみならず、川遊び
やキャンプ、紅葉などを目的に観
光客が訪れる

貨客混載や観光需要を見込んで
自動運転サービスを導入

和歌山県太地町

内閣府未来技術社会実装事業の採
択を受けて、構想からわずか1年
5か月で自動運転サービスを本格
開始した。タクシーのように手を
挙げるフリー乗降制で、軽自動車
でも通ることができないような路
地をゆっくり走る

鯨のまちが小型カートを導入
路地を抜けて玄関前を走行する
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指
す
と
い
う
。

　

J
R
西
日
本
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
、

2
0
2
0
年
代
半
ば
の
自
動
運
転
・
隊

列
走
行
B
R
T
の
社
会
実
装
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
様
子
を
取
材
に
行
く
こ

と
が
で
き
た
。

　

B
R
T
は
連
節
バ
ス
を
連
想
す
る
人

も
多
い
が
、
バ
ス
専
用
空
間
を
用
い

て
、
輸
送
力
と
定
時
性
を
実
現
す
る
も

の
だ
。
連
接
バ
ス
（
全
長
1
8
m
、
定

員
1
1
9
人
）、
大
型
バ
ス
（
1
2
m
、

87
人
）、
小
型
バ
ス
（
8
m
、
36
人
）

と
い
っ
た
よ
う
に
輸
送
量
や
異
な
る
行

先
に
応
じ
て
車
両
を
組
み
合
わ
せ
、
専

用
空
間
を
走
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
般

道
も
走
り
需
要
と
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
さ
と
ロ
ー
コ
ス
ト
化
を
実

現
さ
せ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
と
構
想
し
て
い
る
。
テ
ス
ト
コ
ー
ス

を
使
っ
て
、
G
N
S
S
、
磁
気
マ
ー
カ
、

電
磁
誘
導
、
白
線
検
知
な
ど
、
ど
の
機

能
が
よ
り
有
効
か
、
将
来
的
な
コ
ス
ト
、

維
持
管
理
に
つ
い
て
も
念
頭
に
持
続
可

能
な
サ
ー
ビ
ス
へ
と
作
り
こ
ん
で
い
る
。

　

実
用
化
に
向
け
て
技
術
や
サ
ー
ビ
ス

の
み
な
ら
ず
、
民
間
が
維
持
管
理
す
る

場
合
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
徹
底
的
に

検
証
し
て
お
り
今
後
が
と
て
も
楽
し
み

だ
。

　

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
は
ま
だ

道
半
ば
で
は
あ
る
が
、
よ
い
事
例
の
横

展
開
も
始
ま
っ
て
い
る
。
多
く
の
走
行

実
績
が
積
み
あ
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
を
基
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で

き
る
と
い
い
。　
　
　
　
（
楠
田
悦
子
）

を
使
っ
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
は
、
乗

務
員
が
高
齢
者
の
乗
降
の
手
伝
い
や
見

守
り
も
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も

電
磁
誘
導
線
上
を
走
る
こ
と
で
、
狭
い

道
で
も
安
全
に
運
行
で
き
る
と
こ
ろ
が

利
点
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
高
齢
者
や
移

動
制
約
者
に
は
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
が

少
し
ず
つ
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る

と
感
じ
た
。

　

さ
ら
に
東
近
江
市
で
は
持
続
可
能
な

仕
組
み
と
し
て
、
プ
ロ
の
事
業
者
が
住

民
ド
ラ
イ
バ
ー
と
伴
走
す
る
事
業
者
協

力
型
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
新
制
度

が
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
だ
と
話
し
て
い
た

点
も
参
考
に
な
っ
た
。
太
地
町
は
こ
の

東
近
江
市
を
参
考
に
し
て
、
役
場
の
総

務
課
職
員
が
、
紀
南
河
川
事
務
所
と
相

談
し
な
が
ら
、
和
歌
山
県
県
土
整
備
部
、

ヤ
マ
ハ
発
動
機
と
と
も
に
現
地
を
歩
い

て
考
え
、
構
想
か
ら
わ
ず
か
1
年
5
か

月
で
サ
ー
ビ
ス
実
装
に
こ
ぎ
つ
け
た
と

聞
い
た
と
き
は
驚
い
た
。

　

栃
木
県
の
自
動
運
転
の
取
組
は
珍

し
い
事
例
だ
。
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
3
年
度
に
か
け
て
、
県
内
の
複

数
箇
所
で
実
証
実
験
を
実
施
。
地
域
の

特
徴
に
合
わ
せ
て
車
両
も
変
え
る
な
ど

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
に
は
単
発

の
実
証
実
験
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
事
例

も
あ
る
が
、
栃
木
県
で
は
継
続
的
に
取

り
組
み
、
2
0
2
3
年
度
ま
で
に
県
下

の
全
自
治
体
と
交
通
事
業
者
な
ど
に
自

動
運
転
車
を
走
ら
せ
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
共
有
す
る
と
い
う
点
が
興
味
深
い
。

2
0
2
4
年
度
は
本
格
運
行
に
向
け
た

準
備
期
間
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
実
装
を
目

栃木ABCプロジェクト

2025年度中に自動運転バスの本
格運行を目指し、2022年は壬生
町、那須塩原市、小山市、那須
町、宇都宮市で実証実験を行って
きた。BYD社製のEVもいち早く
実験で使用するなど県をあげての
積極的な姿勢に期待が膨らむ

地域に合わせて車両をチェンジ
県が自治体をサポートして挑む

自動運転・隊列走行

2022年10月、西日本旅客鉄道株
式会社とソフトバンク株式会社が
かねてより実証実験を行ってい
た、連節バスの自動運転及び車種
が異なる3台のバス（連節、大型、
小型）による隊列走行が報道陣に
公開されました

JR西日本とソフトバンクが
大きさが異なるバスで隊列走行
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#02

将来の自動運転社会のあり方について理解を深める「市民ダイアログ」
　平成28年（2016年）度から開催された「市民ダイア
ログ」。SIP自動運転関係者が、地域住民や交通事業者
などと対話し、その地域における移動に対する課題や将
来ニーズを自動運転の研究開発に反映させると共に、社
会的受容性の醸成を目的に始まりました。
　2018年には香川県小豆島中央高等学校にて開催する

など、全国規模で実施してきました。地方部では高齢化
と人口減少が進む地域が多く、免許を返納した高齢者の
移動手段の確保や通学のための公共交通サービスをどう
提供していくべきか。地域ごとに異なる課題に対してど
のような対策を高じるべきか。自動運転サービス導入へ
の期待などについて議論を重ねてきました。

SIP-adus  COLUMN

@東京ビッグサイト　2017.11.3
テーマモビリティと都市デザイン

＠香川県小豆島　2018.12.4
テーマ 日本の未来図 小豆島～地域で創るモビリテ
ィサービス

@東京都 駒場東大　2018.2.5
テーマ未来社会とMaas

＠長野県伊那市　2019.8.5
テーマ ひと・まち・暮らしの将来を支える自動運転の
役割～いつまでも住み続けたいまちの実現に向けて～

オンライン開催　2021.6.10
テーマ横浜での取組から考える都市郊外の移動
～自動運転の社会実装に向けて

＠広島県庄原市　2022.11.8
テーマ 豊かな暮らしを支える持続可能な移動に向けて
～庄原市でのデータ活用の取り組みと、MaaSへの道すじ

＠栃木県　2022.4.20
テーマ地域の実情に応じた持続可能な
モビリティサービスの構築に向けて
～オール栃木の挑戦
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TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P自動運転への思い

清
水
和
夫
が
聞
く

PART.2

古
賀
康
之

安
部
勝
也

牧
野
充
浩

井
出
真
司
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様
々
な
組
織
が
一
体
と
な
り

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
良
好
な
体
制
を
構
築

─
─
古
賀
さ
ん
は
、
S
I
P
第
１
期
の

最
終
年
度
に
あ
た
る
2
0
1
8
年
8
月

か
ら
、
2
0
2
1
年
7
月
ま
で
3
年
に

わ
た
っ
て
、
内
閣
府
の
S
I
P
自
動
運

転
の
企
画
官
や
参
事
官
と
し
て
広
報
活

動
の
強
化
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

S
I
P
で
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
初
め
て
の
府
省
連
携
や
ガ
バ
ニ
ン

グ
ボ
ー
ド
の
設
置
な
ど
、
新
た
な
試
み

が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
。

古
賀　

自
動
運
転
、
特
に
そ
の
社
会
実

装
と
い
う
テ
ー
マ
に
は
、
様
々
な
制
度

や
技
術
が
複
雑
に
関
係
し
て
き
ま
す
。

一
つ
の
省
庁
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い

よ
う
な
課
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
い
う
点
で
、
S
I
P
自
動
運
転
は
府

省
・
分
野
の
枠
を
超
え
て
事
業
化
・
実

用
化
を
目
指
す
と
い
う
S
I
P
の
枠
組

み
の
下
で
実
施
す
べ
き
典
型
的
な
事
例

で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
4
省
5
局
と
い
わ

れ
る
政
府
の
組
織
と
、
自
動
車
メ
ー
カ

を
始
め
と
す
る
産
学
の
様
々
な
組
織
の

方
々
が
一
体
と
な
り
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
上
で
は
、
S
I
P
は
非
常
に

良
い
体
制
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
が
赴
任
し
た
当
時
は
、
葛
巻
さ

ん
が
P
D
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

政
府
は
ど
う
し
て
も
、
解
決
す
べ
き
課

題
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
異
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

TOUCH THE FUTURE
INTERVIEW ─ S I P自動運転への思い

古
賀
康
之

課
題
を
明
確
に
し
て

乗
り
越
え
て
い
く
力

YASUYUKI KOGA
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葛
巻
P
D
の
よ
う
に
強
い
力
で
牽
引
し

て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

こ
と
で
、
皆
が
あ
る
程
度
同
じ
方
向
を

向
い
て
取
り
組
め
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
S
I
P
の
予
算
は
年
間
30
億
程
度

で
、
ト
ヨ
タ
や
日
産
、
ホ
ン
ダ
か
ら
見

れ
ば
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
こ
れ
だ
け
多
く
の
関
係
者
が
同
じ
方

向
を
向
い
て
取
り
組
め
た
と
い
う
点

に
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
醍

醐
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
奇
跡
的

に
、
ど
の
人
が
欠
け
て
も
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
よ
う
な
良
い
キ
ャ
ス
ト
が
揃

い
、
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
の
気
持

ち
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

古
賀　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
く
の

場
合
、
立
ち
上
が
り
は
い
い
の
で
す
が
、

そ
の
後
失
速
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
ま
ず
、
渡
邉

さ
ん
、
葛
巻
さ
ん
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
あ
る
P
D
に
非
常
に
力
強
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
、

出
口
を
見
な
が
ら
P
D
と
し
て
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
た
だ
い
た
の

は
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
。
予
算
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
5
年
間
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
を
通
じ
て
そ
れ
を

維
持
す
る
だ
け
で
も
実
は
結
構
大
変
な

の
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
は

毎
年
1
割
減
っ
て
い
く
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
必
要
な
予
算
を
継
続

的
に
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
、
葛
巻

P
D
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
色
々
考
え
て
い
た

だ
き
、
し
っ
か
り
と
成
果
を
毎
年
出
し

て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

─
─
自
動
運
転
の
チ
ー
ム
は
、
自
動
車

業
界
と
い
う
大
き
な
母
体
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
そ
の
点
で
、
他
の
課
題
と
異
な

る
点
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

古
賀　

特
に
社
会
実
装
や
技
術
の
面
で
、

自
動
運
転
は
や
や
誤
解
さ
れ
て
い
る
部

分
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば

G
o
o
g
l
e
な
ど
の
大
手
I
T
企
業

が
自
動
運
転
車
を
発
表
し
た
り
す
る
と
、

一
般
の
方
は
「
自
動
運
転
の
車
で
ど
こ

に
で
も
ス
イ
ス
イ
行
け
る
」
と
い
う
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
ま
で
到
達
す
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
い
く
つ
も
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
の

が
現
実
で
す
。
で
は
今
、
リ
ア
ル
に
ど

の
辺
に
い
る
の
か
、
自
動
運
転
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
を
一
般
に
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要

で
す
が
、
そ
れ
に
は
非
常
に
大
き
な
パ

ワ
ー
が
必
要
で
す
。
S
I
P
自
動
運
転

は
、
対
応
す
べ
き
課
題
が
拡
大
し
て
い

く
に
つ
れ
て
内
閣
府
の
担
当
者
も
拡
充

し
ま
し
た
し
、
管
理
法
人
の
N
E
D
O

に
お
い
て
も
必
要
な
体
制
を
組
ん
で
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う

意
味
で
は
、
相
当
力
を
入
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

積
極
的
に
施
策
を
実
施
し
て

着
実
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
進
行

─
─
メ
デ
ィ
ア
は
よ
く
「
日
本
の
自
動

運
転
は
遅
れ
て
い
る
」
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
内
側
か
ら
見
れ
ば
、
決
し
て
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
際
基
準

を
決
め
る
国
際
会
議
の
共
同
議
長
を
取

り
に
行
っ
た
り
、
警
察
庁
や
国
土
交
通

省
も
世
界
初
の
レ
ベ
ル
3
へ
向
け
法
律

を
改
正
し
た
り
、
2
0
1
8
年
ご
ろ
に

は
「
こ
れ
は
い
け
る
だ
ろ
う
」
と
い
う

光
が
見
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
古
賀

さ
ん
が
、
葛
巻
P
D
と
の
タ
ッ
グ
で
広

報
活
動
を
さ
ら
に
強
化
し
て
く
れ
た
と

思
い
ま
す
。
た
だ
実
際
や
っ
て
み
る
と
、

も
う
本
当
に
自
動
運
転
ほ
ど
誤
解
さ
れ

や
す
い
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

た
だ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
出
す
だ

け
で
は
駄
目
で
、
市
民
ダ
イ
ア
ロ
グ
や

試
乗
会
な
ど
を
通
し
て
、
繰
り
返
し
説

明
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

古
賀　

一
般
向
け
の
説
明
と
し
て
は
、

S
I
P
第
1
期
、
第
2
期
を
通
じ
て
市

民
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
開
催
を
継
続
し
た
ほ

か
、
S
I
P
第
1
期
に
実
施
し
た
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
、
次
世
代
都
市
交
通
、

歩
行
者
事
故
低
減
な
ど
の
研
究
成
果
を

発
信
す
る
た
め
の
「
自
動
運
転
の
あ
る

未
来
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス 

あ
ら
ゆ
る
人
に

移
動
の
自
由
を
」
を
2
0
1
9
年
2
月

に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
S
I
P
第

2
期
の
中
間
に
あ
た
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
地
域
の
自
治
体
や
事

業
者
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
が
一
堂

に
会
し
、
地
域
に
お
け
る
自
動
運
転
サ

ー
ビ
ス
の
実
用
化
に
向
け
た
連
携
を
強

化
す
る
「
地
域
自
動
運
転
サ
ミ
ッ
ト
」

と
S
I
P
自
動
運
転
で
そ
れ
ま
で
に
得

ら
れ
た
成
果
を
発
表
す
る
「
S
I
P

第
2
期
自
動
運
転 

中
間
成
果
発
表
会
」

を
同
時
開
催
（
2
0
2
1
年
3
月
）
す

る
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
東
京

臨
海
部
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た
実
証

実
験
と
の
連
携
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
京
臨
海
部
実
証
実
験
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
お
台
場
や
羽
田
空

港
エ
リ
ア
、
お
台
場
と
羽
田
空
港
を
繋

ぐ
首
都
高
速
道
路
に
か
か
わ
る
自
治
体

や
周
辺
住
民
の
方
に
理
解
を
得
る
た
め

に
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、
自
動
運
転

の
実
証
実
験
の
実
施
予
定
を
お
知
ら
せ

し
た
り
、
と
い
う
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
一
般
の
方
々
の
自
動
運
転
に
関
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
も

行
い
ま
し
た
。

３
回
の
試
乗
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

成
果
を
目
に
見
え
る
も
の
に

─
─
古
賀
さ
ん
の
在
任
期
間
中
か
ら
、

合
計
3
回
の
試
乗
会
を
実
施
で
き
た
の

も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

古
賀　

2
0
2
1
年
4
月
に
清
水
さ
ん

を
中
心
に
動
い
て
い
た
だ
き
、
自
動
車

メ
ー
カ
等
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
試

乗
会
で
は
、
当
時
の
科
学
技
術
政
策
担

当
の
井
上
信
治
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

に
、
S
I
P
第
1
期
の
成
果
で
あ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
も
活
用
し
て
、
自

動
運
転
車
と
し
て
世
界
初
の
型
式
指
定

を
受
け
た
ホ
ン
ダ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
乗

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ジ
ェ
ン
ド

の
自
動
運
転
は
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
ム

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
も
の
で
渋
滞
時
に

作
動
す
る
の
で
す
が
、
当
時
は
コ
ロ
ナ

禍
で
道
路
が
空
い
て
い
た
た
め
、
渋
滞

が
起
こ
ら
ず
、
30
㎞
／
h
以
下
で
作

動
可
能
と
な
る
レ
ベ
ル
3
を
体
感
い
た

だ
け
な
か
っ
た
の
が
や
や
心
残
り
で
す
。

た
だ
し
レ
ベ
ル
2
の
高
度
な
運
転
支
援
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に
つ
い
て
は
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
大
き
な
こ

と
を
す
る
に
は
政
治
レ
ベ
ル
の
方
々
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
も

必
要
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

歴
代
の
科
学
技
術
政
策
担
当
の
大
臣
に

は
自
動
運
転
車
へ
の
試
乗
等
を
通
じ
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
つ
い
て
政
府
の
会

合
や
定
例
の
記
者
会
見
等
で
積
極
的
に

御
発
言
い
た
だ
く
な
ど
、
政
府
内
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
も

一
役
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
─
そ
う
い
え
ば
S
I
P
第
1
期
中
の

2
0
1
6
年
に
は
、
軽
井
沢
で
開
か
れ

た
G
7
の
交
通
大
臣
会
合
で
、
各
国
の

大
臣
に
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
自
動
運
転
車

に
試
乗
し
て
も
ら
う
と
い
う
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。
当
初
か
ら
山
本
一
太
科

学
技
術
政
策
担
当
大
臣
を
中
心
に
、「
日

本
が
自
動
運
転
で
国
際
的
な
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
取
る
の
だ
」
と
い
う
意
識
は
高

か
っ
た
で
す
ね
。

古
賀　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
当
初
は
、

2
0
2
0
年
に
開
催
予
定
だ
っ
た
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
、
海
外
の
方
に
も

日
本
の
自
動
運
転
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
工

業
会
と
S
I
P
自
動
運
転
が
連
携
し
て

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
同
時
期
に
大

規
模
な
試
乗
会
を
開
催
し
よ
う
と
、
お

台
場
、
羽
田
空
港
、
首
都
高
速
道
路
等

に
お
い
て
自
動
運
転
用
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
大
変
な

苦
労
を
し
な
が
ら
準
備
し
、
海
外
か
ら

来
ら
れ
る
要
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

総
理
に
試
乗
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
も

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
体
が
延
期
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
試
乗
会
も
延
期
と
な

り
大
々
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
大
臣
に
は
羽
田
空
港
地
域
で

の
自
動
運
転
バ
ス
の
試
乗
や
、
お
台
場

の
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
の
試
乗
な
ど
、
何

度
も
試
乗
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

の
在
任
期
間
中
だ
け
で
も
3
名
の
大
臣

に
、
自
動
運
転
の
今
を
体
感
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

自
動
運
転
技
術
そ
の
も
の
が

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
核

─
─
安
倍
首
相
が
「
3
本
の
矢
」
の
一

つ
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
さ
れ
て
い
た
の
も
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。

古
賀　

安
倍
首
相
に
は
、
2
0
1
5
年

に
京
都
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
科
学
技

術
と
人
類
の
未
来
に
関
す
る
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
S
T
S
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」
で

「
2
0
2
0
年
の
東
京
2
0
2
0
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
ま
で
に
、
自
動
車
の
自
動
運
転
技
術

の
実
用
化
と
普
及
を
実
現
さ
せ
る
」
と

の
方
針
を
表
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
S
I
P
第
1
期

中
の
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
意
味

で
は
私
も
国
際
連
携
に
は
か
な
り
一
生

懸
命
取
り
組
ん
だ
つ
も
り
で
す
。
主
に

欧
州
、
特
に
2
0
1
7
年
1
月
に
日
独

の
大
臣
間
で
署
名
さ
れ
た
「
自
動
走
行

YASUYUKI KOGA
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技
術
の
研
究
開
発
の
推
進
に
関
す
る
日

独
共
同
声
明
」
を
契
機
と
し
て
ド
イ
ツ

と
の
連
携
を
進
め
ま
し
た
。
2
0
1
8

年
2
月
の
連
携
開
始
時
に
は
独
メ
ル

ケ
ル
首
相
が
来
日
し
た
際
の
日
独
首

脳
会
談
で
も
自
動
運
転
分
野
の
協
力

を
推
進
す
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
2
0
1
4
年
以
降
、
毎
年

開
催
し
て
き
た
S
I
P
¦
a
d
u
s 

W
o
r
k
s
h
o
p
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
会
合
で
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣

の
出
席
を
得
て
、
自
動
運
転
に
関
す
る

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
図
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

─
─
い
よ
い
よ
最
後
の
第
2
期
ラ
ス
ト

イ
ヤ
ー
を
迎
え
ま
し
た
が
、
古
賀
さ
ん

の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
賀　

私
は
第
1
期
の
最
終
年
度
、
こ

れ
は
第
2
期
の
初
年
度
で
も
あ
る
の

で
す
が
、
そ
こ
か
ら
3
年
間
担
当
し

ま
し
た
。
第
2
期
も
最
終
年
度
と
な

り
、
今
年
は
色
々
な
成
果
を
発
信
し

て
い
く
年
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
S
I
P
第
2
期
か
ら
開
始
し
た

信
号
情
報
を
始
め
と
す
る
交
通
環
境

情
報
の
構
築
と
活
用
、
仮
想
空
間
で

の
自
動
運
転
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
D
I
V
P
や

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
を
実
現
す
る

モ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

M
D 

c
o
m
m
u
n
e
t
の
事
業
化

な
ど
の
大
き
な
成
果
も
得
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
成
果
が
実
社
会

に
お
け
る
自
動
運
転
の
実
現
に
向
け
て
、

本
当
に
役
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

世界初の自動運転レベル3搭載車ホンダ・レジェンドに井上信治内閣府特命担当大臣（左）が試乗。
右はSIP自動運転サブプログラムディレクター杉本洋一氏
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自
動
運
転
に
は
道
路
側
の

サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い

─
─
安
部
さ
ん
が
国
土
交
通
省
（
以
下
、

国
交
省
）
道
路
局
か
ら
S
I
P
の
ご
担

当
に
な
ら
れ
た
の
は
、
第
１
期
の
後
半

で
す
ね
。
最
初
に
お
話
を
聞
い
た
際
は
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

安
部　

私
が
S
I
P
の
担
当
に
な
っ
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
第
１
期
が
終
わ
り
か

け
の
こ
ろ
で
す
。
当
時
は
葛
巻
P
D
か

ら
、
第
２
期
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
ご

相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
最
も
魅
力

的
だ
と
感
じ
た
の
は
、
民
間
企
業
の
そ

れ
な
り
の
権
限
を
持
っ
た
方
々
が
参
加

さ
れ
て
い
た
点
で
し
た
ね
。
自
動
運
転

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
自
動
車
メ
ー

カ
、電
機
メ
ー
カ
、地
図
会
社
な
ど
様
々

な
方
々
が
会
社
を
代
表
し
て
集
ま
り
、

協
調
領
域
を
構
築
し
て
い
く
。
S
I
P

に
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
こ

と
に
、
ま
ず
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
ど
も
は
、
道
路
イ
ン
フ
ラ

側
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
ず
る
べ
き

か
を
、
前
向
き
に
議
論
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

─
─
道
路
は
我
々
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
よ
う
に
あ
る
存
在
で
、
自
動
運
転
と

い
え
ば
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
車
側
に
フ

ォ
ー
カ
ス
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
道

路
は
E
T
C
２
・
０
や
自
動
運
転
に
資

す
る
コ
ネ
ク
ト
技
術
な
ど
、
自
動
運
転

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
S
I
P
で
は
、
道
路
局
に
強
く
推

進
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
部
さ
ん

も
「
道
路
側
が
一
緒
に
な
っ
て
参
画
し

て
い
く
こ
と
」
を
当
初
か
ら
重
要
視
さ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
部　

車
側
だ
け
で
自
動
運
転
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
と
、
技
術
開
発
も
含
め

て
か
な
り
の
コ
ス
ト
と
時
間
を
要
し
ま

す
。
そ
れ
は
自
動
運
転
車
両
の
価
格
と

い
う
形
で
跳
ね
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
道
路
側
で
支
援
し
た
ほ
う
が
、
効

果
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
道

路
側
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
れ
ば
、

安
全
性
を
高
め
ら
れ
る
の
か
。
い
わ
ゆ

KATSUYA ABE

安
部
勝
也

自
動
運
転
に
向
か
っ
て

共
に
前
に
進
む
姿
に
感
銘

国
土
交
通
省　

九
州
地
方
整
備
局　

道
路
部
長
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る
路
車
連
携
の
技
術
を
導
入
す
る
こ
と

で
交
通
事
故
を
道
路
側
か
ら
防
い
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
S
I
P

は
、
自
動
運
転
の
検
討
に
お
い
て
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
が
演
ず
る
べ
き
役
割
を
議

論
で
き
る
場
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
ね
。

高
速
は
「
自
動
車
専
用
の
空
間
」

低
リ
ス
ク
で
取
組
を
推
進

─
─
2
0
1
4
年
に
始
ま
っ
た
S
I
P

で
は
、
第
1
期
で
高
精
度
地
図
を
作
り
、

第
2
期
の
2
0
2
0
年
に
は
ホ
ン
ダ
が

世
界
初
の
レ
ベ
ル
3
の
型
式
認
定
を
受

け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
海
外

で
も
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
が
ま
だ
達

成
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
な

か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
よ
う
で

す
。
日
本
で
う
ま
く
い
っ
た
背
景
に
は
、

や
は
り
S
I
P
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

安
部　

そ
う
で
す
ね
。
特
に
高
速
道
路

は
、
人
も
自
転
車
も
お
ら
ず
信
号
も
な

い
「
自
動
車
専
用
の
空
間
」
で
す
か

ら
、
一
般
道
路
に
比
べ
て
交
通
事
故
の

リ
ス
ク
の
低
い
環
境
で
自
動
運
転
へ
の

取
組
を
進
め
ら
れ
ま
す
。
高
速
道
路
で

は
区
画
線
も
綺
麗
に
引
か
れ
て
い
ま
す

し
、
路
肩
も
十
分
に
取
れ
て
い
ま
す
。

整
っ
た
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
と
し

て
も
「
ど
の
程
度
、
道
路
側
で
支
援
で

き
る
の
か
」
は
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

合
流
支
援
の
実
証
実
験
や
路
上
工
事
等

の
情
報
を
自
動
運
転
車
に
提
供
す
る
仕

組
み
な
ど
、
様
々
な
要
素
を
実
証
実
験

し
ま
し
た
し
、
現
在
継
続
し
て
い
る
も

り
が
、
日
本
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て

い
な
い
気
も
し
ま
す
。
こ
れ
も
S
I
P

で
上
手
く
連
携
が
取
れ
た
結
果
で
し
ょ

う
か
。

安
部　

そ
れ
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
産

学
官
が
自
動
運
転
の
実
現
に
向
け
て
同

じ
方
向
を
向
い
て
い
た
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
地
図
作
り
に
と
っ
て
の
試
練

は
、
更
新
で
す
。
特
に
、
高
速
道
路
で

は
な
く
て
一
般
道
の
ほ
う
が
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
私
は
S
I
P
か
ら
離
れ
て

か
ら
３
～
４
年
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
い
な

い
の
で
す
が
、
国
交
省
で
は
道
路
管
理

の
た
め
に
管
理
す
る
国
道
の
３
次
元
デ

ー
タ
を
継
続
的
に
取
得
し
て
い
る
の
で
、

今
で
は
一
般
道
に
つ
い
て
は
我
々
の
デ

ー
タ
も
活
用
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

全
国
へ
広
が
る
地
方
部
の
自
動
運
転

で
高
齢
者
の「
生
活
の
足
」を
確
保

─
─
S
I
P
に
お
け
る
道
路
局
の
取
組

で
非
常
に
重
要
だ
っ
た
の
が
、
地
方
の

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
私
も
秋
田

県
の
上
小
阿
仁
村
を
は
じ
め
全
国
を
取

材
す
る
中
で
、“
道
と
車
と
人
々
の
生

活
” 

を
支
え
る
上
で
こ
れ
か
ら
地
方
が

重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
と
実
感

し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

安
部　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
高
速
道

路
の
自
動
運
転
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

物
流
や
利
便
性
、
交
通
安
全
の
観
点
か

ら
議
論
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
地
方

部
の
自
動
運
転
は
、
特
に
「
高
齢
者
の

生
活
の
足
を
ど
う
確
保
す
る
か
」
に
力

点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
中
山
間
地
域

に
住
む
、
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
、
病
院
や
役
所
、
買
い
物
な

ど
日
常
生
活
に
必
要
な
拠
点
を
往
復
す

る
交
通
手
段
と
し
て
、
自
動
運
転
を
活

用
で
き
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
色
々

な
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

　

I
T
S
推
進
室
を
離
れ
た
後
、
私
は

和
歌
山
勤
務
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

地
方
部
に
お
け
る
生
活
の
足
の
確
保
は

非
常
に
大
切
な
視
点
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
S
I
P
で
は
秋
田
の
上
小
阿
仁
村

な
ど
各
所
で
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
S
I
P
で
実
験
を
行
っ

た
地
域
以
外
で
展
開
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
は
、
S
I
P
の
成
果
を
活
用
し
つ

つ
も
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
柔
軟
に
合

わ
せ
た
方
法
で
や
っ
て
い
か
な
い
と
上

手
く
い
か
な
い
側
面
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

そ
れ
が
面
白
く
も
あ
り
、
難
し
く
も
あ

り
ま
し
た
。

─
─
私
も
先
日
、
広
島
の
庄
原
市
と
い

う
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、
非
常

に
広
大
な
土
地
に
人
口
が
約
3
万
人
し

か
い
な
い
。
そ
れ
で
地
元
の
高
校
生
の

話
を
聞
く
と
「
ほ
と
ん
ど
移
動
し
て
い

な
い
」
と
い
う
の
で
す
。
広
大
な
エ
リ

ア
な
の
に
も
っ
た
い
な
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。

安
部　

中
山
間
地
域
で
の
社
会
実
験
を

行
っ
た
地
域
の
う
ち
、
社
会
実
装
に
入

っ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
様
々
な
事
情
で

実
装
に
ま
だ
入
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
S
I
P
で
実

証
を
行
っ
た
エ
リ
ア
以
外
で
も
、
ヤ
マ

ハ
の
カ
ー
ト
型
の
自
動
運
転
車
両
を
使

う
な
ど
し
て
自
動
運
転
の
実
装
を
進

の
も
あ
り
ま
す
。
高
精
度
地
図
も
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
基
盤
株
式
会
社
と

色
々
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

─
─
た
と
え
ば
道
路
を
建
設
す
る
際
に

は
、
当
然
設
計
図
が
あ
る
わ
け
で
す
よ

上
下
線
約
３
万
㎞
」
と
い
う
距
離
は
、

日
本
に
お
け
る
全
て
の
高
速
自
動
車
国

道
と
一
般
国
道
の
合
計
が
7
・
5
万
㎞

（
上
下
線
約
15
万
㎞
）
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
か
な
り
な
数
字
で
す
。
一
方
、

海
外
で
は
自
動
運
転
に
必
要
な
地
図
作

ね
。
そ
れ
も
今
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
S
I
P
で
は
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
図
面
な
ど
も
利
活
用

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

安
部　

我
々
と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
、
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
設
計
図
や
完
成
図
は

あ
る
の
で
す
が
、
当
時
は
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
マ
ッ
プ
基
盤
株
式
会
社
が
自
分
で

デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
我
々

は
、
自
動
運
転
が
ま
だ
夢
物
語
の
よ
う

な
こ
ろ
に
は
、
道
路
を
建
設
す
る
た
め

の
図
面
が
自
動
運
転
の
用
途
に
使
え
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

我
々
の
使
っ
て
い
る
図
面
を
そ
の
ま
ま

自
動
運
転
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

加
工
が
必
要
な
図
面
に
な
っ
て
い
た
と

い
う
点
が
あ
り
ま
す
。
道
路
の
電
子
化

さ
れ
た
完
成
図
な
ど
を
自
動
運
転
用
の

図
面
に
変
換
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
る

と
「
直
接
M
M
S
（
モ
ー
ビ
ル
マ
ッ
ピ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
で
３
次
元
点
群
デ
ー

タ
を
取
得
し
た
ほ
う
が
早
い
」
と
い
う

考
え
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

─
─
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
が
カ
バ
ー

す
る
「
高
速
道
路
と
自
動
車
専
用
道
路
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め
て
い
る
地
域
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

S
I
P
の
成
果
を
も
と
に
、
各
地
域
で

地
域
公
共
交
通
に
お
け
る
自
動
運
転
サ

ー
ビ
ス
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
の
は

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

─
─
そ
う
し
た
取
組
が
、
S
I
P
第
3

期
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
よ
う
な
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
繋
が
っ
て
い
く
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
地
方
に
お
け

る
ロ
ボ
ッ
ト
M
a
a
S
を
、
レ
ベ
ル
4

の
自
動
運
転
が
担
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

安
部　

古
式
捕
鯨
発
祥
の
町
と
し
て

知
ら
れ
る
和
歌
山
県
太
地
町
で
は
、

２
０
２
２
年
11
月
か
ら
自
動
運
転
の
社

会
実
装
が
始
ま
り
、
非
常
に
好
評
で
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
。
漁
師
町
の
狭
い
路

地
を
、
現
役
を
引
退
し
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
運
転
席
に
座

り
、
ヤ
マ
ハ
製
の
自
動
運
転
車
の
特

性
を
活
か
し
て
ゆ
っ
く
り
と
周
回
し
て

い
ま
す
。
レ
ベ
ル
2
で
す
が
、
タ
ク
シ

ー
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
前
で
お

年
寄
り
を
乗
せ
て
ス
ー
パ
ー
へ
行
っ
た

り
、
病
院
へ
行
っ
た
り
し
て
生
活
の
足

と
し
て
便
利
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
運
転
席
に
座
る
方
は
運
転
し
な
が

ら
、
気
に
な
る
お
宅
に
声
を
か
け
た
り

し
て
、
見
守
り
の
役
目
も
果
た
し
て
い

ま
す
。
い
わ
ば
、
自
動
運
転
車
両
が

お
年
寄
り
の
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
実
証
実
験
は
6
月
か
ら
始
ま

り
、
年
度
末
ま
で
に
実
装
し
よ
う
と
い

う
計
画
で
し
た
が
、
実
験
が
終
わ
っ
て

す
ぐ
に
住
民
か
ら
「
早
く
本
格
的
に

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
強
く
な

り
、
早
速
11
月
か
ら
実
装
と
な
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
地
方
に
お
け

る
高
齢
者
の
生
活
の
足
と
な
る
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
の
姿
が
見
ら
れ

ま
す
よ
。

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
参
加
者
が

「
大
義
を
共
有
す
る
こ
と
」が
重
要

─
─
S
I
P
が
成
功
し
た
要
因
は
い
く

つ
か
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
同

じ
よ
う
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
く
中

で
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に

お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
点
が
重
要
だ

と
思
わ
れ
ま
す
か
。
た
と
え
ば
同
じ

S
I
P
¦
a
d
u
s
に
関
わ
る
者
同
士

で
も
、
道
路
と
警
察
、
道
路
と
自
動
車

な
ど
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
異
な
れ

ば
意
見
も
違
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
疑

問
点
が
生
じ
て
も
、
気
軽
に
聞
け
な
い

面
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

安
部　

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る

人
た
ち
が
集
ま
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、「
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
」
が

重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
S
I
P
に
参

加
し
て
い
る
時
は
、
協
調
領
域
と
競
争

領
域
の
境
が
曖
昧
だ
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
本
来
、
民
間

各
社
が
自
ら
資
金
を
出
し
て
実
用
化
に

向
け
努
力
し
な
い
と
い
け
な
い
領
域

を
、
国
費
で
ま
か
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
常
に
自
問
自
答
し
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
葛
藤
や
疑
問
も
な
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

私
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
全
員
が
そ

う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

S
I
P
¦
a
d
u
s
は
始
ま
っ
て
か
ら

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
の
で
、
境
が

当
初
か
ら
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の
は

当
然
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

安
部　

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
課
題
が

あ
る
中
で
も
、
S
I
P
¦
a
d
u
s
で

は
、「
S
I
P
¦
a
d
u
s
は
こ
う
い

う
社
会
を
目
指
す
の
だ
」
と
い
う
明
確

な
目
的
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
日
本
経
済
の
た
め
に
も
、
自
動
車

産
業
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
産
業
の
将
来

の
た
め
に
も
、
こ
れ
は
成
功
さ
せ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
活
動
に
対
す
る
現

実
社
会
に
お
け
る
価
値
、
つ
ま
り
大
義

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

す
る
前
か
ら
、参
加
者
の
誰
も
が
、個
々

の
組
織
の
使
命
を
持
ち
つ
つ
も
、
同
じ

よ
う
な
目
的
、
大
義
そ
し
て
使
命
感
を

持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
各
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

違
い
は
あ
れ
ど
、
そ
れ
に
起
因
す
る
利

害
の
衝
突
は
あ
る
に
せ
よ
、
各
者
が
柔

軟
性
を
も
っ
て
「
他
の
意
見
を
聞
い
て

前
に
進
も
う
」
と
思
え
た
の
で
し
ょ
う
。

参
加
者
が
違
う
方
向
を
向
い
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
個
々
の
ベ
ク
ト
ル
の

長
さ
が
大
き
く
と
も
、
ベ
ク
ト
ル
の
和

は
ゼ
ロ
に
近
く
な
る
の
で
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。
S
I
P
で
は
、
皆
の
ベ
ク
ト

ル
の
長
さ
は
様
々
で
し
た
が
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
た
の
で
、
ベ
ク
ト
ル
の
和

は
非
常
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

─
─
初
代
P
D
の
渡
邉
さ
ん
は
、
い
つ

も
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
や
る
の
だ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
僕
は
ト

ヨ
タ
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
、
市
民
の
た
め
の
自
動
車
社
会
を
作

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
。
こ
れ
か

ら
も
自
動
車
業
界
に
は
多
く
の
課
題
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
S
I
P
で

は
こ
の
大
義
が
私
も
含
め
、
多
く
の
参

加
者
を
突
き
動
か
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
動
運
転
レ
ベ
ル
が
上
が
る
ほ
ど

解
決
す
べ
き
議
題
も
増
え
て
い
く

─
─
私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

リ
テ
ィ
社
会
を
作
る
の
だ
」
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

安
部　

私
自
身
は
第
1
期
の
終
わ
り
ご

ろ
に
S
I
P
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、

S
I
P
の
P
D
と
し
て
の
渡
邉
さ
ん
に

は
直
接
お
会
い
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
お

っ
し
ゃ
る
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

当
時
は
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
課
題
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
て
「
ど
う
な
る
の
だ
ろ

渡
邉
P
D
が
お
亡

く
な
り
に
な
る
２

か
月
前
、
病
床
を

抜
け
出
し
S
I
P

の
委
員
会
に
参
加

さ
れ
た
と
き
の
こ

と
で
す
。
彼
は
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
大
き
く
「
道
」

「
人
」「
車
」
と
い

う
3
つ
の
円
を
描

き
、「
今
ま
で
こ

の
3
つ
は
バ
ラ
バ

ラ
だ
っ
た
け
れ
ど

も
、
こ
れ
か
ら
は

『
道
』『
人
』『
車
』

の
円
が
折
り
重
な

っ
た
と
こ
ろ
に
日

本
の
新
し
い
モ
ビ

渡邉PDがホワイトボードに描いた図

新しいモビリティ社会道

人 車
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う
。
収
拾
が
付
か
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。」
と
思
い
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
2
、

レ
ベ
ル
3
、
レ
ベ
ル
4
と
自
動
化
の
水

準
が
上
が
っ
て
い
く
た
び
に
、
解
決
す

べ
き
課
題
が
指
数
関
数
的
に
増
え
て
い

く
の
で
す
。
当
時
は
レ
ベ
ル
2
の
自
動

運
転
の
実
証
実
験
を
や
っ
て
い
る
段
階

で
し
た
が
そ
れ
で
も
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
高
速
道
路
の
合
流
試
験
や

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
同

様
で
す
。
今
後
レ
ベ
ル
4
に
水
準
を
上

げ
る
に
あ
た
り
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
側
か

ら
自
動
運
転
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

制
度
や
施
設
、
仕
組
み
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
地
方
部
の
高

齢
者
の
た
め
の
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

場
合
、
運
行
主
体
は
自
治
体
が
メ
イ
ン

で
す
よ
ね
。
高
齢
化
が
進
行
す
る
自
治

体
ほ
ど
資
金
的
に
厳
し
い
。
そ
う
い
っ

た
自
治
体
に
路
車
連
携
の
な
い
自
動
運

転
車
を
導
入
し
て
も
資
金
的
に
永
続
す

る
の
が
難
し
く
な
い
か
。
安
全
性
確
保

に
多
大
な
コ
ス
ト
が
必
要
に
な
ら
な
い

か
。
そ
の
上
で
道
路
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

何
を
支
援
す
べ
き
な
の
か
な
ど
、
課
題

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
は
前
進
し
て
い
る
も
の
の
、

さ
ら
に
前
へ
行
こ
う
と
す
る
と
次
々
に

課
題
が
増
え
て
く
る
と
い
う
感
じ
で
し

た
ね
。

─
─
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
安
部
さ
ん

は
S
I
P
と
い
う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ど
う
総
括
さ
れ
ま
す
か
。
私
は
長
く

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ひ
と
つ

の
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
、「
S
I
P
と
は
こ

う
い
う
も
の
だ
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

安
部　

ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
、
産

学
官
か
ら
あ
る
程
度
権
限
を
も
っ
た

責
任
者
が
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場
は
、

S
I
P
の
良
い
面
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
議
論
し
た
結
果
、
法
改
正
な
ど
新

た
な
制
度
設
計
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
現
場
で
も
社
会
実
装
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
実
用
的
な

仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
行
政
で
は
な
く
、
民
間
出
身
の

P
D
に
権
限
が
集
中
し
て
い
た
点
が
ポ

イ
ン
ト
で
し
ょ
う
か
。

安
部　

私
の
意
見
と
し
て
は
、
P
D
は

官
民
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
む
し
ろ
、
同
じ
場
に
産
学
官
が
集

ま
り
、
同
じ
目
的
を
共
有
し
、
実
際
に

物
を
動
か
し
な
が
ら
議
論
を
通
し
て
実

装
に
繋
げ
て
い
く
仕
組
み
が
あ
っ
た
と

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

我
々
国
交
省
は
現
場
主
義
な
の
で
、
現

場
で
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
社
会
実
装
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で
し

た
し
、
一
番
大
変
で
し
た
。
実
証
実
験

が
社
会
実
装
に
繋
が
っ
て
い
る
地
域
も

あ
れ
ば
、
S
I
P
の
成
果
が
全
く
違

う
地
域
で
花
開
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
官
民
が
連
携
し
て
、
現
場
を
動
か

し
て
い
く
。
葛
巻
P
D
や
清
水
さ
ん
を

含
め
、
長
く
関
与
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
に
は
、
熱
意
や
夢
、「
こ
う
し
た

い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
議
論
が
白
熱
し
て
も
、
最
後

は
そ
の
思
い
に
共
感
し
て
し
ま
う
の

で
、
皆
が
同
じ
方
向
を
向
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
場
が
ま
さ
に

「
S
I
P
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

【当時】国土交通省　道路局　道路交通管理課 ITS推進室長

TOUCH THE FUTURE
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た
。
過
去
の
業
務
で
道
路
運
送
車
両
法

そ
の
他
の
制
度
体
系
に
触
れ
た
経
験
で

培
っ
た
（
知
識
以
上
に
）
感
覚
も
助
け

に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
は
出
向
者
の
強

み
で
あ
り
、
出
向
先
に
も
貢
献
す
べ
き

こ
と
で
す
。

真
の
“
連
携
”
と
は

　

連
携
。
そ
れ
は
時
と
し
て
、
膠
着
す

る
議
論
を
切
り
抜
け
よ
う
と
つ
い
口
に

し
た
く
な
る
、
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
で
あ

っ
た
り
し
ま
す
。
大
事
な
こ
と
だ
と
誰

も
が
思
っ
て
い
る
の
に
、
連
携
と
は
何

で
し
ょ
う
？

　

私
が
考
え
ま
す
に
、
連
携
と
は
、“
役

割
分
担
”
と
そ
の
“
組
合
せ
”
で
す
。

こ
れ
で
、
お
よ
そ
人
が
独
り
で
は
為
し

得
な
い
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
、
成
果
を

得
る
こ
と
が
叶
う
。
拡
張
の
歴
史
を
重

ね
利
便
性
を
高
め
て
き
た
一
方
で
複
雑

化
・
高
度
化
し
た
道
路
交
通
も
、
か
よ

う
な
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。

　

次
頁
の
図
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ

は
、
自
動
運
転
に
係
る
政
府
の
関
係
省

庁
や
民
間
の
主
な
役
割
を
ま
と
め
て
み

た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
各
々
の
役
割

（
目
的
）
の
実
現
の
た
め
に
、
各
主
体

は
様
々
な
手
段
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の

政
策
方
針
、
法
令
等
の
制
度
、
予
算
措

置
、
研
究
・
実
験
等
々
）
を
講
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
役
割
を
分
担
し
て
各
々
が

遂
行
し
て
い
れ
ば
全
体
が
回
る
か
と
い

う
と
、
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
い
わ

ゆ
る
縦
割
り
の
問
題
は
、
役
割
分
担
の

反
作
用
で
す
。
得
て
し
て
、
自
分
が
分

担
し
た
役
割
の
こ
と
し
か
考
え
な
く
な

り
、
見
え
な
く
な
り
、
相
互
に
矛
盾
や

不
整
合
が
生
じ
た
り
し
て
く
る
。
も
ち

ろ
ん
、
総
合
調
整
や
総
括
の
機
能
を
受

け
持
つ
主
体
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
何

で
も
お
見
通
し
の
神
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
任
せ
き
り
で
は
限
界
が
あ
り

ま
し
ょ
う
。

　

悩
ま
し
い
と
き
は
、
一
度
原
点
に
立

ち
返
る
こ
と
が
有
用
で
す
。
先
に
述
べ

出
向
者
と
し
て

　

私
は
、
１
９
９
７
年
に
運
輸
省
（
現

国
土
交
通
省
）
に
事
務
官
と
し
て
入
省

し
て
以
来
、
交
通
分
野
を
主
に
様
々
な

業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

過
半
は
、
同
省
の
外
部
へ
出
向
し
て
当

た
っ
て
い
ま
す
。
か
よ
う
な
幾
度
も
の

出
向
に
当
た
り
、
具
体
的
な
期
待
と
か

こ
う
す
る
よ
う
に
と
か
伝
達
さ
れ
た
記

憶
が
、
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
０

年
に
警
察
庁
に
出
向
し
た
際
も
、
出
向

先
で
の
主
た
る
業
務
が
“
自
動
運
転
に

係
る
交
通
ル
ー
ル
の
整
備
”
で
あ
る
こ

と
は
伝
達
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
す
。
つ
ま
り
は
、“
自
分
で
考
え
る

よ
う
に
”
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
ど
う
考
え
る
か
？　

私
が
常

に
心
掛
け
る
の
は
、
物
事
の
本
質
、
目

的
と
手
段
の
峻
別
と
因
果
関
係
、
こ
れ

ら
の
追
究
で
す
。
交
通
は
、
人
が
そ
の

足
で
歩
き
そ
の
手
で
物
を
持
ち
上
げ
る

こ
と
を
、
道
具
を
用
い
て
拡
張
し
て
き

た
歴
史
だ
と
思
え
ば
、
自
動
運
転
は
、

わ
が
国
の
ど
の
よ
う
な
課
題
を
ど
の
よ

う
な
技
術
革
新
で
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
？　

自
動
運
転
が
行
わ
れ
る

道
路
交
通
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
場

で
あ
り
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
？　

そ

こ
に
技
術
が
ど
こ
ま
で
応
え
る
に
至
っ

て
い
る
か
？　

等
々
。
お
わ
か
り
い
た

だ
け
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
道
路
交
通

と
自
動
運
転
の
要
素
を
分
解
し
て
い
っ

て
、
そ
れ
を
再
度
総
合
す
る
こ
の
“
思

考
作
業
”
に
、
各
省
庁
の
所
管
の
内
外

が
云
々
等
は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
そ
れ
ま
で
自
動
運
転
に

は
ほ
と
ん
ど
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
身

で
し
た
の
で
、
ま
ず
は
と
に
か
く
勉
強

か
ら
で
し
た
。
自
動
運
転
に
係
る
技
術

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
奥
深
く
、
道
路
交
通

を
取
り
巻
く
諸
制
度
は
幅
広
く
複
雑
で

あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
、
そ
れ
ま

で
の
「
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ
構
想
・
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
等
の
成
果
物
や
市
販
の
技
術
関

係
の
入
門
書
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

全
体
を
総
覧
す
る
の
も
各
論
の
状
況
を

確
認
す
る
の
に
も
た
い
へ
ん
有
用
で
し

牧
野
充
浩

M
IT

S
U

H
IR

O
 M

A
K

IN
O

自
動
運
転
を
交
通
ル
ー
ル
と
い
う
視
点
か
ら
整
備

【当時】
警察庁 長官官房 参事官

（高度道路交通政策担当）

中
部
国
際
空
港
株
式
会
社
　
経
営
企
画
部
　
部
長

特
別
寄
稿
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た
思
考
作
業
を
進
め
て
、
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
が
腑
に
落
ち
れ
ば
、
そ
の
た
め

に
役
割
を
分
担
し
て
い
る
こ
と
の
意
義

も
掴
め
る
し
、
単
独
で
は
為
し
得
な
い

こ
と
だ
と
い
う
の
も
身
に
染
み
る
。
交

通
ル
ー
ル
と
い
う
個
別
の
分
野
を
担
当

す
る
に
し
て
も
、
常
に
、
道
路
交
通
と

自
動
運
転
と
い
う
テ
ー
マ
の
本
質
（
そ

れ
は
、「
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ
構
想
・
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
２
０
２
０
」
に
は
ほ
ぼ
網
羅
さ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
）
に
立
ち
返
り
、

他
分
野
の
意
義
や
考
え
方
も
理
解
し
て
、

全
体
を
考
え
な
が
ら
取
り
組
も
う
、
と

思
い
定
め
た
わ
け
で
す
。
例
え
る
な
ら
、

ジ
ャ
ズ
の
カ
ル
テ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
誂
え
ら
れ
た
舞
台
に
集

っ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
各
々
は
、
自
分
の

楽
器
を
存
分
に
奏
で
な
が
ら
、
他
の
楽

器
に
も
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
、
相

乗
し
て
演
奏
の
全
体
が
調
和
し
、
ソ
ロ

で
は
得
ら
れ
な
い
感
動
へ
と
。

交
通
ル
ー
ル
を

整
備
す
る
と
い
う
こ
と

　

先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
自
動
運
転

に
係
る
関
係
省
庁
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
目

的
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
が
あ
り

ま
す
。
道
路
交
通
法
の
第
1
条
は
「
こ

の
法
律
は
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防

止
し
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を

図
り
、
及
び
道
路
の
交
通
に
起
因
す
る

障
害
の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。」
と
規
定
し
、
こ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
様
々
な

交
通
ル
ー
ル
が
同
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
。
法
律
は
、
民
主
主
義
に

則
っ
て
国
会
で
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
目
的
規
定
に
は
国
民
が
求
め
る
価

値
が
表
れ
て
い
る
の
だ
と
思
え
ば
、
手

段
と
し
て
の
交
通
ル
ー
ル
を
検
討
す
る

に
当
た
り
、
そ
れ
が
目
的
に
適
う
も
の

な
の
か
ど
う
か
は
、
重
要
な
論
点
で
す
。

そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
思
考
作
業
の
要

所
で
あ
り
、
私
が
考
え
ま
す
に
、
念
頭

に
置
く
べ
き
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
が
、
２

点
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
道
路
が“
公
共
空
間
”で
あ
る

こ
と
。
そ
こ
は
、
自
動
運
転
の
車
両
だ

け
で
な
く
、
手
動
運
転
の
車
両
も
、
お

年
寄
り
や
児
童
等
の
歩
行
者
も
、
自
転

車
も
、
様
々
な
主
体
が
同
居
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
道
路
交
通
は
、
い
ず
れ
か

を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
こ
と
な
く
全

体
の
調
和
が
図
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
自
動
運
転
は
“
人
が
行
う

こ
と
を
機
械
が
代
替
し
て
い
く
”
こ
と

で
あ
る
こ
と
。
こ
の
代
替
が
技
術
的
に

実
現
で
き
る
程
度
・
内
容
に
的
確
に
対

応
し
た
制
度
で
な
け
れ
ば
、
公
共
空
間

た
る
道
路
の
交
通
の
全
体
の
安
全
・
調

和
を
図
る
う
え
で
、
ど
こ
か
狭
間
が
生

じ
て
事
故
に
繋
が
り
、
社
会
的
受
容
性

も
望
め
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し

ょ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
技
術
の
動
向
を

不
断
に
見
極
め
て
、
要
す
れ
ば
制
度
の

在
り
方
を
再
度
考
え
る
わ
け
で
す
。

皆
様
に
感
謝
を

そ
し
て
こ
れ
か
ら

　

私
自
身
は
、
か
よ
う
な
考
え
を
抱
き

な
が
ら
、
警
察
庁
内
や
有
識
者
に
よ
る

調
査
検
討
委
員
会
で
の
検
討
、
そ
し
て

関
係
省
庁
と
の
調
整
に
当
た
っ
て
い
き
、

今
般
の
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
特
定

自
動
運
行
制
度
の
創
設
に
至
っ
た
わ
け

で
す
（
そ
こ
に
、
自
動
運
行
装
置
と
そ

の
技
術
基
準
を
規
定
す
る
道
路
運
送
車

両
法
体
系
が
密
接
不
可
分
で
あ
る
こ
と

を
、
想
起
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）
が
、
こ

こ
ま
で
に
述
べ
た
心
持
ち
で
臨
め
ば
、

何
か
論
点
が
あ
っ
て
も
、
主
軸
が
ぶ
れ

る
こ
と
な
く
、
真
摯
で
厳
し
い
議
論
の

末
に
何
が
し
か
の
解
決
を
見
出
し
て
こ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
自
分
自
身
だ
け
で

為
し
得
た
こ
と
で
は
な
く
、
関
係
省
庁
、

有
識
者
、
メ
ー
カ
、
運
行
事
業
者
等
々

の
皆
様
の
御
意
見
・
御
協
力
が
あ
れ
ば

こ
そ
で
あ
り
、
交
通
警
察
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
も
な
く
飛
び
込
ん
だ
私
の
よ

う
な
も
の
に
警
察
庁
内
の
皆
様
か
ら
頂

け
た
、
仔
細
に
わ
た
る
御
指
導
と
お
骨

折
り
の
賜
物
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
検
討
や
調
整
の
実
務
に
当

た
っ
た
警
察
庁
の
部
下
の
皆
様
の
主
体

性
と
努
力
に
よ
る
活
躍
に
は
、
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
束
ね
る
参

事
官
と
し
て
実
に
幸
福
な
こ
と
で
あ
り
、

深
謝
で
す
。

　

道
路
交
通
と
自
動
運
転
の
こ
と
に
限

ら
ず
、
求
め
ら
れ
る
政
策
は
、
さ
ら
に

複
雑
化
・
高
度
化
、
そ
し
て
重
層
化
し

て
い
き
、
連
携
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
る
の
で
し
ょ
う
。
な
の
に
、
連
携

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
御
紹
介
で
き
た
わ
け

で
は
な
く
た
い
へ
ん
恐
縮
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
手
探
り
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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情
報
通
信
分
野
に
お
い
て
は

各
省
庁
と
の
連
携
が
大
前
提

─
─
井
出
さ
ん
が
S
I
P
の
ご
担
当
と

な
っ
た
の
は
、
2
0
2
1
年
か
ら
で
し

た
。
S
I
P
は
府
省
連
携
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
技
術
の
社
会
実
装

を
目
指
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
当
初
の
思
い

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

井
出　

私
は
も
と
も
と
総
務
省
の
移

動
通
信
課
に
約
十
数
年
前
に
所
属

し
、
I
T
S
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

I
T
S
や
V
2
I
、
V
2
X
は
ま
さ
に

「
情
報
通
信
で
道
路
と
車
を
繋
ぐ
」
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
当
時
か
ら
関
係

省
庁
で
あ
る
国
土
交
通
省
（
以
下
、
国

交
省
）
や
警
察
庁
、
そ
れ
か
ら
経
済
産

業
省
と
も
一
緒
に
議
論
を
進
め
て
い
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
府
省

連
携
の
必
要
性
は
す
で
に
理
解
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出

す
に
は
当
然
な
が
ら
予
算
が
必
要
で

す
。
何
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
る
に
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
各
府
省
が
共
通
で
使

え
る
予
算
の
枠
組
み
は
な
か
っ
た
の
で
、

S
I
P
自
動
運
転
が
始
ま
っ
た
際
は
非

常
に
意
義
の
あ
る
取
組
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
一
つ
の
大
き
な
政
策
目
標
に
向
か

っ
て
各
府
省
が
連
携
し
、
政
策
と
社
会

実
装
を
両
輪
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

─
─
予
算
の
枠
組
み
が
き
ち
ん
と
あ
れ

ば
、
各
府
省
が
連
携
し
て
一
緒
に
い
ろ

ん
な
こ
と
に
取
り
組
め
ま
す
ね
。
自
動

運
転
で
重
要
な
無
線
通
信
や
電
波
に

井
出
真
司

５
Ｇ
、
さ
ら
に

そ
の
先
を
見
据
え
た
自
動
運
転　

総
務
省　

国
際
戦
略
局　

技
術
政
策
課　

革
新
的
情
報
通
信
技
術
開
発
推
進
室
長

SHINJI  IDE
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係
る
課
題
に
し
て
も
、
路
側
機
の
関

係
で
い
え
ば
警
察
庁
も
絡
み
ま
す
し
、

E
T
C
で
い
え
ば
国
交
省
道
路
局
も
絡

ん
で
き
ま
す
。
総
務
省
か
ら
見
れ
ば
、

当
初
か
ら
色
々
な
省
庁
の
連
携
が
前
提

と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

井
出　

情
報
通
信
は
様
々
な
分
野
の
共

通
基
盤
と
な
る
の
で
、
ま
さ
に
各
省
庁

と
の
連
携
が
必
須
で
す
。
特
に
情
報
通

信
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と
す

る
際
に
は
、
実
際
に
使
う
側
の
意
見
を

伺
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
中
で
も

I
T
S
に
つ
い
て
は
、
交
通
と
い
う
観

点
か
ら
警
察
庁
、
そ
れ
か
ら
道
路
管
理

と
い
う
観
点
か
ら
国
交
省
道
路
局
、
さ

ら
に
安
全
自
動
車
の
観
点
か
ら
自
動
車

局
な
ど
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
実
際

に
使
う
方
々
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
踏
ま

え
、
必
要
な
通
信
規
格
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

─
─
何
年
か
前
の
委
員
会
で
、
井
出
さ

ん
が
「
国
が
定
め
る
デ
ジ
ュ
ー
ル
だ
け

や
っ
て
も
駄
目
で
、
市
場
原
理
か
ら
生

ま
れ
る
ニ
ー
ズ
、
デ
フ
ァ
ク
ト
と
両
輪

で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

井
出　

道
路
や
排
ガ
ス
規
制
の
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
国
ご
と
に
異
な
り
ま
す

が
、
情
報
通
信
技
術
は
世
界
共
通
で
使

え
る
部
分
が
大
き
い
の
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
国
際
標
準
化
が
大
前
提
で
、
技
術

の
規
格
作
り
と
標
準
化
を
両
輪
で
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
総
務
省
で
テ
レ
コ
ム
の
行
政
に
携

わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

前
提
が
D
N
A
と
し
て
あ
る
気
が
し
ま

す
ね
。

っ
て
提
供
し
よ
う
」
と
い
う
共
通
解
が

出
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

5
G
の
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る

“
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
”
と
世
界

─
─
現
在
の
通
信
は
い
わ
ゆ
る
5
Ｇ
で

す
が
、
今
後
は
6
Ｇ
の
時
代
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ

で
も
よ
く
登
場
す
る「
S
o
c
i
e
t
y 

5
・
0
」
を
目
指
す
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
得
意
な

日
本
は
、
S
o
c
i
e
t
y
3
・
0
の

工
業
化
社
会
で
欧
米
を
圧
倒
し
ま
し
た

が
、
S
o
c
i
e
t
y
4
・
0
の
情
報

化
時
代
で
は
米
国
と
い
う
I
T
大
国
に

遅
れ
を
取
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
で
は
「
ぜ
ひ

勝
た
な
け
れ
ば
」
と
い
う
危
機
感
が
強

い
の
で
す
ね
。

井
出　

情
報
通
信
の
世
代
の
話
を
す

る
と
、
日
本
で
は
2
0
2
0
年
か
ら

5
G
の
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
前
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

と
お
り
4
G
で
、
通
信
の
世
代
は
だ

い
た
い
10
年
ご
と
に
変
わ
っ
て
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
5
G
の
次
は

2
0
3
0
年
前
後
に
向
け
て
、
我
々
は

「
B
e
y
o
n
d
5
G
」
と
い
う
言
い

方
を
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
で
は
6
G

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
2
0
3
0
年

代
に
は
こ
の
新
し
い
通
信
基
盤
が
あ
ら

ゆ
る
社
会
と
産
業
の
基
盤
に
な
る
と
予

想
さ
れ
、
ま
さ
に
今
、
研
究
開
発
競
争

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
務
省
で
も
こ

う
し
た
取
組
を
支
援
す
る
べ
く
、
ま
ず

は
今
回
成
立
し
た
法
案
で
研
究
開
発
基

金
の
造
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。
国
際
的

C
A
S
E
の
中
で
最
も
重
要
な

“
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
”

─
─
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
1
期
の
成
果
の
ひ
と

つ
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
が
あ

り
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
は

路
面
・
車
線
情
報
や
道
路
周
辺
の
構

造
物
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
「
静
的

情
報
」
と
、
交
通
規
制
や
工
事
・
事
故

情
報
そ
し
て
信
号
情
報
と
い
っ
た
「
動

的
情
報
」
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
前
提

と
な
る
の
が
“
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
”
の
一
つ

“
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
（Connected

）”
で

す
。
元
々
“
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
＝Connected

、

A
u

ton
om

ou
s

、S
h

ared
 &

 
Services

、Electric

”
と
い
う
言
葉

自
体
は
２
０
１
６
年
、
パ
リ
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
で
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
の
会

長
が
提
唱
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
中

で
も
私
は
、“
Ｃ
＝Connected

”
が

も
っ
と
も
重
要
な
分
母
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
た
と
え
ば
２
０
１
１
年
に
起

き
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
国
の
シ
ス

テ
ム
が
軒
並
み
ダ
ウ
ン
す
る
中
、
ホ
ン

ダ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
ビ
が
災
害
通
行
実
績

マ
ッ
プ
を
作
り
、
通
行
可
能
な
道
の

デ
ー
タ
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
車
同

士
が
繋
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
件
も
あ
り
、

当
時
か
ら
私
は
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
て
い
た
の
で
す
。

井
出　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
２
０
１
１

年
以
前
か
ら
自
動
車
メ
ー
カ
各
社
は
、

車
両
プ
ロ
ー
ブ
情
報
を
デ
ー
タ
と
し
て

収
集
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
震
災
を

き
っ
か
け
に
、「
災
害
時
だ
け
で
も
プ

ロ
ー
ブ
情
報
を
収
集
し
、
共
通
的
に
扱
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エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
H
A
P
S
1
機
で
直
径
2
0
0
㎞

も
の
広
い
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
で
き
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
は
圏
外
だ
っ
た
離
島
や

山
間
部
に
通
信
を
提
供
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
で
し
ょ
う
。

井
出　

こ
の
よ
う
に
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
広
が
れ
ば
、
今
ま
で
通
信
エ

リ
ア
が
な
か
っ
た
エ
リ
ア
の
カ
バ
ー
に
加

え
、
現
在
通
信
が
存
在
し
て
い
る
エ
リ

ア
に
対
す
る
補
完
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
提
供
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
ま

す
。
自
動
運
転
車
に
と
っ
て
、
通
信
障

害
等
で
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
切
れ
る

こ
と
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
状
況
で
す
か

ら
、
通
信
が
冗
長
構
成
に
な
れ
ば
自
動

運
転
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
で
き
ま
す

ね
。

車
以
外
に
も
広
が
る

B
e
y
o
n
d
5
G
の
可
能
性

─
─
今
ま
で
自
動
車
と
い
う
と
2
次
元

で
、
V
2
X
で
繋
げ
る
よ
う
な
こ
と
が

中
心
で
し
た
が
、
今
後
は
ま
さ
に
3
次

元
で
立
体
的
に
繋
が
る
時
代
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
ね
。
今
後
は
車
だ
け
で
は

な
く
、
た
と
え
ば
医
療
や
農
業
な
ど
、

社
会
に
よ
い
意
味
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
技
術
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。
社
会
全
体
で
の
大
き
な
絵
が

大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。
総
務
省
も

イ
ラ
ス
ト
付
き
の
面
白
い
ス
ラ
イ
ド
を

出
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

井
出　

近
年
、
通
信
障
害
が
人
々
の
生

活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ

り
、
ま
さ
に
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
＝
繋

が
り
や
す
さ
が
必
須
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
革
命
が
起

こ
る
前
は
、
通
信
手
段
と
い
え
ば
固
定

電
話
な
ど
が
中
心
で
、
社
会
に
お
け
る

通
信
の
重
要
性
も
そ
こ
ま
で
高
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
当
た
り
前
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

す
。
5
G
の
と
き
に
も
漫
画
で
解
説
す

る
資
料
を
出
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
通
信
が
ど
う
使
わ
れ
る
の

か
を
、
し
っ
か
り
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
B
e
y
o
n
d
5
G
の
良
さ

を
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

─
─
若
い
Z
世
代
は
、
ど
ん
ど
ん
新
し

い
ツ
ー
ル
や
価
値
観
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
過
日
行
わ
れ
た
S
I
P
の
合
同

試
乗
会
で
は
大
学
生
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
彼
ら
が
葛
巻
P
D

の
プ
レ
ゼ
ン
で
最
も
強
い
関
心
を
示
し

た
の
が
“
C
o
n
n
e
c
t
e
d
”
に

つ
い
て
で
し
た
。
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、

も
は
や
車
が
自
動
で
走
る
、
繋
が
る
の

は
当
た
り
前
。
そ
れ
が
拡
張
し
た
と
き

に
車
内
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

ど
ん
な
嬉
し
さ
や
楽
し
さ
が
あ
る
の
か

と
い
う
質
問
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
を
聞
い
て
、
私
を
含
め
た
年
長
世
代

は
タ
ジ
タ
ジ
で
し
た
。

井
出　

自
動
運
転
が
主
流
に
な
っ
て
く

る
中
で
、
車
に
は
「
乗
る
」
だ
け
で
は

な
く
「
楽
し
む
」
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
80
年
代
の
米

国
ド
ラ
マ
『
ナ
イ
ト
ラ
イ
ダ
ー
』
に
は

人
工
知
能
が
搭
載
さ
れ
た
車
が
出
て
き

ま
し
た
が
、
あ
れ
は
A
I
が
ド
ラ
イ
バ

に
対
し
て
色
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

今
の
A
I
も
こ
ち
ら
が
質
問
を
す
れ
ば

答
え
て
く
れ
ま
す
が
、
今
後
は
周
囲
の

状
況
か
ら
能
動
的
に
必
要
な
情
報
を
答

え
て
く
れ
る
も
の
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
研
究
開
発
も
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。

─
─
と
は
い
え
自
動
車
メ
ー
カ
各
社
は
、

レ
ベ
ル
3
や
レ
ベ
ル
4
が
実
現
し
た
先

に
移
動
空
間
の
中
で
ど
の
よ
う
な
楽
し

さ
が
生
ま
れ
る
の
か
を
、
も
っ
と
深
く

考
え
る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
。
実
際
、

自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
Z
世
代

の
若
者
の
中
に
は
、
渋
滞
中
の
レ
ベ
ル

3
の
車
内
で
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
る
こ
と

す
ら
「
何
が
楽
し
い
の
？
」
と
い
う
意

見
も
あ
る
ん
で
す
。
一
方
で
、
彼
ら
に

と
っ
て
は
自
動
運
転
に
関
係
な
く
、
最

新
の
車
の
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
が
魅
力
的
に
映
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

た
と
え
ば
車
内
の
様
々
な
ボ
タ
ン

が
、
ス
マ
ホ
の
よ
う
な
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
の
を
見
て

「
今
ま
で
の
車
と
違
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
」。

ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
の
配
置
を
工
夫
し
て

車
内
空
間
を
広
く
と
っ
た
E
V
を
見
れ

ば
「
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
く
つ
ろ
げ
そ

う
」
な
ど
の
感
想
を
耳
に
し
ま
す
。
た

だ
し
こ
れ
ら
は
「
自
動
運
転
車
な
ら
で

は
の
魅
力
」
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

井
出　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
私
も

に
も
B
e
y
o
n
d
5
G
、
6
G
に
注

目
が
集
ま
る
中
、
さ
ら
な
る
研
究
開
発

の
後
押
し
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
出　

B
e
y
o
n
d
5
G
の
新
た
な

要
素
の
ひ
と
つ
に
、「
拡
張
性
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
今
ま
で
、
携
帯
電
話
の
コ
ネ
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
基
本
的
に
地
上
の
通
信
基

地
局
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

B
e
y
o
n
d
5
G
で
は
、
地
上
と
い

う
2
次
元
の
空
間
か
ら
、
空
方
向
・
海

方
向
も
含
め
た
3
次
元
の
空
間
で
コ
ネ

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
保
つ
こ
と
が
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
「
成
層
圏
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
H
A
P
S
）」
と
い
っ
て
、
基
地
局
装

置
を
載
せ
た
無
人
の
航
空
機
を
高
度
20

㎞
の
成
層
圏
へ
飛
ば
す
“
空
飛
ぶ
基
地

局
”
な
ど
の
取
組
が
世
界
的
に
進
ん
で

い
ま
す
。
日
本
の
通
信
キ
ャ
リ
ア
も
、

高
い
関
心
を
も
っ
て
研
究
開
発
を
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

─
─
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
イ
ー
ロ
ン
・

マ
ス
ク
の
宇
宙
事
業
会
社
ス
ペ
ー
ス
X

が
提
供
す
る
「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

井
出　

ス
タ
ー
リ
ン
ク
も
、
3
次
元
的

に
通
信
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
取
組
の

ひ
と
つ
で
す
。
た
だ
し
ス
タ
ー
リ
ン
ク

は
高
度
約
5
5
0
㎞
の
宇
宙
ま
で
衛
星

を
飛
ば
す
の
に
対
し
、
H
A
P
S
は
高

度
20
㎞
の
成
層
圏
に
無
人
機
を
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
よ
う
に
飛
ば
す
と
い
う
違
い
が

あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
災
害
が
起
き

て
、
あ
る
特
定
の
エ
リ
ア
で
通
信
コ
ネ

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
な
く
な
っ
た
際
に
は
、

H
A
P
S
を
緊
急
的
に
飛
ば
し
て
通
信
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ま
だ
将
来
的
な
「
自
動
運
転
車
な
ら
で

は
の
魅
力
」
に
つ
い
て
は
想
像
の
域
を

出
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
座
席
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
座
り
方
が
全
く
違
っ
た
も

の
に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
ね
。
そ

う
し
た
魅
力
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

性
を
ど
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
は
今
後
の

課
題
で
す
。

─
─
将
来
的
に
は
通
信
技
術
に
よ
っ
て
、

身
体
が
拡
張
し
て
違
う
世
界
に
ワ
ー
プ

す
る
ア
バ
タ
ー
の
よ
う
な
世
界
観
が
実

現
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
言
う
と
、
若
い
世
代
に
つ
い
て
は
す

で
に
そ
う
い
う
考
え
に
馴
染
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
。

井
出　

こ
れ
か
ら
は
ま
さ
に
ア
バ
タ
ー

が
資
本
に
な
る
時
代
が
到
来
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
研
究
開
発
も
進
ん
で
い
る

と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
内

閣
府
が
掲
げ
て
い
る
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
2
0
5
0
年
ま

で
に
、
人
が
身
体
、
脳
、
空
間
、
時
間

の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会
を
実
現

す
る
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
ア
バ
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
遠
洋
漁
業
の
方
々

が
自
宅
に
い
な
が
ら
漁
が
で
き
る
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
。
一
人
の
人
が
同
時

に
複
数
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
も
可
能

に
な
る
で
し
ょ
う
。
総
務
省
と
し
て
も
、

V
R
や
ア
バ
タ
ー
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
支
え
る
低
遅
延
・
高
速
大
容

量
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
情
報
通
信
分
野

で
の
研
究
開
発
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

「
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を

国
と
民
間
の
両
輪
で
起
こ
す

─
─
第
3
期
に
は
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ

ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
と
し
て
、

Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
運
転
の
成
果
の
一
部
が
引

き
継
が
れ
る
予
定
で
す
。
S
I
P
の
よ

う
な
府
省
連
携
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
今
後
も
持
続
的
に
や
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

井
出　

行
政
の
課
題
の
中
に
は
、
ひ
と

つ
の
省
庁
で
は
解
決
で
き
な
く
て
も
、

府
省
連
携
で
よ
り
効
率
的
に
解
決
で
き

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
S
I
P
に
は
あ
る
程
度
の
フ
ァ

ン
ド
も
あ
り
ま
す
の
で
、
課
題
に
対
し

て
府
省
連
携
の
も
と
で
早
期
に
取
り
組

む
と
い
う
意
味
で
非
常
に
有
意
義
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

─
─
S
I
P
創
成
期
の
話
を
伺
っ
て
い

る
と
、
当
時
か
ら
関
係
者
の
間
で
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
民
間
の
力
だ
け
、

国
だ
け
で
は
起
こ
せ
な
い
。
両
者
が
う

ま
く
連
携
し
て
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
識

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

井
出　

ま
さ
に
官
民
両
輪
で
の
取
組
が

重
要
で
す
。
一
人
一
人
の
ユ
ー
ザ
ー
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
民
間
企
業

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
民
間
が
主
体
に
な

り
つ
つ
、
国
は
必
要
な
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
規
制
、
ル
ー
ル
）
の
整
備

や
、
基
盤
と
な
る
技
術
開
発
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
ね
。
そ
の
意
味
で
も
、

S
I
P
の
よ
う
な
官
民
両
輪
に
よ
り
課

題
解
決
を
図
る
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【2021年～2022年】総務省総合通信基盤局 電波部 移動通信課 高度道路交通システム推進室長
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S
I
P
の
成
果
の
一
つ
が

先
進
運
転
支
援
技
術
を
支
え
る

　

2
0
1
9
年
７
月
16
日
、
日
産
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
は
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
世
界
初
の
同
一
車
線
内
で

ハ
ン
ズ
オ
フ
を
可
能
と
す
る
先
進
運
転

支
援
技
術
「
プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
2
・

0
」
を
採
用
し
た
。
世
界
初
の
ハ
ン
ズ

オ
フ
は
、
2
0
1
7
年
に
登
場
し
た
キ

ャ
デ
ラ
ッ
ク
の
ス
ー
パ
ー
ク
ル
ー
ズ
だ

が
（
北
米
仕
様
）、
カ
ー
ナ
ビ
連
動
ル

ー
ト
走
行
と
同
一
車
線
内
で
の
ハ
ン
ズ

オ
フ
機
能
の
採
用
は
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が

世
界
初
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ハ
ン
ズ
オ
フ
が
可
能
な
の
は
、
高
速

道
路
及
び
自
動
車
専
用
道
に
お
い
て
カ

ー
ナ
ビ
と
連
動
し
て
設
定
し
た
ル
ー
ト

を
走
行
し
、
ド
ラ
イ
バ
が
常
に
前
方
に

注
意
し
て
道
路
・
交
通
・
自
車
両
の
状

況
に
応
じ
て
た
だ
ち
に
ハ
ン
ド
ル
を
確

実
に
操
作
で
き
る
状
態
で
い
る
こ
と
が

条
件
。
あ
く
ま
で
ド
ラ
イ
バ
が
運
転

の
主
体
の
自
動
運
転
レ
ベ
ル
２
で
は
あ

る
も
の
の
、
最
大
1
2
0
㎞
／
h
の

高
速
域
で
も
ハ
ン
ズ
オ
フ
可
能
で
、
目

的
地
ま
で
の
高
速
道
路
で
は
、
追
い
越

し
支
援
な
ど
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
。

快
適
で
運
転
の
疲
れ
を
軽
減
し
て
く
れ

る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

車
両
に
は
多
く
の
セ
ン
サ
ー
が
搭
載

さ
れ
て
3
6
0
度
の
セ
ン
シ
ン
グ
を
可

能
に
し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ト
用
の
３
眼

カ
メ
ラ
（
水
平
視
野
角
28
度
、
52
度
、

1
5
0
度
）
に
、
A
V
M
（
ア
ラ
ウ
ン

ド
・
ビ
ュ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
）
用
の
4
個

の
カ
メ
ラ
も
利
用
。
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー

は
フ
ロ
ン
ト
に
１
個
、
サ
イ
ド
に
４
個
、

さ
ら
に
ソ
ナ
ー
セ
ン
サ
は
ぐ
る
り
と
12

個
が
配
置
さ
れ
る
。
さ
ら
に
車
内
で
は

ド
ラ
イ
バ
が
正
常
な
状
態
で
前
方
に
注

意
し
て
運
転
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
ド
ラ
イ
バ
モ
ニ
タ
ー
が
備
わ

る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
（
高
精
度
３
次
元
地

図
デ
ー
タ
）
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
だ
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
は
路
面
情
報
や

車
線
情
報
、
3
次
元
構
造
物
な
ど
の

3
D
高
精
度
地
図
デ
ー
タ
。
S
I
P
自

動
運
転
で
協
調
領
域
と
し
て
研
究
開
発

の
対
象
と
な
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
、
地
図
製
作
会
社
、
測
量
会

社
な
ど
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
ん
で

始
ま
り
、
現
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社
の
設
立
、

社
会
実
装
に
よ
っ
て
出
口
に
至
っ
た
。

日産スカイラインに搭載された
プロパイロット2.0

SIP-adusがコアとなり、ダイナミックマップの高度化、多用
途展開、標準化など関係各省庁、業界団体、国際標準機関らと
取組を推進してきた。2017年6月にダイナミックマップ基盤
株式会社（現ダイナミックマッププラットフォーム株式会社）
として事業会社化。2019年9月に日産スカイラインに、同社
のデータが採用される

SIP第2期自動運転 推進委員会 構成員
モータージャーナリスト

石井昌道

ドライバをモニタリングし、常に前方
を注視しており直ちにハンドルを確実
に操作できる状態で、同一車線内でハ
ンズオフが可能

ダイナミックマッププラッ
トフォーム株式会社の高精
度3次元地図データは、株
式会社ゼンリンを通じて情
報を加えた形で日産自動車
株式会社へ提供

ナビゲーションと周囲の360度のセ
ンシング情報に基づいて、ルート走
行中の分岐や追い越しのための車線
変更の適切なタイミングをシステム
が判断し、ドライバに提案。ドライ
バがスイッチ操作で承認すること
で、車線変更支援を開始

自動運転への一歩［ダイナミックマップ］
DYNAMIC MAP 
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も
し
っ
か
り
と
車
線
の
中
央
付
近
を
キ

ー
プ
し
て
走
り
続
け
る
。
作
動
条
件
か

ら
外
れ
れ
ば
直
ち
に
運
転
に
戻
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
最
初
は
手
の
や

り
場
に
困
る
の
だ
が
、
慣
れ
て
く
る
と

ち
ょ
う
ど
い
い
塩
梅
が
見
つ
か
っ
て
く

る
。
左
右
と
も
に
肘
を
安
定
し
て
お
け

る
ア
ー
ム
レ
ス
ト
が
あ
れ
ば
あ
り
が
た

い
だ
ろ
う
。

　

前
方
に
速
度
の
低
い
ク
ル
マ
が
現
れ
、

シ
ス
テ
ム
が
追
い
越
し
可
能
と
判
断
す

れ
ば
ド
ラ
イ
バ
に
提
案
し
て
く
る
。
ス

テ
ア
リ
ン
グ
に
手
を
添
え
て
ス
イ
ッ
チ

操
作
で
承
認
す
れ
ば
車
線
変
更
を
ア
シ

ス
ト
。
追
い
越
し
後
は
元
の
走
行
車
線

等
に
戻
る
。
こ
の
車
線
変
更
は
ハ
ン
ズ

オ
フ
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
進
入
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

が
近
づ
い
て
く
れ
ば
車
線
変
更
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
判
断
さ
れ
、
速
度
を
制
御
。

料
金
所
な
ど
も
近
づ
い
て
く
れ
ば
、
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
ン
ズ
オ
フ
終
了

が
告
げ
ら
れ
る
の
で
快
適
だ
。
交
通
状

況
が
複
雑
な
都
市
部
な
ど
で
は
、
ハ
ン

ズ
オ
フ
が
可
能
な
頻
度
は
下
が
る
が
、

地
方
で
の
ロ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
は

運
転
の
疲
労
を
軽
減
し
て
く
れ
る
効
果

は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

そ
の
他
、
日
産
ア
リ
ア
や
ホ
ン
ダ
・

レ
ジ
ェ
ン
ド
、
ト
ヨ
タ
・
ミ
ラ
イ
、
レ

ク
サ
ス
L
S
な
ど
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ

ッ
プ
を
搭
載
し
、
高
度
な
運
転
支
援
や

一
部
は
自
動
運
転
レ
ベ
ル
3
を
実
現
し

て
い
る
。
高
機
能
ゆ
え
に
コ
ス
ト
が
そ

れ
な
り
に
か
か
る
の
が
課
題
で
は
あ
る

が
、
普
及
が
進
む
と
と
も
に
ク
リ
ア
し

て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。　
（
石
井
昌
道
）

そ
れ
を
最
初
に
採
用
し
た
の
が
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
の
プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
2
.
0
と

い
う
わ
け
だ
。
採
用
に
あ
た
っ
て
、
ゼ

ン
リ
ン
に
よ
る
競
争
領
域
も
加
え
て
い

る
。

　

一
般
的
な
カ
ー
ナ
ビ
の
位
置
検
出
精

度
は
お
よ
そ
3
ｍ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
で
は
c
m
級
を

可
能
に
し
た
。
ど
の
車
線
を
走
行
し
て

い
る
か
も
判
断
が
付
く
た
め
、
カ
ー
ナ

ビ
と
連
動
し
た
ル
ー
ト
で
、
そ
ろ
そ
ろ

左
の
車
線
に
移
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い

い
、
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
前
方
の
細
か
な
道
路
形
状
を
把

握
し
車
線
区
分
情
報
や
速
度
標
識
、
案

内
標
識
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

速
度
の
制
御
が
可
能
で
あ
り
、
ス
テ
ア

リ
ン
グ
の
操
作
、
ア
シ
ス
ト
が
き
め
細

か
く
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

　

実
際
に
試
乗
し
て
み
る
と
、
従
来
の

レ
ー
ン
キ
ー
プ
ア
シ
ス
ト
機
能
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
ス
テ
ア
リ
ン

グ
ア
シ
ス
ト
が
正
確
で
安
心
感
が
あ
る
。

従
来
は
カ
メ
ラ
等
で
車
線
を
認
識
し
な

が
ら
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ア
シ
ス
ト
す
る
自

律
航
法
が
基
本
な
の
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
マ
ッ
プ
搭
載
車
の
よ
う
に
先
読
み

が
で
き
て
い
な
い
か
ら
当
然
の
違
い
だ
。

プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
2
・
0
は
ス
テ
ア
リ

ン
グ
上
の
右
側
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ
に
よ

っ
て
起
動
し
、
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ク
ル
ー

ズ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
同
時
に
レ
ー
ン
キ

ー
プ
ア
シ
ス
ト
機
能
が
作
動
し
始
め
る
。

ハ
ン
ズ
オ
フ
の
条
件
が
揃
う
と
メ
ー
タ

ー
内
の
表
示
が
ブ
ル
ー
に
な
り
、
ス
テ

ア
リ
ン
グ
か
ら
手
を
離
す
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
お
そ
る
お
そ
る
手
を
離
し
て

PHOTO：ダイナミックマッププッラットフォーム株式会社

高精度 3 次元点群データをもとに、区画線(白線や破線など)や路肩縁、さらに道路標識など、リアルワールドの実在地物と、
車線リンク(車線中央線)のように実在しない仮想地物のデータを加え、高精度3次元地図データが完成

高精度3次元データ（HDマップ）実在地物

高精度3次元データ（HDマップ）仮想地物
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葛
巻
P
D
と
の
再
会
に
よ
っ
て

新
し
い
歯
車
が
動
き
出
す

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
在
籍
中
は
、
葛
巻
さ

ん
が
衝
突
安
全
か
ら
車
体
設
計
、
私
が

電
子
制
御
、
運
動
性
能
と
い
う
形
で
両

輪
を
支
え
る
関
係
で
し
た
。
葛
巻
さ
ん

と
は
い
い
連
携
が
取
れ
た
と
思
い
ま
す
。

S
I
P
自
動
運
転
第
2
期
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
P
D
）
と
な

っ
た
葛
巻
さ
ん
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
バ
ー
チ
ャ
ル
評
価
を
考
え
て
い
た
よ

う
で
す
。
公
募
に
提
案
し
た
の
が
い
わ

ゆ
る
セ
ン
サ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
た
め
の

評
価
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
す
。
こ
の
領
域

は
日
本
が
ド
イ
ツ
に
遅
れ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
セ
ン
サ
に
関
し
て

は
、
車
載
す
る
モ
デ
ル
を
作
っ
た
だ
け

で
は
セ
ン
サ
の
役
割
が
成
り
立
た
ち
ま

せ
ん
。
セ
ン
サ
の
相
手
は
環
境
で
あ
っ

て
、
環
境
モ
デ
ル
と
い
う
概
念
は
今
ま

で
あ
ま
り
無
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

無
い
と
セ
ン
サ
の
電
磁
波
と
か
が
表
現

で
き
な
い
。

　

そ
こ
ら
辺
を
散
々
議
論
し
て
提
案
す

る
時
に
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
イ
ン
ザ
ル
ー

プ
の
世
界
で
は
、
セ
ン
サ
と
環
境
モ
デ

ル
の
世
界
を
一
緒
に
作
る
の
は
無
理
だ

ろ
う
と
。
ま
ず
は
全
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
一
度
作
っ
て
み
よ
う
っ
て
い
う
の

が
D
I
V
P
の
発
想
で
す
。
本
当
に
で

き
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と
大
胆
で
し
た
け

れ
ど
。
そ
こ
か
ら
思
い
当
た
る
と
こ
ろ

に
声
を
掛
け
、
協
力
し
て
く
れ
る
会
社

が
集
ま
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
構
成
す

る
上
で
難
儀
し
た
の
は
、
日
本
で
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
持
っ
て
る
ベ
ン

ダ
ー
は
頑
張
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
要

求
が
う
ま
く
繋
が
っ
て
い
か
な
い
。
メ

ー
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
を
言
っ
て

シナリオ作成から
シミュレーション実行まで
安全性評価基盤を確立

シナリオ生成⇒認識性能評価⇒車両制御検証を
一貫して実施可能なプラットフォーム「DIVP」は
SIP第2期自動運転の大きな成果です。
オールジャパン体制で研究開発。
自動運転社会を加速させるこのシミュレーションモデルは
どのように誕生したのでしょうか

神奈川工科大学
研究推進機構 先進自動車研究所 所長/特任教授
SIP自動運転 DIVPプロジェクトリーダー

井上秀雄

DIVPコンソーシアム編成（参加者）

DIVP＝
Driving Intelligence Validation Platform

様々な交通環境下で再現性の高い安全性評価を行うため、リアル環境における実験評価
と代替え可能な実現象と一致性の高いシミュレーションモデルとして開発されました

学校法人幾徳学園 神奈川工科大学 
SOLIZE株式会社 
株式会社SOKEN 
三菱プレシジョン株式会社
BIPROGY株式会社 
ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社 
パイオニア株式会社 

学校法人トヨタ学園 豊田工業大学 
トヨタテクニカルディベロップメント株式会社
株式会社ユーシン 
日立Astemo株式会社 
株式会社デンソー 
学校法人立命館 

（過去参加者を含む）

Source : Kanagawa Institute of technology, MITSUBISHI PRECISION CO.,LTD., DENSO Corporation, Pioneer Corporation, Hitachi Astemo,Ltd. 

より安全なモビリティへ
DIVP®

自動運転の実用化及び普及展開は、安全性や信頼性の確保が重要課題であり、自動運転車
両の安全性評価手法の確立が急務。実写による評価のみで、公道において起こる様々な事
象全て評価するのは困難である上に、膨大な時間がかかることから、DIVPコンソーシア
ムが設立されました。産学官のオールジャパン体制で「仮想空間における安全性評価環境
の構築」に取り組んできました。 ※DIVPは、学校法人幾徳学園の登録商標です
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共
通
で
進
め
た
の
で
、
や
っ
て
い
る
う

ち
に
だ
ん
だ
ん
繋
が
っ
て
く
る
。
こ
の

成
長
の
経
緯
は
な
ん
と
も
言
え
な
く
楽

し
み
で
し
た
。

産
学
官
10
団
体
で
の
取
組
が

２
０
２
２
年
に
実
を
結
ぶ

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
の
は
大
変

大
事
で
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は
全
然
ダ

メ
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
技
術
を
持
っ
た
人

が
繋
が
っ
て
、
全
体
を
共
有
す
る
。
目

指
す
と
こ
ろ
が
一
つ
に
な
る
と
結
構
う

ま
く
い
く
ん
で
す
。
産
学
官
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
体
制
の
D
I
V
P
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
は
そ
の
好
例
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
の
は
、
日
本
人
は
そ
う
い
う
の

が
苦
手
だ
っ
て
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

や
れ
ば
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

S
I
P
自
動
運
転
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
感
じ
た
の
が
、
そ
の
仕
組
み
と

葛
巻
さ
ん
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
素
晴

ら
し
さ
と
言
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う

か
。
省
庁
連
携
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
日
本
で
は
画
期
的
で
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
続
か
な
い

と
、
や
は
り
日
本
は
伸
び
な
い
で
し
ょ

う
。
D
I
V
P
は
参
加
し
た
全
員
が
頑

張
っ
て
き
た
証
と
し
て
、
一
致
性
の
高

い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
開
発
が

で
き
、
事
業
化
へ
と
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
D
I
V
P
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

は
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
研
究
開
発
は
続
く

予
定
で
す
。
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
は
残

っ
て
い
ま
す
の
で
…
…
。

き
ま
す
し
。

　

と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
で
は
、
ま
ず
は
基

盤
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
産
学
が
協

力
し
て
要
件
を
決
め
て
か
ら
競
争
す
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
た
の
で
、

こ
れ
は
も
う
ベ
ン
ダ
ー
、
セ
ン
サ
メ
ー

カ
、
テ
ィ
ア
１
な
ど
の
底
上
げ
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
目
的
に
し
て

み
ま
し
た
。
そ
こ
に
な
ぜ
自
動
車
メ
ー

カ
を
入
れ
な
い
の
か
、
と
は
よ
く
言
わ

れ
ま
し
た
。
で
も
、
自
動
車
メ
ー
カ
が

入
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
従
来
の
や
り
方
と

同
じ
や
り
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

は
良
し
悪
し
両
面
見
て
き
ま
し
た
か
ら
。

　

そ
の
ぶ
ん
セ
ン
サ
メ
ー
カ
に
は
し
っ

か
り
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
競
争
領
域
の
情
報
は
な
か
な
か
出
て

こ
な
い
。
だ
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
作

る
上
で 

皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
ア
イ

デ
ア
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
い
い
。

そ
の
代
わ
り
、
そ
れ
が
繋
が
る
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
標
準
化
と
か
言

い
ま
す
け
ど
も
、
そ
こ
を
一
緒
に
や
ろ

う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
口
説
い

て
い
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
、
ベ
ン
ダ

ー
が
持
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
技

術
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

セ
ン
サ
メ
ー
カ
に
と
っ
て
も
、
今
ま
で

は
自
前
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
も
の
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
こ
と
で
協
調

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う

し
て
、
こ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
を
組

み
立
て
て
い
く
工
程
を
み
ん
な
に
理
解

し
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
最

初
は
や
は
り
揉
め
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
概
念
の
と
こ
ろ
は
ま
ず

様々な交通環境下で、現実空間の実車評価を再現する実現象との一致性が高いセンサシミュレーションを実現

実際の交通環境におけるカメラ
シミュレーション用にサイバー
空間に再現された台場エリア。
実際の太陽光の動きなど、 実環
境と同等の光を再現

2022年7月1日 にV-Drive 
Technologiesが設立され、
プラットフォームDIVPが
製品化され、提供を開始
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デ
ー
タ
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る

こ
れ
か
ら
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

　

私
が
S
I
P
自
動
運
転
に
参
加
し
た

の
は
1
期
の
3
年
目
。
上
空
か
ら
の
視

点
で
集
め
た
地
図
情
報
に
地
上
か
ら
の

視
点
で
集
め
た
位
置
情
報
を
合
わ
せ
た

3
次
元
デ
ー
タ
の
有
用
性
を
考
え
て
い

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
自
動
運
転
で
活

用
す
る
３
次
元
デ
ー
タ
を
中
心
に
、
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
デ
ー
タ
を
集
め
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
装
に
向
け
た

取
り
組
み
に
共
感
し
、
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

元
々
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
自
治
体
の
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で「
や
は
り
地
図
の
力
っ
て
大
事
だ
な
」

と
思
い
、
地
形
や
道
路
、
ど
こ
に
何
が

あ
る
と
い
う
基
本
情
報
に
加
え
、「
ど

こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
」
や
「
こ
こ

の
エ
リ
ア
の
人
た
ち
に
こ
う
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
し
て
あ
げ
た
ら
よ
い
の
で

は
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、

地
図
情
報
は
被
害
情
報
に
紐
づ
く
付
加

的
な
も
の
で
し
た
が
、
次
第
に
地
図
や

位
置
情
報
の
使
い
方
を
追
求
し
た
い
思

い
が
加
わ
り
、
地
図
、
位
置
情
報
の
み

な
ら
ず
衛
星
画
像
の
利
活
用
な
ど
に
仕

事
の
範
囲
が
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
い
え
ば
通
信
網
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
企
業
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を
す
る
企

業
と
し
て
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
み
な
ら

ず
、
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
を
支
え

る
基
盤
と
し
て
も
、
よ
り
多
彩
な
地
図

情
報
の
必
要
性
と
要
求
へ
の
対
応
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
の
第
2
期
、
世
間

で
は
「
S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
、
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
っ
た
話
題

も
あ
り
、
デ
ー
タ
を
よ
り
流
通
さ
せ
て

活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
や
デ
ー
タ
連
携
な
ど
が
社
会
的
な
テ

ー
マ
に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
自
動
運

転
車
両
か
ら
モ
ビ
リ
テ
ィ
ビ
ー
ク
ル
へ

と
意
識
が
変
わ
り
始
め
た
の
も
こ
の
こ

ろ
で
す
。

　

M
D 

c
o
m
m
u
n
e
t
が
デ
ー

タ
連
携
サ
イ
ト
で
は
な
く
、
交
通
環
境

情
報
ポ
ー
タ
ル
の
形
を
取
っ
て
い
る
の

は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
本
当
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
検
索
で
き
る
こ
と
に
と
ど
ま

ら
ず
、
デ
ー
タ
利
用
者
と
デ
ー
タ
提
供

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ー
タ

加
工
に
必
要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
な
ど
の
テ
ク
ニ
カ
ル
支
援
も
ス
コ
ー

プ
に
入
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
こ
を

き
っ
か
け
に
業
界
や
利
用
シ
ー
ン
の
垣

根
を
越
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を
醸
成
し
た
い

と
い
う
思
惑
で
し
た
。
そ
の
矢
先
、
ま

さ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

多種多様な交通環境情報を
ポータルサイトに集約

モビリティ分野の多種多様な交通環境情報の所有者と、
それらのビジネス活用を目指す利用者の
コミュニケーションの場として、2021年4月30日に

「MD communet」が一般公開されました。
現在、会員数は70を超え、今後の成長が期待されます

株式会社NTTデータ　
公共統括本部 社会基盤ソリューション事業本部
ソーシャルイノベーション事業部
スマートビジネス統括部長

データ連携プロジェクトを推進
MD communet ®

礒尚樹

NTTデータは、2019年度「自動運転・
運転支援に係るアーキテクチャの設計及
び構築のための調査研究」の公募に採択
され本事業に参画。自動運転を実現する
ための高精度3次元地図データや、道路
交通データ、車両プローブデータなどの
交通環境情報の利活用環境を整備・提供
するため、地理系データを利活用するた
めのアーキテクチャを設計し、データ検
索やニーズ・シーズのマッチングを実現
するポータルサイトMD communetを開
発しました

https://info.adus-arch.com
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な
こ
と
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
個
々
の

自
動
車
か
ら
送
ら
れ
る
ブ
レ
ー
キ
や
ワ

イ
パ
ー
の
使
用
履
歴
か
ら
路
上
の
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
情
報
を
収
集
し
、
改
善
す
る
。

車
載
カ
メ
ラ
等
の
画
像
を
大
量
か
つ
長

期
的
に
収
集
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
道

路
や
橋
な
ど
の
建
築
物
、
電
線
や
外
壁

の
劣
化
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
り
、
結
果
的
に
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
削
減
と
安
全
性
の
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
個
人
情
報
に
近

い
デ
ー
タ
を
う
ま
く
連
携
さ
せ
て
、
よ

り
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
デ
ー
タ
に

基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
快
適
な
旅
を
例

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
現
在
で
も
道

路
や
鉄
道
の
混
雑
状
況
な
ど
は
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
観
光
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
、
旅

行
客
と
通
勤
客
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
よ

う
な
問
題
は
解
決
方
法
が
見
え
て
い
ま

せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
が
あ
る

ば
か
り
に
、
日
常
生
活
に
不
便
が
生
じ

る
の
は
本
末
転
倒
。
通
勤
時
間
帯
の
前

倒
し
で
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
や
、
時
間
帯
ご
と
の
E
T
C
料
金

の
変
更
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
定
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
る
た
め
の
別

の
問
題
が
起
こ
る
な
ど
、
一
つ
の
手
段

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
動
情
報
は
よ
り
個
人
の
単

位
に
な
り
、
対
象
の
エ
リ
ア
は
屋
内
外

を
問
わ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
時
、
す

べ
て
の
人
が
安
全
安
心
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
移
動
が
求
め
ら
れ
、
道
案
内
情
報

な
ど
も
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
解

決
で
き
る
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
届
け
ら

れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、
そ
の
よ
う

な
世
界
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
は

個
人
情
報
を
渡
す
側
が
抱
く
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
面
で
の
不
安
材
料
な
ど
の
解
消
や

そ
れ
を
上
回
る
価
値
提
供
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
社

会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、
自
動
運

転
社
会
に
向
け
て
車
と
イ
ン
フ
ラ
が
よ

り
一
層
協
調
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
で
あ
っ
た
り
、
色
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
繋
い
で
よ
り
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
が

創
発
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く

り
な
ど
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

当
社
と
し
て
事
業
を
す
る
こ
と
も
も
ち

ろ
ん
大
切
で
す
が
、
皆
さ
ま
が
便
利
に

仕
事
や
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
作
っ
て
い
く

べ
き
、
と
い
う
考
え
方
の
も
と
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ら
れ
る
な
ど
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ

と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

主
に
は
自
動
車
を
中
心
と
す
る
モ

ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
枠
で
や
っ
て
き
た

S
I
P
自
動
運
転
で
す
が
、
今
後
は
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
、
い
や
、

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
モ

ビ
リ
テ
ィ
社
会
全
般
で
の
デ
ー
タ
利
活

用
的
な
部
分
は
今
後
の
取
組
に
も
な
っ

て
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に

多
く
の
層
へ
リ
ー
チ
で
き
る
よ
う
、
使

い
方
、
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
も
進
化
し

て
い
き
ま
す
。
会
社
と
会
社
の
間
の
と

こ
ろ
を
連
携
さ
せ
て
新
し
い
仕
事
を
作

る
「
学
際
」
な
ら
ぬ
「
業
際
」
み
た
い

株式会社NTTデータ 社会基盤
ソリューション事業本部　中島 
紋衣（左）と共にポータルサイ
トの活性化に取り組む

●官民の交通環境情報を掘り起こし情報提供
●提供者・利用者のマッチング促進／サービス創出を支援
●データ加工などのテクニカル支援／サービス化を後押し

MD communetの提供価値

（
C
O
V
I
D
¦

19
）
の
発
生
で
、
想

定
し
て
い
た
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
や
ア
イ
デ
ア
創
発
が
思
い
ど
お
り

い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

価
値
あ
る
デ
ー
タ
の
提
供
で

利
便
性
の
向
上
を
高
め
る

　

第
2
期
の
2
0
1
9
年
、
20
年
こ
ろ

を
振
り
返
る
と
、
現
在
で
は
デ
ー
タ
利

活
用
に
関
す
る
理
解
が
ぐ
っ
と
深
ま
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
当
初
は
、
有
効
性
の

あ
る
デ
ー
タ
の
提
供
に
は
相
応
の
対
価

が
あ
っ
て
然
る
べ
き
。「
お
い
そ
れ
と

お
宝
は
渡
せ
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
の
が

一
般
的
な
姿
勢
で
し
た
が
、
最
近
で
は

デ
ー
タ
提
供
を
前
提
と
し
た
お
話
が
増

え
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
に
は
、
会

員
数
は
70
社
を
超
え
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
メ
ー

カ
や
運
送
会
社
な
ど
の
物
流
業
界
、
自

動
車
メ
ー
カ
か
ら
も
デ
ー
タ
提
供
が
得
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実
情
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が

社
会
実
装
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

　

本
田
技
術
研
究
所
の
栃
木
研
究
所
に

在
籍
し
て
い
た
の
は
第
1
期
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ

が
２
０
１
４
年
ぐ
ら
い
の
時
で
、
Ｉ
Ｔ

Ｓ
と
自
動
運
転
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
11
月
に
首
相
官
邸
で
自
動

運
転
試
乗
会
を
開
催
し
て
、
当
時
の
安

倍
首
相
を
招
待
し
た
の
は
エ
ポ
ッ
ク
な

出
来
事
で
し
た
。
ま
だ
技
術
的
に
は
お

ぼ
つ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

３
メ
ー
カ
が
実
車
を
準
備
し
て
、
安

倍
首
相
に
無
事
試
乗
し
て
い
た
だ
け
た
。

こ
の
あ
た
り
が
多
分
、
日
本
の
自
動
車

メ
ー
カ
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
が
自
動
運
転
関

連
で
本
格
的
に
開
発
を
始
め
る
、
い
わ

ば
ト
リ
ガ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　

海
外
の
動
向
も
活
発
化
し
て
い
て
、

２
０
１
３
年
の
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

で
は
グ
ー
グ
ル
が
登
壇
し
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

プ
リ
ウ
ス
の
手
放
し
走
行
の
映
像
が
流

れ
た
り
し
て
、
日
本
の
関
係
者
に
し
て

み
れ
ば
「
あ
れ
ぐ
ら
い
は
自
分
た
ち
も

で
き
る
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、（
一
般
社
団
法
人
）
日
本

自
動
車
工
業
会
（
以
下
、
自
工
会
）
の

中
に
自
動
運
転
検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
自
工
会
と
し
て
も
競
争
領
域
と

協
調
領
域
は
あ
る
も
の
の
、
自
動
運
転

の
実
用
化
に
向
け
て
日
本
の
自
動
車
メ

ー
カ
全
体
で
本
格
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
い
う
判
断
で
ス
タ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
当
時
は
ま
だ
立
ち
上
げ
た

ば
か
り
で
、
自
工
会
と
政
府
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ

と
の
距
離
感
は
ま
だ
少
し
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
警
察
庁
の
見
解
等
も
含
め
て
様

子
見
の
時
期
で
、
検
討
の
た
め
の
器
作

り
を
や
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
気
が
し

ま
す
。
そ
の
後
、
協
調
領
域
と
し
て
、

ま
ず
は
高
精
度
地
図
を
作
ろ
う
と
い
う

話
し
が
出
て
き
て
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の
会
社
で
日
本

全
国
の
高
精
度
な
高
速
道
路
地
図
を
作

る
の
は
無
理
な
の
は
明
白
な
だ
け
に
、

高
精
度
地
図
は
協
調
領
域
の
典
型
例
で

す
。
２
０
１
５
年
に
は
自
動
走
行
ビ
ジ

ネ
ス
検
討
会
も
立
ち
上
が
っ
て
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
も
含
め
て
協
調
領
域
を
し
っ
か

り
と
見
定
め
て
、
さ
ら
に
深
く
連
携
し

よ
う
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
効
果
が
か
な
り
あ
っ
て
自
工
会
と

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
距
離
は
さ
ら
に
縮
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
実
際
に
車
両
を
作
る
の
は

当
然
、
自
動
車
メ
ー
カ
で
す
。『
官
民

Ｉ
Ｔ
Ｓ
構
想
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
で
、

レベル4へのロードマップは
どのように描くべきなのか？

民間からの視点で自動運転についての研究や実用化を
担当してきた横山氏にこれまでの道のりと、さらなる高み、
レベル４についてお話をうかがいました

プロジェクトコーディネータ
国立研究開発法人 産業技術総合研究所
情報・人間工学領域 ヒューマンモビリティ研究センター
招聘研究員

※出典：自動運転レベル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト（RoAD to the L4）
研究開発・社会実装計画(概要)　経済産業省・国土交通省

横山利夫

「自動運転レベル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト（RoAD to the L4）」
研究開発・社会実装計画概要

レベル4への挑戦
GO  LEVEL 4

１．意義・目標

（１）意義
○	本プロジェクトは、CASE、カーボンニュートラルといった自動車産業
を取り巻く大きな動きを踏まえて、持続可能なモビリティ社会を目指す
もの。

○	レベル４等の先進モビリティサービスを実現・普及することによって、
環境負荷の低減、移動課題の解決、我が国の経済的価値の向上に貢献す
ることが期待される。

（２）目標・KPI
①	無人自動運転サービスの実現及び普及
　・2022年度目途に限定エリア・車両での遠隔監視のみ（レベル４）での
自動運転サービスを実現

　・2025年度までに多様なエリア、多様な車両に拡大し、50か所以上に
展開他

②	IoTやAIを活用した新しいモビリティサービス(MaaS)の普及
　・地域の社会課題の解決や地域活性化に向けて、全国各地で、IoTやAIを
活用した新しいモビリティサービスを社会実装

③	人材の確保・育成
　・ハードやソフトといった技術者、地域課題と技術をマッチングする者な
ど、多岐にわたる分野の人材を確保

④	社会受容性の醸成
　・ユーザー視点の分かりやすい情報発信やリアルな体験機会の提供、民事
上の責任の整理を通じて自動運転等への正確な理解・関心等を高め、行
動変容を促す

２．実施方針

○	技術開発、調査分析、実証実験にとどまらず、上記１．に掲げた意義、
目標等を踏まえ、レベル４等、先進モビリティサービスの社会実装を目
指した取組とする。

○	先進モビリティサービスの社会実装に向けて、プロジェクトコーディネ
ータのもとで、データ活用・連携、利用者目線での評価などの共通する
課題について、情報を共有し、相互に連携しながら取り組むこと。
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自
動
運
転
の
実
用
化
に
向
け
て
よ
り
具

体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
に
は
自
動
運
転
に
係

る
制
度
整
備
大
綱
が
出
て
、
関
連
法
規

が
具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
改
正
さ
れ
る

と
い
う
の
が
明
確
に
な
り
、
商
品
化
を

目
指
す
側
と
し
て
は
と
て
も
助
か
り
ま

証
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
全
て

確
認
で
き
て
初
め
て
社
会
実
装
へ
の
準

備
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
時

に
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
準

備
す
る
必
要
も
あ
っ
て
、
レ
ベ
ル
４
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
様
々
な
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

ま
す
。
そ
う
な
る
と
レ
ベ
ル
３
で
も
十

分
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
話
し
に

な
り
ま
す
し
、
ド
ラ
イ
バ
が
乗
っ
て

い
れ
ば
運
転
操
作
以
外
の
対
応
が
で
き

る
の
で
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
負
担

を
軽
く
で
き
ま
す
。
又
、
乗
務
員
付
き

の
レ
ベ
ル
４
も
有
り
得
る
と
思
い
ま
す
、

動
運
転
技
術
を
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

観
点
で
ど
の
よ
う
に
社
会
実
装
し
て
世

の
中
の
役
に
立
て
る
か
を
考
え
て
い
ま

す
。
私
の
任
期
は
２
０
２
５
年
ま
で
の

予
定
で
す
が
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
て
社
会
の
た
め
に
新
し
い
世
界
を
切

り
開
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

し
た
。

　

商
品
化
の
ひ
と
つ
の
形

と
し
て
レ
ジ
ェ
ン
ド
が

２
０
２
０
年
に
レ
ベ
ル
３

で
型
式
指
定
を
取
得
し
ま

し
た
が
、
や
は
り
技
術
的

に
も
レ
ベ
ル
３
で
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
色
々
と
あ
り
ま
す
。

自
動
運
転
技
術
を
搭
載
し

た 

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て

の
答
え
は
一
つ
で
は
な
く
、

導
入
初
期
段
階
に
お
い
て

は
レ
ベ
ル
３
の
自
動
運
転

技
術
を
搭
載
し
た
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
も
多
分
あ
る
だ
ろ
う
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
全
域
で
の

自
動
運
転
は
結
構
難
し
く

て
、
途
中
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

運
転
を
組
合
わ
せ
な
が
ら

大
部
分
を
自
動
運
転
と
な

る
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
得
え

　

そ
の
中
で
、
Ｐ
Ｏ
Ｖ
（
自
家
用
車
）

と
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
よ
う
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
の
世
界
で
は
異
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
Ｐ
Ｏ
Ｖ
と
レ

ベ
ル
４
の
関
係
は
意
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
自
動
運
転
技
術
は
あ
く
ま
で

手
段
で
、
何
の
た
め
に
使
う
の
か
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
私
の
担
当
な

の
で
す
が
、
物
流
も
あ
れ
ば
、
人
に
つ

い
て
も
大
量
又
は
少
量
の
輸
送
も
あ
る

し
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
ニ
ー
ズ
も
今
後

増
大
す
る
等
、
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｏ
Ｖ
の
世
界
か
ら
幅
広
い
モ
ビ
リ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
に
移
る
と
、
そ
れ

ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
物
流
の

話
も
出
て
き
ま
す
。
交
通
事
業
者
や
物

流
事
業
者
、
地
方
自
治
体
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
等
、
様
々
な
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
の
皆
さ
ん
と
調
和
し
な
が
ら
社
会

実
装
へ
の
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
っ
た
く
違
う
枠
組
み
の
中
で
、
自

こ
の
よ
う
な
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
想
定

し
た
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
検
討
を
実
施

す
る
事
が
今
後
必
要
と
な
り
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
実
用
化
を
目
指
す
上
で
、
重
要

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

開
発
系
の
人
間
は
、
技
術
実
証
実
験

を
メ
イ
ン
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際

に
は
自
動
運
転
の
よ
う
な
も
の
を
社
会

実
装
し
よ
う
と
す
る
と
、
安
全
が
基
本

中
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
サ
ー

ビ
ス
実
証
の
よ
う
な
、
実
際
に
ユ
ー
ザ

ー
が
使
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
の
確
認

や
、
３
６
５
日
問
題
な
く
運
行
で
き
る

か
と
い
う
よ
う
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
実

※出典：自動運転レベル４等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト（RoAD to the L4）
研究開発・社会実装計画(概要)　経済産業省・国土交通省

経産省・国交省

自動走行
ビジネス
検討会

産学官の関係機関

人材スキル検討WG

自動運転テーマ１

自動運転テーマ２

自動運転テーマ３

自動運転テーマ４

地域MaaS実証

モビリティデータ連携基盤実証

物流MaaS実証

民事上の責任WG

社会受容性WG

(必要に応じWG追加)

物流MaaS推進検討会

スマートモビリティ
チャレンジ推進協議会
アドバイザリーボード

コーディネート機関
（産総研コンソ）

プロジェクト推進委員会
※計画の総合的推進

３．実施体制 ○本プロジェクトの総合的調査検討を担う機関（コーディネート機関）に、プロジェクトコーディネータを設置。
○プロジェクトコーディネータは、本研究開発・社会実装計画のPDCAを担う。担当省庁や推進委員会等の意見を

聴きつつ、計画案の作成、計画に基づいた各テーマ等の進捗管理を実施。

委託

設置

意見

助言・指導

助言・指導

助言・指導

横断的分析等

コーディネート機関の事務 推進委員会・WG等 コーディネート機関が実施実証プロジェクト等

計画

連携

設置
運営

報告

プロジェクトコーディネータ
（産総研 横山利夫）

別途、経産省より公募、
地方経産局が執行

別途、経産省より公募
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#03

俯瞰したSIPとは？
一般社団法人日本自動車工業会・常務理事 

和迩健二さんに聞く

──和迩健二さんにお話を伺いたいと思っ
た理由はいくつかありますが、まず和迩さ
んはJNCAP（自動車アセスメント）をご
担当されていたとき、いろいろな場面で自
動車の安全性について議論させていただい
たことがありました。また、国土交通省自
動車局の行政官としてのご経験と、自動車
工業会のお立場（現職は常務理事）もあり、
つまり自動車の安全性を広く見られてきた
ことは、非常に貴重なご経験だと思ってお
ります。以下の記述はインタビュー内容を
編集部でまとめたものです。

連携はけっして難しくない

　私は自動運転とは壮大な国家プロジェク
トだと思います。運転の責任、車両などに
係る安全上の重要な法的関係を変更する課
題だからです。制度整備大綱は非常に重要
でした。各省庁が単独でできるものとは違
い、自動運転という大義のもとで、密接に
連携する必要があったからです。安倍総理
が自動運転車（実際はレベル２）で霞が関
周辺を実際に走行されましたが、これは自
動運転の社会実装を施策にする上で、重要
なインパクトがあったと思っています。
　省庁連携は、本質的には難しい作業では
ないと思います。各省庁はそれぞれの目的
において仕事をしていて、例えば、国土交
通省の自動車局がおこなっているのは安全
です。安全基準の策定、ASV（先進安全車）、
さらにJNCAP（自動車アセスメント）と
いう3つの作業を有機的に連携させ、交通
事故死者数減少を目指しています。自工会
（一般社団法人自動車工業会）からすれば、
規制面は国土交通省との、産業面は経済産
業省との関係です。目的がはっきりしてい
るなら、連携は難しくないのです。
　それでも、自動運転のように様々な施策
とプロセスが求められ、そこに制度改正も
組み込むには、早い段階でのロードマップ
や制度整備大綱、さらにSIPのような連携

が重要だったと思います。
　自動車の安全技術行政は、これまでもい
くつかの変化を経験しています。衝突安全
からスタートし、その効果を事故分析で明
らかにしながら、基準対応車を順次拡大し
ていく。成果が見えるとさらに予防安全技
術を取り入れる。そして次の段階として、
例えばインフラとの協調という話が出てく
ると、個別の枠組みだけでなく省庁連携に、
というプロセスがありました。
　SIPを見ていて思ったのですが、関係者
の連携が進んでいくと次の行動への土台が
形成されるのではないかと思います。制度
整備大綱をめぐる取組に関しても、関係性
の中で課題が共有され、その上で道路運送
車両法はどう考えていけばよいのか、など
と、制度整備大綱という土台が機能してい
ったのではないかと思うのです。

規制緩和ではなく新しい制度を作る

　自動車分野というのはとてもビビッド
（生き生きとしているという意味）だと思

っています。自動車そのものだけでなく、
自動車社会も、自動車産業も発展が著しく
制度面でも対応が迫られますが、緩和と呼
ばれることもあります。規制緩和といえば、
過去には貿易摩擦があり、一例ですが、海
外で使われていたドアミラーの受け入れ要
求がありました（日本のルールはフェンダ
ーミラーのみでした）。
　安全を守る立場から慎重になりながら、
安全性を検証したうえで対応しました。そ
の後は、国際的な枠組みの下で基準調和を
進めるという体制が確立していきます。規
制を緩めるのではなく、更新する。合理的
な新制度を作ることで、産業界が成長でき、
それにより安全性も向上するというような
考え方になってきたと思います。

自動運転は社会的な理解が前提

　SIPの功績でもう一つ大きいのはやはり
社会に対して情報発信されてきたというこ
とだと思います。自動運転のように大きな
社会変革につながるとき、社会の合意はと
ても大事であり、それがなければ法律改正
はできません。
　今コロナ（COVID-19）、カーボンニュ
ートラル、あるいはDXのような大きな社
会変革の中に、自動運転のイノベーション
がしっかり入っていると、行政制度や基準
を更新する違和感はなくなるのだと思いま
す。もっとも作業としては大変で、そのた
めにも関係者の連携は重要です。
　自工会もこの頃は「モビリティ」と言っ
てますが、経団連（一般社団法人日本経済
団体連合会）にもモビリティ委員会が設立
され、これからの社会変革を誰でもが違和
感なく受け入れていけるような下地になれ
ばと思います。その意味でも、SIPの情報
発信は効果的だったと思いました。

SIP-adus  COLUMN

〜インタビュアー　清水和夫〜
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SIPのレガシーを次世代へ
寝耳に水とでも言うべきだろうか。

突如、国家プロジェクトへと招集された3人。
それぞれ異なるフィールドから、同じ「自動運転」という

枠組みの中で絆を深めていくことに。
産学官連携で目標に向かう道程、

その胸中をざっくばらんに語っていただいた。

時
の
翻
訳
者

有
本
建
男
S
I
P
自
動
運
転

サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

葛
巻
清
吾
S
I
P
自
動
運
転

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

清
水
和
夫
S
I
P
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
装
推
進

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
構
成
員

有
本　

こ
れ
ま
で
、
様
々
な
科
学
技
術

政
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
S
I
P
ほ
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
面
白
い
も
の
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
S
I
P
の
こ
と
を
準
備
期
間
中

か
ら
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
や
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
担
う
人
た
ち
へ
残
し
て
お
く
こ

と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

葛
巻　
S
I
P
の
は
じ
ま
り
は
2
0
1
3

年
、
久
間
和
生
さ
ん
や
、
ト
ヨ
タ
の
会
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時
の
翻
訳
者

務
め
、
1
9
9
6
年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
取
締
役
に
。
2
0
0
9
年
か
ら
は

I
T
S　

J
A
P
A
N
の
会
長
も
務
め

て
い
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
が
ク
ラ
ウ
ン

の
フ
レ
ー
ム
を
外
し
た
際
に
私
は
ア
ン

ダ
ー
ボ
デ
ー
担
当
の
一
設
計
者
で
し
た

が
、
技
術
に
関
し
て
は
若
手
と
も
分
け

隔
て
な
く
真
剣
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

さ
れ
る
方
で
し
た
。
そ
の
後
は
直
接
仕

事
を
ご
一
緒
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
の
で
す
。

有
本　

渡
邉
さ
ん
に
「
な
ぜ
葛
巻
さ
ん

を
選
ん
だ
の
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、

「
あ
い
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
と
、
安
全
だ
」
と
。
葛
巻
さ

ん
は
、
自
動
運
転
に
必
須
な
安
全
か
ら

技
術
、
そ
し
て
規
制
に
も
詳
し
い
と
い

う
こ
と
で
声
が
か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

清
水　

渡
邉
P
D
は
い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ

ー
タ
ー
で
し
た
。
ク
ラ
ウ
ン
の
フ
レ

ー
ム
構
造
を
モ
ノ
コ
ッ
ク
に
変
え
た

り
、
燃
料
電
池
を
推
進
し
た
り
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
関
連
に
も
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
ね
。
彼
は
V
S
C
と
い

う
電
子
制
御
で
車
両
を
安
定
さ
せ
る
技

術
も
開
発
し
て
い
た
の
で
す
が
、
以

前
、
私
が
い
ち
早
く
海
外
で
メ
ル
セ
デ

ス
の
技
術
を
体
験
し
た
際
、
す
ぐ
に
北

海
道
の
士
別
に
呼
ば
れ
て
「
う
ち
に
も

こ
う
い
う
技
術
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ど

う
思
う
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
お
付
き
合
い
が
ず
っ
と

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
S
I
P
関
連
で

は
2
0
1
4
年
の
3
月
に
突
然
連
絡
が

あ
っ
て「
S
I
P
の
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
」

と
。
し
か
し
ど
う
見
て
も
研
究
開
発
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
、「
ジ
ャ
ー
ナ

長
だ
っ
た
内
山
田
さ
ん
た
ち
が
、
内
閣

府
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会

議
（
C
S
T
I
）
の
議
員
に
な
っ
た

こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
の

C
S
T
I
議
員
は
8
名
で
、
常
勤
と
非

常
勤
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ

の
内
山
田
さ
ん
は
非
常
勤
、
久
間
さ
ん

は
常
勤
で
、
他
に
も
常
勤
議
員
と
し
て

大
学
の
先
生
が
１
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ね
。
そ
れ
で
民
間
か
ら
常
勤
議
員

に
な
ら
れ
た
久
間
さ
ん
が
、
米
国
防
総

省
高
等
研
究
計
画
局
（
D
A
R
P
A
）

な
ど
に
視
察
に
行
か
れ
、「
日
本
で
も

S
I
P
と
い
う
府
省
連
携
の
仕
組
み
を

作
ろ
う
」
と
提
案
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し

た
。

清
水　

久
間
さ
ん
や
内
山
田
さ
ん
た
ち

が
、
2
0
1
3
年
に
S
I
P
の
基
礎
を

作
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

葛
巻　

S
I
P
第
１
期
、
初
代
P
D
と

な
る
渡
邉
浩
之
さ
ん
に
声
が
か
か
っ
た

の
で
す
が
、
当
初
、
そ
ろ
そ
ろ
引
退
も

考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
断
ろ
う
と

し
た
そ
う
で
す
。
で
も
「
他
に
い
な
い

か
ら
や
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
、「
じ

ゃ
あ
誰
か
1
人
連
れ
て
行
き
ま
す
」
と

い
う
こ
と
で
私
に
も
声
が
か
か
っ
た
。

2
0
1
3
年
の
12
月
で
し
た
。
私
が
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
決
ま
っ
て
い
た
ん
で

す
（
笑
）。

初
代
P
D
が
３
人
を
召
集
し

思
い
描
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

葛
巻　

渡
邉
P
D
は
、
当
時
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
技
監
で
し
た
。
1
9
8
0
年
代

に
ク
ラ
ウ
ン
の
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

京都大学大学院工学研究科を修了後、1985年にト
ヨタ自動車に入社。車両開発に従事した後、2003
年からは車両安全開発を統括。現在は先進技術カン
パニーFellowとして車両安全企画・技術渉外など
を担当。また、2016年からSIP自動走行システム
のプログラムディレクター（PD）となり、SIP第2
期自動運転PDとしてプロジェクトを牽引

葛巻清吾
畑が違えば言語も異なる
協調と連携のための
翻訳者ですよ
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リ
ス
ト
で
あ
る
私
が
何
を
や
る
の
で
す

か
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
い
ず
れ
世
の

中
全
体
を
巻
き
込
ん
で
こ
う
い
う
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、

君
は
最
初
か
ら
入
っ
て
く
れ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

有
本　

私
は
ね
、
突
然
渡
邉
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
っ
て
「
手
伝
え
」
と
言
わ
れ

た
ん
で
す
。
ど
う
も
立
山
あ
た
り
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
を
運
転
中
に
思
い
つ
か
れ

た
ら
し
い
。「
い
や
私
は
自
動
車
の
こ

と
な
ん
て
、
何
も
知
り
ま
せ
ん
よ
」
と

言
っ
た
ら
「
だ
か
ら
い
い
ん
だ
、
技
術

政
策
の
正
論
を
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
。

「
皆
が
自
動
車
屋
だ
と
ま
ず
い
か
ら
、

君
も
入
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
の
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
渡
邉
さ
ん
の

キ
ー
プ
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
革
命
」。
当

時
か
ら
「
革
命
は
確
実
に
起
こ
る
か
ら
、

あ
と
は
そ
れ
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か

だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

国
の
資
金
で
取
り
組
む
と
い
う

前
例
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

葛
巻　

ま
ず
、
ト
ヨ
タ
を
含
め
た
自
動

車
メ
ー
カ
が
「
国
の
お
金
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
る
こ
と
」
自
体
あ
ま
り
経
験

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
動
車
メ
ー

カ
に
は
、
国
の
お
金
を
使
っ
て
何
か
を

や
る
と
い
う
文
化
が
な
か
っ
た
。
私
自

身
も
官
庁
の
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る

の
は
初
め
て
で
し
た
。

清
水　

メ
ー
カ
に
と
っ
て
は
、
車
両
保

安
基
準
を
作
っ
て
い
る
国
土
交
通
省
と
、

道
路
交
通
法
を
作
っ
て
い
る
警
察
庁
は

規
制
側
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
、

国
と
は
向
き
合
う
関
係
で
す
よ
ね
。

葛
巻　

ま
さ
か
手
を
握
っ
て
連
携
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
と
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
の
で
す
。
当
初
は
ど

う
な
る
か
未
知
数
で
し
た
。

有
本　

ア
メ
リ
カ
の
D
A
R
P
A
で
3

回
ほ
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
功
を
左
右
す
る
の
は
圧
倒
的
に
P
D

の
力
量
で
す
。
と
く
に
自
動
運
転
は
、

S
I
P
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
上
に

P
D
の
存
在
が
重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
霞
が
関
で
決

め
て
い
た
と
こ
ろ
へ
民
間
の
P
D
が
入

っ
て
く
る
の
で
、
役
人
と
P
D
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
大
き
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら

葛
巻
P
D
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
清
水

さ
ん
や
私
が
潤
滑
油
に
な
っ
て
や
っ
て

き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

国
と
民
間
が
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

「
協
調
領
域
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に

つ
い
て
準
備
段
階
か
ら
議
論
を
積
み
重

ね
た
の
は
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

清
水　

日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
で

政
府
が
許
認
可
権
を
持
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
規
制
を
通
ら
な
い
と
ク
ル
マ
を
製

造
し
て
売
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
安

全
基
準
を
満
た
す
な
ど
当
た
り
前
で
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
を
や
る
こ
と
に
協
調

領
域
の
価
値
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

自
動
運
転
に
関
し
て
も
、
S
I
P
で
ず

っ
と
「
何
が
協
調
領
域
な
の
か
」
と
い

う
議
論
は
出
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
こ
で
、

ま
ず
は
地
図
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ
へ
の
取

組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

葛
巻　

S
I
P
が
始
ま
っ
た
2
0
1
4

1974年京都大学大学院理学研究科修士課程修了、科学技術庁入庁。
科学技術庁研究振興局科学技術情報課長、日本原子力研究所広報部長、
内閣府大臣官房審議官（科学技術政策担当）、文部科学省大臣官房審
議官（生涯学習政策担当）などを経て、2004年文部科学省科学技術・
学術政策局長。05年内閣府経済社会総合研究所総括政策研究官、06
年から独立行政法人科学技術振興機構社会技術研究開発センター長な
どを経て政策研究大学院大学教授

有本建男
自動車を知らない私に

「技術政策の正論を
語り続けて欲しい」と

67



時
の
翻
訳
者

年
は
、
各
社
が
自
動
運
転
に
本
格
的
に

取
り
組
み
は
じ
め
た
ば
か
り
の
時
期
で

し
た
か
ら
、
皆
「
自
分
た
ち
が
一
番
に

な
ら
な
く
て
は
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

協
調
で
は
な
く
、
競
争
し
か
な
か
っ
た

わ
け
で
す
。
さ
ら
に
難
し
い
の
は
、
ト

ッ
プ
は
「
協
調
し
ま
す
」
と
言
う
の
に

対
し
、
ミ
ド
ル
や
実
務
へ
行
く
ほ
ど
競

争
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
本
来
、

協
調
す
る
た
め
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
実
務
を
呼
ん
で
こ
な
い
と
意
味

が
な
い
の
で
す
が
、
実
務
は
競
争
し
て

各
々
が
ナ
ン
バ
ー
1
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
か
ら
、
自
分
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

な
か
な
か
出
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

そ
こ
は
当
初
、
か
な
り
大
変
で
し
た
ね
。

清
水　

日
本
の
自
動
車
業
界
は
戦
後
、

競
争
に
よ
っ
て
も
の
す
ご
く
大
き
な
成

長
を
遂
げ
ま
し
た
。
た
だ
そ
う
す
る
と
、

や
は
り
大
き
な
岩
が
動
か
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
ド
イ
ツ
な
ど
を

見
る
と
、
意
外
と
そ
こ
は
ア
カ
デ
ミ
ア

な
ど
と
も
協
調
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

は
も
う
些
細
な
と
こ
ろ
ま
で
競
争
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
い
つ
ま
で
も
競
争
だ

け
で
は
、
あ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

マ
ッ
プ
は
作
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

葛
巻　

そ
れ
ま
で
に
や
っ
て
き
た
自
動

ブ
レ
ー
キ
く
ら
い
な
ら
、
自
分
た
ち
で

開
発
し
た
も
の
を
国
土
交
通
省
自
動
車

局
へ
持
っ
て
い
き
、
認
可
を
取
っ
て
出

せ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
動
運
転

の
よ
う
に
複
雑
で
大
き
な
シ
ス
テ
ム
と

な
る
と
協
調
し
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
地
図
や
信
号
情
報
ひ
と
つ
と
っ

て
も
、
1
社
だ
け
で
は
実
用
化
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
協
調
領
域
の
開

発
で
も
空
中
戦
だ
と
上
手
く
い
か
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
と
に
か

く
も
う
最
初
に
高
精
度
3
次
元
地
図
の

試
作
品
を
作
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
作
っ
た
も
の
を
技

術
者
に
渡
す
と
、
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、

こ
こ
が
駄
目
だ
と
か
具
体
的
な
こ
と
を

言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
早

く
物
を
出
し
て
、
そ
れ
で
批
判
さ
せ
て

次
へ
行
く
。
と
に
か
く
物
で
勝
負
で
し

た
。

協
調
あ
っ
て
の
競
争
領
域

規
制
官
庁
も
動
き
出
す

清
水　

90
年
代
に
は
、
衝
突
安
全
の
分

野
で
か
な
り
協
調
領
域
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
た
と
え
ば
衝
突
試
験
の
ダ
ミ
ー

人
形
な
ど
は
各
社
、
同
じ
も
の
を
使
っ

て
い
ま
す
。
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手

に
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て
「
星
い
く

つ
」
と
評
価
し
て
も
、
ど
れ
が
本
当
か

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
。
こ
の
よ
う
に
協
調
領
域
が
う
ま
く

い
き
、
98
年
に
は
軽
自
動
車
も
小
型
車

と
同
じ
く
厳
し
い
保
安
基
準
に
な
っ

て
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
安
全
な
軽
自

動
車
が
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ

そ
の
先
に
、
各
社
が
「
う
ち
は
さ
ら
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を

示
す
た
め
に
で
き
た
の
が
J
N
C
A
P

（
N
e
w 

C
a
r 

A
s
s
e
s
s
m
e
n
t 

P
r
o
g
r
a
m
）
と
い
う
自
動
車
ア
セ

ス
メ
ン
ト
。
国
が
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
つ

つ
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
形
で
競
争
領
域

の
差
を
出
し
て
い
く
。
つ
ま
り
協
調
し

て
い
た
が
ゆ
え
に
、
競
争
が
で
き
た
と

武蔵工業大学電子通信工学科卒業。日本カー・オブ・
ザ・イヤー選考委員も務める自動車ジャーナリス
ト、神奈川工科大学特別客員教授（自動車運動理論）。
国内外のレース経験、豊富な運転キャリアを生かし
て、運動理論や安全環境技術を中心に多方面のメデ
ィアで活動。自らYouTubeチャンネルを主宰

清水和夫
オールジャパン体制で
取り組む。次世代の
手本になればいい
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い
う
こ
と
で
す
ね
。

有
本　

ち
な
み
に
電
気
業
界
に
は
80
年

代
初
頭
ぐ
ら
い
ま
で
、
協
調
領
域
が
あ

り
ま
し
た
。
ス
パ
コ
ン
の
前
の
第
5
世

代
は
、
経
産
省
が
指
導
し
て
研
究
組
合

と
い
う
仕
組
み
で
各
社
の
技
術
者
が

集
ま
っ
て
協
調
領
域
で
技
術
開
発
を

し
、
各
社
が
持
ち
帰
っ
て
競
争
す
る
と

い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
や
り
方
が
日
米
貿
易
摩
擦
の
中
で
徹

底
的
に
叩
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ

バ
ラ
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今

は
す
っ
か
り
条
件
が
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
も
し
80
年
代
に
S
I
P
｜

a
d
u
s
を
や
っ
て
い
た
ら
、
葛
巻
さ

ん
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

葛
巻　

も
と
も
と
自
動
車
と
い
う
の
は
、

H
M
I
な
ど
も
含
め
て
全
部
競
争
な
ん

で
す
。
お
客
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
使
い

や
す
い
商
品
を
選
び
ま
す
よ
ね
。
だ

か
ら
こ
そ
競
争
に
勝
つ
た
め
に
必
死

に
研
究
開
発
を
し
て
い
る
訳
で
す
が
、

S
I
P
で
は
ど
こ
を
中
心
に
協
調
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
「
安
全
」
が
出
て
き

ま
し
た
。
安
全
面
に
関
す
る
部
分
は
協

調
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
標
準

化
し
て
い
く
。
何
も
か
も
協
調
し
て
取

り
組
も
う
と
す
る
と
、
競
争
が
な
く
な

り
進
化
が
止
ま
り
か
ね
な
い
で
す
か
ら
。

清
水　

あ
と
は
各
省
庁
の
壁
を
崩
し
て

く
と
い
う
役
割
も
S
I
P
に
は
あ
り
ま

し
た
ね
。
2
0
2
0
年
4
月
1
日
に
新

し
い
車
両
運
送
法
と
道
路
交
通
法
が
改

正
さ
れ
、
2
0
2
0
年
11
月
11
日
に
ホ

ン
ダ
が
世
界
初
の
型
式
指
定
を
取
れ
た

背
景
に
は
、
規
制
官
庁
で
あ
る
警
察
庁

と
国
交
省
が
規
制
緩
和
に
動
い
た
と
い

う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
～

2
0
1
6
年
あ
た
り
は
ま
だ
、「
警
察

庁
が
自
動
運
転
を
認
め
な
い
の
で
は
」

と
い
う
よ
う
な
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
が
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
警
察

庁
も
変
わ
っ
た
ん
で
す
ね
。
元
国
土
交

通
省
の
官
僚
で
、
現
在
は
自
動
車
工
業

会
の
常
務
理
事
の
和
迩
健
二
さ
ん
は

「
規
制
を
緩
和
す
る
と
い
う
言
い
方
だ

と
後
ろ
向
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
自
動
運
転
の
規
制
改
正
は
新
し
い

制
度
設
計
と
い
っ
た
ほ
う
が
馴
染
む
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
仰
っ
て
ま
し
た
。

葛
巻　

前
述
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
が
「
自

動
運
転
を
や
る
ぞ
」
と
決
め
た
こ
と
に

対
し
て
、
警
察
庁
が
障
壁
に
な
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
警
察
庁
に

突
然
「
自
動
運
転
企
画
室
」
が
で
き
ま

し
た
ね
。

清
水　

そ
の
背
景
に
は
、
安
倍
元
首
相

が
「
3
本
の
矢
」
の
う
ち
の
一
つ
、
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
旗
を
振
っ

て
い
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
国
の
ト
ッ
プ
が
前
向
き
で

な
け
れ
ば
、
こ
う
は
な
っ
て
い
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
2
0
1
5
年
か
ら
、

S
I
P
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
「
自
動

走
行
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
」
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。
自
動
運

転
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
と
い
う
の
は
、
国

交
省
自
動
車
局
と
経
産
省
産
業
製
造
局

自
動
車
課
が
連
携
し
、
局
長
ク
ラ
ス
が

出
席
す
る
大
き
な
会
議
で
す
。
そ
こ
へ

各
自
動
車
メ
ー
カ
の
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー

か
ら
サ
プ
ラ
イ
ヤ
も
加
わ
り
、
喧
々

大
き
な
背
景
に
は
自
動
車
業
界
の
危
機

感
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
C
S
T
I
議

員
だ
っ
た
内
山
田
さ
ん
含
め
、
日
本
の

自
動
車
メ
ー
カ
は
当
時
、「
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
大
き
な
危
機

意
識
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
か
ら
。

清
水　

日
本
の
家
電
・
金
融
業
界
が
世

界
的
に
遅
れ
を
取
る
中
で
、“
最
後
の

砦
”
が
自
動
車
業
界
で
し
た
。
自
動
車

業
界
の
就
業
人
数
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
含
め
る
と
5
5
0
万
人
に
の
ぼ

り
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
の
製
造
す
る
ク
ル
マ
の
う
ち
、
約

８
割
は
海
外
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

自
動
車
業
界
が
世
界
で
戦
え
な
く
な
る

の
は
非
常
に
ま
ず
い
。「
是
が
非
で
も

勝
ち
残
ら
な
く
て
は
」
と
い
う
危
機
感

は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
い
い
意
味
で
の

ラ
イ
バ
ル
は
ド
イ
ツ
で
、
ド
イ
ツ
で
の

取
組
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
が
上
が
っ
て

く
る
と
「
日
本
も
頑
張
ら
な
く
て
は
」

と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

第
1
期
か
ら
第
2
期
へ
の
変
化

自
動
運
転
の
実
用
化
を
拡
大

有
本  

S
I
P
第
1
期
（
2
0
1
4
～

2
0
1
8
年
度
）
の
副
題
が
「
自
動
走

行
シ
ス
テ
ム
」
で
、第
2
期
（
2
0
1
8

～
2
0
2
2
年
年
度
）
は
「
自
動
運

転
（
シ
ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
の
拡
張
）」

で
し
た
。「
シ
ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
の

拡
張
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
象
徴
的
で

す
ね
。
現
実
に
世
の
中
が
そ
う
い
う
風

に
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

葛
巻　

第
1
期
と
第
2
期
は
、
補
正
予

諤
々
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
。皆
が「
安

全
」
と
い
う
大
義
の
も
と
で
自
動
運
転

を
進
め
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
納
得
し
、

議
論
の
結
果
は
内
閣
官
房
の
ま
と
め
る

「
官
民
I
T
S
・
構
想
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
も
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
事
実

上
の
憲
法
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
ね
。

葛
巻　

私
は
２
０
１
５
年
に
総
合
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
場
で
、

首
相
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
準
備

に
は
相
当
時
間
を
か
け
ま
し
た
よ
。
こ

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
や

は
り
首
相
が
「
や
る
ぞ
」
と
い
う
こ
と

で
、
各
省
庁
も
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
わ

け
で
す
。

有
本　

こ
の
ト
ッ
プ
の
高
い
関
心
、
睨

み
は
、
役
人
さ
ん
た
ち
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
省
庁
は

も
と
も
と
規
制
官
庁
で
、
I
T
S
関
連

に
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
後
ろ
向
き
で

し
た
が
、
結
果
的
に
法
改
正
と
な
っ
た

わ
け
で
す
か
ら
。
私
は
あ
る
関
係
者
に
、

立
ち
話
で
こ
う
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。「
こ
れ
ま
で
こ
の
省
庁
で

I
T
S
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

る 

“
冷
や
飯
食
い
” 

だ
っ
た
。
局
長
へ

の
呼
び
出
し
な
ど
年
に
1
、
2
回
程
度

し
か
な
か
っ
た
く
ら
い
だ
。
と
こ
ろ
が

S
I
P
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
頻
繁
に
呼

び
出
さ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
省

庁
内
の
幹
部
は
内
閣
官
房
や
首
相
か

ら
『
規
制
緩
和
を
進
め
ろ
』
と
言
わ
れ

て
い
て
、
他
省
庁
に
出
遅
れ
る
と
立
場

が
悪
く
な
る
か
ら
だ
」
と
。
そ
ん
な
裏

話
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
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時
の
翻
訳
者

算
の
関
係
で
2
0
1
8
年
の
1
年
が
重

な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
テ
ー
マ
に
関

し
て
は
「
第
1
期
の
積
み
残
し
を
2
期

で
や
る
の
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
第
2
期
は
別
の
も
の
だ
か
ら

と
。
か
と
い
っ
て
「
自
動
運
転
」
と
い

う
主
テ
ー
マ
を
外
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
、自
動
運
転
は
そ
の
ま
ま
に「
シ

ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
の
拡
張
」
を
付
け

加
え
、
第
2
期
で
は
自
動
運
転
の
実
用

化
を
高
速
道
路
か
ら
一
般
道
へ
拡
張
す

る
と
と
も
に
、
自
動
運
転
技
術
を
活
用

し
た
物
流
・
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実
用
化

を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

清
水　

S
I
P
第
1
期
と
第
2
期
を
比

べ
る
と
、
明
確
に
進
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

葛
巻　

府
省
連
携
が
進
ん
だ
の
は
確
か

で
す
よ
ね
。
最
初
は
本
当
に
大
変
で
し

た
し
、
民
間
も
皆
「
ど
こ
ま
で
や
る
の

か
」
と
各
省
庁
に
聞
く
な
ど
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
最
初
の
3
～

4
年
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
や
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
の
た
び
に
民
間
が
集
ま
っ
て
「
裏

ワ
ー
キ
ン
グ
、
裏
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

を
作
り
、
個
人
の
意
見
と
し
て
自
由

に
話
し
合
う
場
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

I
T
S
の
専
門
家
が
集
ま
り
、「
民
間

と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
」
と
決
め
て
表
の

ワ
ー
キ
ン
グ
に
臨
む
ん
で
す
。
当
時
は

「
こ
れ
だ
け
議
論
す
る
活
発
な
ワ
ー
キ

ン
グ
も
な
か
な
か
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
裏
で
も
皆
で
た
く
さ
ん

議
論
を
し
て
挑
ん
で
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
多
少
の
意
見
は
違
っ
て
も
だ
い
た

い
同
じ
方
向
の
こ
と
を
言
え
た
と
思
い

ま
す
。
あ
の
「
裏
ワ
ー
キ
ン
グ
」
は
け

っ
こ
う
効
き
ま
し
た
ね
。

清
水　

2
0
1
4
年
に
S
I
P
が
始
ま

っ
た
当
初
か
ら
、
初
代
の
渡
邉
P
D

は
「
2
0
2
0
年
オ
リ
パ
ラ
を
一
里
塚

と
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
あ
く
ま
で
一
里
塚
で
す
か

ら
、
最
初
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
い
う

意
味
で
す
。
そ
れ
で
私
が
「
本
当
に
官

僚
は
す
ご
い
な
」
と
思
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
2
0
2
0
年
度
中
の
2
0
2
1
年

3
月
末
ま
で
に
し
っ
か
り
法
律
を
改
正

し
、
レ
ベ
ル
3
を
型
式
指
定
さ
せ
た
点

で
す
。「
す
み
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
1

か
月
延
び
ま
し
た
」
で
は
な
く
、
本
当

に
約
束
ど
お
り
達
成
し
て
み
せ
た
。
背

景
と
し
て
は
、
2
0
1
8
年
に
は
内
閣

官
房
か
ら
「
自
動
運
転
に
関
す
る
制
度

整
備
大
綱
」
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け

て
国
交
省
自
動
車
局
が
「
自
動
運
転
車

の
安
全
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
出
し

た
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
自
工
会

の
横
山
さ
ん
に
も
考
え
方
を
整
理
し
て

い
た
だ
き
、
自
動
車
メ
ー
カ
が
非
常
に

や
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
国
際
的
な
基
準
と
な
っ
た

の
も
素
晴
ら
し
い
成
果
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

葛
巻　

第
1
期
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ

プ
基
盤
企
画
株
式
会
社
（
現
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
マ
ッ
プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
株
式

会
社
）
と
い
う
地
図
会
社
を
作
っ
た
あ

た
り
か
ら
、「
S
I
P
｜
a
d
u
s
も

や
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
国
内
で
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

第
1
期
の
こ
ろ
は
自
工
会
に
協
力
を
求

め
た
り
、
国
際
会
議
に
出
席
し
て
も
ら

う
よ
う
頼
ん
だ
り
し
た
の
で
す
が
、
当

自
由
な
議
論
の
場
が
で
き
た

産
学
官
連
携
が
大
き
な
成
果

清
水　

他
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

て
い
る
と
、
や
は
り
各
省
庁
が
一
番
上

に
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
方

S
I
P
の
場
合
は
、
民
間
の
葛
巻
さ
ん

が
ト
ッ
プ
だ
か
ら
物
事
が
言
い
や
す
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
忖
度
と
か
の
必
要

が
な
い
。
思
い
描
く
自
動
運
転
の
世
界

に
、
ど
う
や
っ
て
技
術
開
発
し
て
い
く

か
が
ゴ
ー
ル
な
の
で
、
そ
こ
へ
向
け
て

皆
が
思
う
ま
ま
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

葛
巻　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ト
ヨ
タ
、

ホ
ン
ダ
、日
産
や
I
T
S  

J
A
P
A
N

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
よ
く
飲
み
会

を
し
ま
し
た
…
…
。
酒
豪
の
初
代
渡
邉

P
D
の
発
案
で
、
毎
月
1
回
、
7
人
ぐ

ら
い
で
「
K
J
会
」
＝
懸
案
事
項
検

討
会
を
開
催
し
て
議
論
を
す
る
ん
で
す
。

最
初
は
ち
ゃ
ん
と
真
面
目
に
資
料
を
作

っ
て
、
方
針
や
施
作
案
を
相
談
し
て
い

る
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
単
な
る
飲

み
会
に（
笑
）。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
上

手
く
や
れ
た
部
分
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ト
ヨ
タ
だ
け
の
意
見
を
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ホ
ン
ダ
や
日
産

の
意
見
も
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
い
く
。
そ

こ
は
し
っ
か
り
意
識
し
て
い
ま
し
た
ね
。

有
本　

ト
ヨ
タ
は
巨
大
な
組
織
で
す
か

ら
、
葛
巻
さ
ん
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
よ
。

葛
巻　

自
動
車
会
社
は
ど
こ
も
大
き
い

組
織
な
の
で
、
あ
る
人
は
認
知
し
て
い

て
も
、
あ
る
人
は
全
然
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
聞
く
人
に
よ
っ

初
は
あ
ま
り
反
応
が
よ
く
な
か
っ
た
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
S
I
P
で
様
々
な
取

組
を
し
て
、「
こ
ん
な
地
図
を
作
っ
た

の
で
見
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
発
信
し
た
結
果
、
だ

ん
だ
ん
と
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
で
第
2
期
か
ら
は
自
工
会

や
部
品
工
業
会
、
通
信
事
業
者
な
ど
、

色
々
な
人
が
S
I
P
に
参
画
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

清
水　

あ
と
は
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

動
き
も
後
押
し
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
の
パ
リ
サ
ロ
ン
（
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
）
で
C
A
S
E
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
て
、
C
o
n
n
e
c
t
e
d
＝
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
と
A
u
t
o
n
o
m
o
u
s

＝
自
動
運
転
へ
の
取
組
は
必
至
と
い
う

風
潮
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
自
動
車

メ
ー
カ
も
そ
こ
へ
向
け
て
、
2
0
1
8

年
ご
ろ
か
ら
一
肌
脱
ぎ
始
め
ま
し
た
ね
。

葛
巻　

府
省
連
携
が
進
ん
だ
の
は
確
か

で
す
。
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

有
本　

東
京
臨
海
部
実
証
実
験
が
あ
っ

た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
を
ど
う
遺

産
と
し
て
残
す
の
か
、
あ
の
よ
う
な
仕

組
み
を
。
地
元
に
行
っ
て
色
々
説
明
す

る
中
で
、「
羽
田
の
道
路
の
こ
こ
の
曲

が
り
方
を
、
一
時
的
に
移
動
し
て
ほ
し

い
」
と
か
、
地
元
対
策
で
す
ね
。
内
閣

府
の
人
々
は
普
通
な
ら
そ
こ
ま
で
や
ら

な
い
。
そ
う
い
う
地
味
な
努
力
も
あ
っ

た
上
で
、
企
業
や
大
学
も
頑
張
っ
て
実

験
で
き
た
の
は
感
動
し
ま
し
た
ね
。

葛
巻　

そ
れ
は
日
本
が
産
学
官
連
携
し

て
、
一
緒
に
な
っ
て
動
い
て
い
た
証
拠

で
し
ょ
う
ね
。

府省連携、産学官連携の財産
SIP第3期へと受け継ぐ

SIPのレガシーを次世代へ
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て
意
見
が
変
わ
っ
て
く
る
部
分
も
あ
る
。

だ
か
ら
S
I
P
に
会
社
代
表
と
し
て
入

っ
て
も
ら
う
に
は
、
根
回
し
も
重
要
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

有
本　

私
は
海
外
の
科
学
技
術
政
策
の

会
議
に
出
か
け
る
際
、
自
作
の
資
料

を
持
っ
て
い
っ
て
S
I
P
自
動
運
転

の
成
果
を
宣
伝
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

O
E
C
D
の
レ
ポ
ー
ト
に
「
日
本
が
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
モ
デ
ル
に
な
る

素
晴
ら
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
」
と

書
い
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
霞

が
関
は
、
海
外
の
言
う
こ
と
は
よ
く
聞

き
ま
す
か
ら
。
と
に
か
く
、
葛
巻
さ
ん

を
中
心
と
し
た
S
I
P
が
あ
り
、
そ
の

上
位
に
内
閣
官
房
の
官
民
I
T
S
構
想

・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
れ
を
皆

が
参
照
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ど

ん
な
人
た
ち
が
ど
う
関
わ
っ
た
か
と
い

う
記
録
は
ぜ
ひ
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
が
こ
れ
か
ら
世
界
へ
向
け

て
、
S
D
G
s
や
社
会
の
変
革
、
あ
る

い
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
言
う
の
で

あ
れ
ば
、
S
I
P
以
外
に
も
省
庁
、
産

学
官
の
境
界
を
越
え
た
仕
組
み
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
公
式
以
外
に
も
レ
ポ
ー
ト

を
残
し
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
苦
労
し
た

か
、
そ
の
記
録
を
遺
産
と
し
て
、
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
し
て
次
世
代
に
残
し
て
ほ

し
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
日
本
は
ま
た

縦
割
り
に
戻
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

清
水　

す
で
に
ド
イ
ツ
で
は
、
第
2
ラ

ウ
ン
ド
へ
向
け
た
諸
連
携
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
第
1
ラ
ウ
ン
ド
で
は
日
本
が

レ
ベ
ル
3
で
先
行
し
た
の
で
、
ド
イ
ツ

は
悔
し
い
ん
で
す
ね
。
何
し
ろ
ガ
ソ

リ
ン
自
動
車
を
発
明
し
た
国
で
す
か

ら
。
だ
か
ら
次
の
ラ
ウ
ン
ド
は
ぜ
ひ
勝

ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
レ
ベ
ル
4
に

向
け
た
法
整
備
や
倫
理
観
の
議
論
、
デ

ー
タ
連
携
の
協
調
領
域
で
も
ド
イ
ツ
は

一
歩
進
み
始
め
て
い
ま
す
。
た
だ
先
ほ

ど
葛
巻
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
自
動
車
メ
ー
カ
各
社
に
デ
ー
タ
を

出
せ
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
と
は
ま
た

違
っ
た
協
調
領
域
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
レ
ベ
ル
4
に
な
れ

ば
、
今
ま
で
以
上
に
協
調
領
域
を
し
っ

か
り
や
ら
な
い
と
ド
イ
ツ
に
先
を
越
さ

れ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
政
府
が

S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
や
I
o
T
に

本
腰
を
入
れ
、
デ
ジ
タ
ル
庁
も
で
き
た

の
で
あ
れ
ば
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
デ
ー
タ
連
携
の
協
調
領
域
を
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

有
本　

今
ト
ヨ
タ
が
や
り
始
め
た
、
ウ

ー
ブ
ン
・
シ
テ
ィ
は
1
社
だ
け
の
取
組

で
す
が
、
本
当
は
他
の
メ
ー
カ
も
地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
あ
あ
い
う
こ
と
に
手

を
つ
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
よ
。
社
会
変
革
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ー
カ
ル
な
風

景
や
地
形
、
文
化
、
歴
史
な
ど
も
含
め

て
、
ゼ
ネ
ラ
ル
＝
協
調
と
、
地
域
ご
と

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
部
分
を
上
手
く

統
合
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
4
に
な
る
と
必
ず
そ

う
し
た
課
題
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

清
水　

今
、
新
た
に
「
自
動
運
転
レ
ベ

ル
４
等
先
進
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
研

究
開
発
・
社
会
実
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
R
o
A
D 
t
o 

t
h
e 

L
4
）」
と
い

う
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ

て
い
ま
す
。

葛
巻　

R
o
A
D 

t
o 

t
h
e 

L
4
は

S
I
P
の
よ
う
な
府
省
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
な
く
、
経
産
省
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
の
で
、
そ
こ
に
ど
う
や
っ
て
府

省
連
携
を
入
れ
る
か
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
来
は
S
I
P

が
な
く
て
も
府
省
連
携
が
で
き
る
の
が

理
想
で
す
が
、
ま
だ
色
々
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

有
本　

お
二
人
の
ご
指
摘
は
非
常
に
重

要
で
す
。
今
、
第
6
期
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
S
T
I
）
基
本
計

画
で
強
調
さ
れ
て
い
る
社
会
変
革
へ

の
取
組
に
対
し
て
、
ま
さ
に
政
府
側

の
手
腕
が
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

2
0
1
4
年
か
ら
の
S
I
P
で
政
策
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
、
日
本
の
行

政
は
明
ら
か
に
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
「
た
ま
た
ま
い
い
人
た
ち
が
集
ま

っ
た
か
ら
で
き
た
」
で
は
駄
目
で
、
今

後
は
い
か
に
こ
の
よ
う
な
省
庁
を
越
え

る
力
を
持
続
し
な
が
ら
高
め
て
い
く
か

が
重
要
で
す
。
渡
邉
P
D
が
常
に
「
革

命
を
起
こ
す
の
だ
」「
高
み
を
目
指
せ
」

と
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
今
後
は
政
府

自
身
の
体
制
も
「
高
み
を
目
指
す
」
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ

れ
こ
そ
が
革
命
、
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
繋
が
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
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SIP自動運転 合同試乗会
SIP自動運転が実施してきた協調分野での技術やシステムが、

自動車の最新モデルに活かされていることの発信を目的とした試乗会を、
東京臨海部で開催しました。

3度目となる合同試乗は、メディアに加え、大学生も招待して
の開催となりました。東京臨海部実証実験参加車両のほか、ホ
ンダはクルーズの自動運転試験車両を、日産はProPILOTの先
行開発モデルを展示しました。マツダはコ・パイロット・コン
セプトの試乗を実施しました。また、衝突実験用のダミー人形
や、DIVP®のテスト車両も展示されました。

SIP第2期自動運転の現在地を披露 【参加一覧】
BMW/TOYOTA/LEXUS/NISSAN/HONDA/SUBARU/MAZDA/SUZUKI/DAIHATSU/
VALEO/TIER Ⅳ/KANAZAWA UNIVERSITY/SAITAMA INSTITUTE OF TECHNOLOGY 
/JARI/DIVP®Consortium/MITSUBISHI ELECTRIC Consortium/HIDO

［第3回］2022年9月29日〜10月1日
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東京臨海副都心、首都高速等で実施される実証実験を前にV2N（公
衆広域ネットワーク）による信号情報、気象情報、交通規制等の生成、
配信等の実証実験参加車両、衝突被害軽減ブレーキ（AEBS）の新型
車への搭載義務化に向けた試乗会が行われました。試乗のほか、国土
交通省による「法整備の動向」、SIP自動運転の「実証実験の最新情報」
を解説するワークショップを行いました。

V2NとAEBS義務化をアピール

【参加一覧】
BMW/TOYOTA/LEXUS/NISSAN/HONDA/SUZUKI/DAIHATSU/VALEO/ 
CONTINENTAL/TIER Ⅳ

［第2回］2021年10月19日〜20日

SIP自動運転の社会的意義や自動運転の現状への理解を促進するた
めに開催されたメディア向けの試乗会。自動運転協調領域の取組の
成果（高精度3次元地図、信号情報提供環境の提供等）が、最新モ
デルに搭載された高度運転支援や自動運転システムの製品化に貢献
している現状を知っていただきました。

東京臨海部実証実験参加車両に試乗

【参加一覧】
TOYOTA/LEXUS/NISSAN/HONDA/SUBARU/HINO/VALEO/
CONTINENTAL/ TIER Ⅳ/KANAZAWA UNIVERSITY

［第1回］2021年4月20日〜21日
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２
０
２
２
年
度
全
10
回
開
催

若
い
世
代
の
声
、
未
来
に
届
け

　

自
動
運
転
に
関
す
る
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
「
自

動
運
転
L
i
v
e
ニ
ュ
ー
ス
」
が
、

２
０
２
２
年
5
月
16
日
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

自
動
運
転
や
将
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社

会
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
専

門
家
を
招
き
第
一
部
は
講
演
、
第
二
部

で
は
若
手
論
壇
を
招
い
て
座
談
会
を
実

施
。
Z
o
o
m
と
Y
o
u
T
u
b
e
を

活
用
し
て
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
配
信
中
に
は
視
聴
者
か
ら
の

質
問
も
受
け
付
け
、
全
国
か
ら
幅
広
い

層
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
一
般
ユ

ー
ザ
ー
視
点
で
の
疑
問
、
質
問
に
も
答

え
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

幅広い世代の声を聞き自動運転への理解を深める
2022年度「自動運転Liveニュース」を毎月配信

2022年5月にスタートした「自動運転Liveニュース」では、
毎回テーマに応じて産学官から専門家を招き、Z世代翻訳者とともに

将来の自動運転、モビリティ社会を考えてきました。

石井昌道 清水和夫

Automated
Driving NEWSLIVE

［総合司会］

［ Z 世代翻訳者］

嶂南達貴
scheme verge株式会社 代表取締役CEO

高堰うらら

オモテテ株式会社CEO　
東京大学大学院・工学系研究科 博士課程在学中 北条かや

フリーランスライター

74



［全10テーマ］
第１回	 「まち・みち・クルマが会話する世界 ―自動運転のインフラ協調交通システム―」（2022.5.16）
第２回	 「モビリティデータ×○○で実現する未来 －交通環境情報ポータルサイト“MD communet”と京都を舞台にした取組－」（2022.7.4）
第３回	 「高齢家族の移動と向き合う －視野障害や認知機能低下にみられる高齢者の運転問題－」（2022.7.21）
第４回	 「いまさら聞けない自動運転の基礎といま」（2022.9.14）
第５回	 「乗ってみないと分からない！自動運転 試乗会レポート」（2022.10.27）
第６回	 「つながるクルマたちとリアルな地図の関係」2022.11.25
第７回	 「“過疎”だからこそMaaSに挑戦 ～広島県庄原市民のリアル～」（2022.12.20）
第８回	 「ASVってなに？ ～生活に溶け込むクルマの先進安全技術～」（2023.1.21）
第９回	 「自動運転に欠かせないHMIとはなにか 〜人間とシステムの共感～」（2023.2.21）
第10回	 「6G時代に飛躍する自動運転の未来」（2023.3.15）

Automated
Driving NEWSLIVE

南方真人 氏（SIP自動運転 国際連携WG FOTテーマリーダー／トヨタ自動車株式会社）
藤本　浩 氏（日本自動車工業会 エレクトロニクス部会 移動体通信分科会 分科会長／日産自動車株式会社）
井出真司 氏（総務省 総合通信基盤局 電波部 移動通信課 高度道路交通システム推進室長）
保田光晴 氏（京都市 都市計画 歩くまち京都推進室 モビリティ・イノベーション創出課長）
柏　貴裕 氏（株式会社三菱総合研究所 スマート・リージョン本部）
中島紋衣 氏（株式会社NTTデータ 社会基盤ソリューション事業本部）
堀川悦夫 氏（福岡国際医療福祉大学 医療学部 教授）
髙橋政代 氏（株式会社ビジョンケア 代表取締役社長）
杉本洋一 氏（株式会社本田技術研究所 先進技術研究所 知能化領域統括 エグゼクティブチーフエンジニア）
稲垣敏之 氏（筑波大学 学長特別補佐・特命教授）
葛巻清吾 氏（SIP自動運転 プログラムディレクター）
白圡良太 氏（特定非営利活動法人 ITS Japan 企画グループ 理事）
今井　武 氏（一般社団法人うごく街 代表理事／自動車技術会 フェロー）
高橋奈々 氏（国土交通省 自動車局 技術・環境政策課 技術企画係長）
大門　樹 氏（慶應義塾大学 理工学部教授）
赤松幹之 氏（産業技術総合研究所 ヒューマンモビリティ研究センター 首席研究員）
中村武宏 氏（株式会社NTTドコモ チーフ・テクノロジー・アーキテクト）
鯉渕　健 氏（トヨタ自動車株式会社 クルマ開発センター フェロー／コネクティッドカンパニー Autono-MaaS, 自動運転 チーフプロジェクトリーダー）

2021年度には、自動運転社会における法律問題やデータ利活用など、コ
ネクテッドカーの普及が進む今にふさわしいテーマや、高齢者に多く見ら
れがちな視野障がいと運転支援支援システムによる運転寿命の延伸などに
ついてウェブセミナーを実施しました。

SIP-adusオンラインセミナー開催

モータージャーナリスト・ノンフ
ィクション作家の岩貞るみこ氏、
清水和夫氏がセミナーを進行

「自動運転レベル3法改正と技術基準ウ
ェブセミナー」では、国土交通省 自動
運転戦略官の多田善隆氏に技術基準策定
のポイントを、日本自動車工業会 主査
の横山利夫氏に同工業会での技術基準議
論のポイントについて解説いただいた

「運転免許と視野障害～有病者の運転
と就労を考える」では、たじみ岩瀬眼
科院長 岩瀬愛子氏、神戸アイセンタ
ー病院 研究センター長 髙橋政代氏、
西葛西・井上眼科病院 副院長 國松志
保氏に講演いただいた

［登壇者の方々］
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SIP自動運転の成果とその先へ！
2023.3.7-8　@秋葉原UDX

SIP自動運転は、9年間の集大成となる成果展示会および自動運転シンポジウムを
3月7・8日、秋葉原UDXにおいて、経済産業省および国土交通省との共催により開催しました。

同イベントでは、自動運転の実用化に向け、SIPの下で取り組んできた実証実験や基盤技術の開発、社会的受容性の醸成、
そして国際連携の成果をわかりやすく展示しました。自動運転シンポジウムにおいては、

これらの取組を支えた府省横断・産学官連携のエピソードなどについて当事者から話を聞くとともに、
今後の自動運転の展望についても議論しました。また、経済産業省と国土交通省が連携して取り組む

「RoAD to the L4」の狙いや概要も紹介されました。

SIP-adus

ZONE A  Society5.0とSIP自動運転

ZONE D  世界標準を目指して

ZONE G  SIP自動運転、その先へ

ZONE B  協調領域の技を共に磨く

ZONE E  広がるデータ連携

ZONE C  自動運転の安全性

ZONE F  社会的受容性の向上

自動運転Awards  
SIP自動運転の社会実
装を目指した取組みを
表彰しました
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第1部
RoAD to the L4 Projectの全体像について

RoAD to the L4で取り組む４つのテーマそれぞれの実証内容

第2部：「手の届く先の未来にある自動運転」と題して

SIP自動運転
シンポジウム

RoAD to the L4
シンポジウム

久間和生氏（国立研究開発法人 農業・
食品産業技術総合研究機構理事長）左
と有本建男氏（SIP自動運転SPD）

SIP創設に込めた意義や、イノベーシ
ョンを起こすための成功のカギについ
て議論しました

右から杉本洋一氏（SIP自動運転SPD）、葛巻清吾
氏（SIP自動運転PD）、石井昌道氏（SIP自動運転 
推進委員会構成員・モータージャーナリスト）

SIP自動運転のプログラムマネジメント上の工夫点
や、取組みが大きく前進したエポックを取り上げ、
その要因を探りました

右、加藤真平氏（株式会社ティアフォーCTO）と川
西泉氏（ソニー･ホンダモビリティ株式会社COO）

Society5.0の実現への道のりや、知能化するクルマ
の“脳”など、これからのモビリティを展望しました

テーマ3  高速道路における隊列走行
を含む高性能トラックの実用化に向け
た取組

小川博氏
（日野自動車株式会社 技監/一般社団
法人日本自動車工業会 大型車委員会 
大型車技術部部会 部会長）

テーマ4  混在空間でレベル４を展開
するためのインフラ協調や車車間・歩
車間の連携などの取組

中野公彦氏
（東京大学 生産技術研究所 教授）

テーマ１ 2022年度に限定エリア・車
両での遠隔監視のみ（レベル4）で自
動運転サービスの実現に向けた取組

加藤晋氏
（国立研究開発法人産業技術総合研究
所 情報・人間工学領域 デジタルアー
キテクチャー研究センター）

テーマ2  さらに、対象エリア、車両
を拡大するとともに、事業性を向上す
るための取組

石川正樹氏
（日本工営株式会社 交通政策事業部 
交通都市部）

横山利夫氏
（国立研究開発法人産業技術総合研究
所 プロジェクトコーディネータ）

各地取組自治体が、自動運転の取組を始めようと思ったきっかけや推進にあ
たっての苦労話、自治体として自動運転に期待することなどを語っていただ
きました

開会挨拶：福永茂和氏
（経済産業省 製造産業局 自動
車課 ITS･自動走行推進室長）
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S
I
P
自
動
運
転
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
い
よ
い
よ
幕
を
閉
じ
る
と
き
が

き
た
。
2
0
1
4
年
か
ら
始
ま
っ
た

S
I
P
自
動
運
転
の
足
跡
を
技
術
論
で

は
な
く
、
ど
ん
な
人
が
、
ど
ん
な
思
い

で
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
て

き
た
の
か
、
誰
で
も
読
み
や
す
い
ム
ッ

ク
本
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
代
表
的
な
方
々
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
担
当
し
た
。

　

初
代
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

渡
邉
浩
之
さ
ん
と
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
と
き
か
ら
お
付

き
合
い
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
記
憶
に
残

る
渡
邉
さ
ん
の
語
録
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
が
、
渡
邉
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
登

場
し
た
初
代
プ
リ
ウ
ス
や
燃
料
電
池
車

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
、
あ
る
い
は
予
防
安

全
技
術
の
要
と
な
っ
た
V
S
C
（
横
滑

り
等
抑
制
装
置
）
な
ど
の
先
進
技
術
を

担
当
さ
れ
て
い
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
「
ボ
デ
ィ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
と
I
T
S
」
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
い
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
る
。
結
果
的

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
衝
突
安
全
に
関
係

し
、
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
な
ど
の
電
動
化
技
術
を
指
し
て
い
た
。

I
T
S
は
文
字
通
り
、
将
来
の
運
転
支

援
や
自
動
化
の
基
盤
技
術
と
な
っ
た
。

　

私
は
こ
の
3
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
将
来
技
術
の
予
言
だ
と
心
に
刻

み
、
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
10
年
く

ら
い
の
時
間
を
か
け
て
世
界
中
を
取
材

し
、
N
H
K
出
版
か
ら
「
ク
ル
マ
安
全

学
の
す
す
め
」「
燃
料
電
池
と
は
何
か
」

「
I
T
S
の
思
想
」
を
上
梓
し
た
。

っ
た
。
葛
巻
さ
ん
は
ボ
デ
ィ
設
計
部
に

籍
を
置
き
、
新
し
い
衝
突
時
に
有
効
な

ボ
デ
ィ
を
研
究
し
て
い
た
。
渡
邉
さ
ん

と
葛
巻
さ
ん
と
は
2
0
0
0
年
頃
か
ら

I
T
S
の
勉
強
会
で
頻
繁
に
合
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

2
0
1
3
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た

I
T
S
国
際
会
議
や
東
京
モ
ー
タ
ー
シ

ョ
ー
で
は
グ
ー
グ
ル
（
G
o
o
g
l
e
）

が
発
表
し
た
自
動
運
転
車
が
話
題
と
な

っ
て
い
た
。
I
T
S
国
際
会
議
で
は
米

国
G
M
社
か
ら
担
当
者
（
ジ
ョ
ン
・
キ

「
ク
ル
マ
安
全
学
の
す
す
め
」
の
取
材

で
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
セ
デ
ス
の
事
故

調
査
隊
に
同
行
し
、
リ
ア
ル
な
事
故
調

査
の
現
場
を
取
材
し
た
。「
事
故
調
査

は
真
実
に
モ
ノ
サ
シ
を
あ
て
る
こ
と
」

と
当
時
の
メ
ル
セ
デ
ス
の
技
術
部
門
を

指
揮
し
て
い
た
イ
ン
ゴ
・
カ
リ
ー
ナ
さ

ん
の
言
葉
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
す
で
に
医
工
連
携
が
進

み
、
受
傷
原
因
の
研
究
も
進
ん
で
い
た
。

1
9
9
0
年
代
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い

予
防
安
全
技
術
よ
り
も
、
事
故
時
の
ク

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
私
は
幸
運
に
も
パ

ネ
ル
の
モ
デ
レ
ー
タ
を
務
め
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
は
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
と
し
て
自

動
運
転
を
捉
え
て
い
た
の
で
、
レ
ベ
ル

４
以
上
が
目
標
だ
っ
た
。
G
M
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
か
ら
聞
い
て
い
た
難
易
度
の

高
い
レ
ベ
ル
３
に
挑
む
べ
き
か
、
あ
る

い
は
レ
ベ
ル
４
を
目
指
す
の
か
。
は
た

し
て
ど
ち
ら
の
山
が
険
し
い
の
か
、
正

直
な
と
こ
ろ
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

　

2
0
1
4
年
春
に
渡
邉
さ
ん
か
ら

S
I
P
自
動
運
転
の
委
員
に
な
ら
な
い

ャ
ッ
プ
氏
）
も
参
加
し
、
S
A
E
（
米

国
自
動
車
技
術
学
会
）
で
規
定
し
た
自

動
化
の
レ
ベ
ル
定
義
の
話
で
盛
り
上
が

っ
た
。
レ
ベ
ル
２
（
ド
ラ
イ
バ
責
任
の

運
転
支
援
）
と
レ
ベ
ル
４
（
シ
ス
テ
ム

が
責
任
を
持
っ
て
A
I
が
運
転
）
の
間

の
レ
ベ
ル
３
は
、
理
屈
の
上
で
は
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
の
自
動
車

開
発
で
は
課
題
が
山
積
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。

　

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
は
グ
ー
グ

ル
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
交
え
て
シ
ン
ポ
ジ

っ
た
が
、
1
9
9
8
年
に
軽
自
動
車
の

規
格
が
変
更
さ
れ
、
乗
用
車
と
同
じ
基

準
が
制
定
さ
れ
た
。
新
基
準
で
は
全
長

全
副
が
大
き
く
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き

エ
ア
バ
ッ
グ
や
プ
リ
テ
ン
シ
ョ
ナ
ー
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
が
、
コ
ス
ト
が
厳
し
い
軽

自
動
車
に
も
一
気
に
普
及
し
た
。「
日

本
は
課
題
が
明
確
に
な
る
と
、
普
及
が

促
進
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
目
の
あ
た

り
に
し
た
。

　

衝
突
安
全
を
取
材
し
て
い
る
と
き
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
葛
巻
さ
ん
と
知
り
合

　

そ
ん
な
大
き
な
役
目
を
一
人
で
背
負

う
こ
と
は
で
き
な
の
で
、
同
業
者
の
岩

貞
る
み
こ
さ
ん
も
仲
間
に
引
き
込
ん
だ
。

委
員
会
が
正
式
に
発
足
す
る
と
私
と
岩

貞
さ
ん
と
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
有

本
建
男
先
生
の
３
名
が
有
識
者
と
い
う

立
場
で
S
I
P
自
動
運
転
の
委
員
と
し

て
就
い
て
い
た
。

　

S
I
P
自
動
運
転
の
委
員
会
は
他
の

政
府
系
委
員
会
と
は
異
な
り
、
予
定
調

和
の
会
議
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ね
に
緊

張
感
が
漂
い
、
と
き
に
技
術
者
は
難
し

ル
マ
の
乗
員
を
ど
の
よ

う
に
守
る
の
か
と
い
う

衝
突
安
全
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
た
。
日
本
と

欧
州
は
米
国
よ
り
も
法

規
制
で
遅
れ
て
い
た
が
、

1
9
9
0
年
代
中
頃
に

よ
う
や
く
法
規
制
が
定

ま
っ
た
。

　

日
本
の
国
民
車
と
し

て
人
気
が
あ
っ
た
軽
自

動
車
の
安
全
基
準
は
乗

用
車
ほ
ど
厳
し
く
な
か

か
と
打
診
さ
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
返
事
は
イ
エ
ス

だ
っ
た
が
、
研
究
開
発

の
S
I
P
に
自
動
車
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
の
自
分
が

ど
ん
な
役
割
を
す
る
の

か
疑
問
に
思
っ
た
。
だ

が
、
渡
邉
さ
ん
は
「
自

動
運
転
車
は
社
会
に
ど

う
受
け
入
れ
て
も
ら
え

る
か
、
清
水
さ
ん
に
は

そ
こ
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
わ
れ
た
。

い
資
料
を
使
う
が
そ
ん
な
と
き
は
す
か

さ
ず
岩
貞
さ
ん
が
突
っ
込
む
。
有
本
先

生
は
「
単
品
バ
ラ
売
り
は
だ
め
だ
」
と

ダ
メ
押
し
を
す
る
な
ど
、
議
論
が
白
熱

す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　

師
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
渡
邉
P
D

は
2
0
1
6
年
3
月
に
病
気
の
た
め
お

亡
く
な
り
な
っ
た
。
亡
く
な
る
7
日
前

に
お
見
舞
い
に
伺
っ
た
が
、
そ
の
と
き

「
清
水
さ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
忘
れ

な
い
で
く
れ
」
と
い
わ
れ
た
。「
そ
れ

は
な
ん
で
す
か
？
」と
聞
き
返
す
と「
市

民
の
た
め
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
作
る
の
だ

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
本

当
に
最
後
の
言
葉
だ
っ
た
。

　

2
0
1
4
年
か
ら
の
９
年
間
に
い
ろ

い
ろ
な
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
関
係
者
は
だ
れ
で
も
日
本
を
よ
く

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
組
織
や
立

場
が
こ
と
な
る
と
相
容
れ
な
い
意
見
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
９
年
の
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
レ
ベ
ル
３
に
お

い
て
は
世
界
初
の
型
式
認
定
を
受
け
た

こ
と
は
、
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

S
I
P
の
仕
組
み
で
高
み
を
狙
い
な
が

ら
、
社
会
に
自
動
運
転
の
芽
を
実
装
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
感
動
的
だ
っ

た
。
産
学
官
と
府
省
連
携
と
い
う
多
数

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
最
後
は
気

持
ち
を
一
つ
に
ま
と
ま
る
と
い
う
不
思

議
な
力
が
醍
醐
味
で
あ
っ
た
。
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
決
し
て
予
算
の
大
き
さ

で
は
な
く
、
お
互
い
の
困
り
ご
と
を
本

音
で
聞
き
出
し
、
迅
速
に
連
携
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
を
次
の

世
代
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残
し
て
お

き
た
い
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
運
転

清
水
和
夫

Ｓ
Ｉ
Ｐ
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
実
装
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
構
成
員

国
際
モ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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